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出席議員（１６人） 

  １番 富 岡 大 志 君    ２番 大 林 裕 子 君 

  ３番 金 谷 康 弘 君    ４番 五十嵐 善 一 君 
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 １１番 岩 﨑 信 幸 君   １２番 平 形   薫 君 
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欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 石 関   昭 君  副 町 長 堤   壽 登 君 

教 育 長 大 沢   清 君  総 務 政 策 課 長 髙 田 栄 二 君 

財 務 課 長 髙  淳 巳 君  町 民 生 活 課 長 福 島 良 一 君 

健 康 福 祉 課 長 米 沢 弘 幸 君  産 業 建 設 課 長 石 田 哲 保 君 

会 計 課 長 大 澤 弘 幸 君  上 下 水 道 課 長 笹 沢 邦 男 君 
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    事 務 局 長  中 島   繁     主      事  田 中 美 帆 
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開会・開議 

          午前９時３０分開会・開議 

議  長（馬場周二君） 皆さん、おはようございます。朝早くから大変ご苦労さまでございます。 

      台風２１号が本土に近づいております。被害のないことを願っております。 

      本日、平成３０年第３回吉岡町議会定例会が開会されます。 

      ただいまの出席議員数は１６名です。定足数に達していますので、平成３０年第３回吉

岡町議会定例会を開会いたします。 

      これから本日の会議を開きます。 

      石関町長より発言の申し入れがありましたので、これを許可します。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 皆さん、おはようございます。 

      平成３０年第３回吉岡町議会定例会の開会に当たりまして、一言挨拶をさせていただき

ます。 

      本日、９月定例議会が議員各位出席のもと開会できますことに心から感謝と御礼を申し

上げます。 

      皆様方もご存じのように、８月１０日に群馬県の防災ヘリコプター「はるな」が中之条

町の山中に墜落するという痛ましい事故が発生をいたしました。この事故により多くの人

命を救ってきた群馬県防災航空隊員４名及び吾妻広域消防本部職員５名のとうとい人命が

失われました。お亡くなりになられた方々に深く哀悼の意を表したいとともに、ご遺族並

びに関係者の皆様に心からお悔やみを申し上げます。 

      ことしの夏は、記録的な猛暑ということで、全国各地で最高気温の記録更新のニュース

が報じられたところでもあります。しかし、季節は確実に変わっていることが朝晩に感じ

られるきょうこのごろであります。 

      また、これから台風の接近や大雨による被害が心配される季節でもあります。７月には

西日本の集中豪雨による大変な災害が発生していましたが、防災対策には一層気を引き締

めて臨んでいかなければならないと思っております。 

      さて、本定例会では、平成２９年度の一般会計並びに特別会計、企業会計の決算認定を

初めといたします議案１８件、報告１件、同意１件、諮問２件を上程させていただきまし

た。議案１８件のうち９件が平成２９年度の決算認定、８件が補正予算、条例改正が１件

でございます。何とぞ慎重審議の上、いずれも原案のとおり認定、可決及び同意をいただ

けますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

      本日は大変お世話になります。 
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     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

諸般の報告 

議  長（馬場周二君） 日程に先立ち、諸般の報告をいたします。 

      諸般の報告は、お手元に配付した資料のとおりです。それをもって諸般の報告といたし

ます。 

      議事日程（第１号）により、会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

議  長（馬場周二君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、吉岡町議会会議規則第１１９条の規定により、議長において、１５

番岸 祐次議員、１番富岡大志議員を指名します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２ 会期の決定 

議  長（馬場周二君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

      会期の決定は、議会運営委員会に付託してあります。岸委員長からの委員長報告を求め

ます。 

      岸議員。 

              〔議会運営委員長 岸 祐次君登壇〕 

議会運営委員長（岸 祐次君） １５番岸です。ご報告します。 

      ８月２７日、月曜日、全員協議会室で議会運営委員会を開催し、平成３０年第３回定例

会の会期について協議を行いました。 

      会期は、本日９月３日、月曜日、開会から９月１４日、金曜日、閉会までの１２日間で

あります。 

      一般質問は、９月７日、金曜日の１日限りであります。 

      なお、会期日程の詳細につきましては、お手元に配付したとおりでございます。 

      以上、ご報告いたします。 

議  長（馬場周二君） 議会運営委員長の報告が終わりました。 

      お諮りします。 

      ただいまの岸委員長の報告のとおり、会期は本日９月３日から１４日までの１２日間と

したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、会期は本日から１４日までの１２日間と決定しました。なお、日程はお手元に
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配付したとおりであります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３ 報告第５号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について 

議  長（馬場周二君） 日程第３、報告第５号 健全化判断比率及び資金不足比率報告についてを

議題といたします。 

      石関町長より報告を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 報告申し上げます。 

      報告第５号 健全化判断比率及び資金不足比率報告についてご説明を申し上げます。 

      町では平成２９年度の決算に基づき、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率、将来負担比率及び公営企業ごとの資金不足比率を算定し、８月３日に監査委員の審査

を受けましたので、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定によって議会に報告

をするものであります。 

      実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が発生していないため比率なしとなっており

ます。実質公債費比率は１０．５％で、前年度比０．２％のマイナス、将来負担比率は、

将来負担額を充当可能財源が上回ったため、前年度に引き続き比率なしとなりました。資

金不足比率につきましては、資金不足額がないため比率なしとなっております。 

      なお、詳細につきましては、財務課長より報告をさせます。 

議  長（馬場周二君） 髙 財務課長。 

              〔財務課長 髙 淳巳君発言〕 

財務課長（髙 淳巳君） それでは、健全化判断比率及び資金不足比率報告について報告させていた

だきます。 

      こちらにつきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第

２２条第１項の規定により、監査委員の意見をつけて議会に報告するものであり、いずれ

も平成２９年度の決算に基づき算定した数値となっております。 

      なお、健全化判断比率とは、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来

負担比率の４つの指標のことをいいます。 

      初めに、実質赤字比率ですが、これは一般会計、学校給食事業特別会計、住宅新築資金

等貸付事業特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率となります。 

      平成２９年度実質赤字額はありませんでしたので、実質赤字比率につきましては、比率

なしとなっております。 

      次に、連結実質赤字比率ですが、これは一般会計、特別会計、水道事業会計など、全て
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の会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率となっております。平成２９年

度は全ての会計において赤字額がなかったため、連結実質赤字比率につきましても比率な

しとなっております。 

      次に、実質公債費比率ですが、地方債の元利償還金とこれに準ずる一部事務組合や公営

企業会計の地方債の償還に対する負担金等の準元利償還金などが一般財源のうちどのくら

いの割合を占めるかを指標化したものとなります。吉岡町の実質公債費比率は１０．５％

で、前年度比０．２％のマイナスとなりました。０．２ポイント率が改善した要因といた

しましては、実質公債費比率の算定式において分子の構成要因の一つである準元利償還金

が減少したこと、また、分母においては税収の増などから、標準財政規模が増加したこと

などにより、平成２９年度単年度での比率が減少し、その結果、過去３カ年の平均値をと

る実質公債費比率が改善されました。 

      また、平成２９年度に実施いたしました臨時財政対策債の繰り上げ償還に伴う比率への

影響といたしましては、平成３０年度以降反映されていくことと想定されます。 

      なお、早期健全化基準は２５％であり、吉岡町は基準以下となっております。 

      次に、将来負担比率ですが、将来負担比率は、一般会計などの借入金や一部事務組合へ

将来支払っていく可能性のある負担金など、現時点での残高の程度を指標化したもので、

将来の財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すものです。早期健全化基準は３５０％

となっておりますが、吉岡町では将来負担額が充当可能財源等を上回ったため、前年度に

引き続き比率は発生しませんでした。 

      次に、資金不足比率ですが、こちらは水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、

いずれも資金の不足はなく、資金不足比率につきましては、比率なしとなっております。 

      なお、監査委員さんには、平成３０年８月３日に審査をお願いし、平成３０年８月８日

付で審査結果報告をいただいており、審査した結果、適正に算定されているとの確認をい

ただきました。 

      本町の比率につきましては、いずれも早期健全化基準等を下回っており、健全な財政と

なっておりますが、今後も各事業を精査し、財源確保を図り、より一層財政の健全化に努

めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 報告が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

      岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） １１番岩﨑です。実質公債費比率についてお尋ねいたします。 

      過去４年間続けて質問してきたわけでございますが、今回５回目で、今までは０．５％
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ずつ上昇して、これに対しまして財政を圧迫するのではないか、改善を求めるということ

をずっと申してまいりました。 

      今回、昨年度０．２％減となって、改善ということですが、その後臨時財政対策債の繰

り上げ延長を行われたための、これ以降も来年度から改善が見込まれるということでござ

います。 

      今まで５％ずつ上昇していたわけでございますが、これから来年度から当然ながら改善

が見込まれているわけでございますけれども、もし来年もここにいるか、いられるかわか

らないものですから、一応お尋ねいたします。パーセントとして当然ながら、繰り上げ返

還が、償還があるものですから、それなりのパーセントが減少されると思うわけでござい

ます。そのくらいの見込みをお尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 髙 財務課長。 

              〔財務課長 髙 淳巳君発言〕 

財務課長（髙 淳巳君） 臨時財政対策債の繰り上げ償還につきまして、去年４億円ほど行ったわけ

ですけれども、こちらに関しましては、本年度の３０年度の決算から償還額から大分、６，

０００万円から７，０００万円、年額で公債費が減ることとなります。 

      その結果、単年度の数値でありますが、実質公債費比率につきましては、３０年度以降

単年度で０．５％ずつぐらいは減っていくのかなと思われます。ただ、先ほどの説明でも

申し上げたとおり、３カ年の平均という形になりますので、来年度いきなり０．５下がる

ということではありませんので、来年度、再来年度、また翌年という形で徐々に下がって

いくと予想されております。 

議  長（馬場周二君） ほかにございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認めます。 

      本件は報告でございますので、これにて終結いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第４ 議案第３９号 吉岡町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例 

議  長（馬場周二君） 日程第４、議案第３９号 吉岡町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 
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      議案第３９号 吉岡町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例の一部を改正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

      内容につきましては、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する

省令の公布に伴い改めるものでございます。 

      なお、詳細につきましては、健康福祉課長より説明させますので、審議の上、可決いた

だきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 米沢健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 米沢弘幸君発言〕 

健康福祉課長（米沢弘幸君） 今回の改正内容につきましては、家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準の一部を改正する省令の施行に伴い、本条例の改正を行うものであります。 

      本条例は、保育者が保育者の居宅等で保育を行うに当たり必要となる基準を定める条例

ですが、今回の省令の施行に伴い、代替保育に係る連携施設の要件緩和及び食事提供に関

する搬入施設の緩和であります。 

      それでは、吉岡町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例について、

新旧対照表で説明させていただきますので、新旧対照表の１ページをごらんください。 

      右側の列が旧で現行、左側の列が新で改正案ということでお願いするものでございます。 

      旧の第５条第５項中の下線、「次条第２号」を「次条第１項第２号」に改める改正。 

      第６条第１項中「。以下同じ」を加える改正。 

      ４ページに移りまして、第４５条「第６条第１号」を「第６条第１項第１号」に改める

改正。 

      ５ページに移りまして、附則第３条「第６条本文」を「第６条第１項本文」に改める改

正については、本条例の一部改正で第６条に新たな項が加えられることに伴う所要の改正

となります。 

      次に、ページを戻りまして、２ページをごらんください。 

      第６条に第２項及び第３項を新設する改正で、これは、代替保育に係る連携施設の確保

義務を緩和するものです。 

      次に、３ページをごらんください。 

      第１６条第２項に第４号を新設する改正で、これは家庭的保育事業に対する食事の提供

の特例に係る外部搬入施設の拡大を図るものです。 

      次に、４ページをごらんください。 

      附則第２条、「事業を行う者」の次に「（次項において「施設等」という。）」を加え

る改正で、これは、本条例一部改正で第２項が加えられることに伴う所要の改正となりま

す。 
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      次に、５ページをごらんください。 

      附則第２条に第２項を加えるもので、これは食事の提供に関する基準が法施行後５年間

猶予されていたものを１０年間に延長する改正になります。 

      議案書の２ページをごらんください。 

      附則とし、この条例は公布の日から施行するであります。 

      以上、よろしくお願いします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

      岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） この中で、附則第２条の第２項、当該施設等は、利用乳幼児への食事の提

供を家庭的保育事業所等内で調理する方法により行うために必要な体制を確保するように

努めなければならないとなっております。この判断をしますと、家庭の中におきまして調

理施設等の利用するに当たって方法等を検討するような形になっておると思うわけでござ

いますが、家庭の中における調理施設関係の中におきまして、ここら辺はどこら辺の、具

体的な判断としてどこら辺の基準があるか、これをお尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 米沢健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 米沢弘幸君発言〕 

健康福祉課長（米沢弘幸君） ご質問の件ですが、家庭的に保育事業を行うに当たりまして、その居

宅、保育者の自宅である場合にあっても調理場等を設置しなければいけないというふうに

省令ではなっているのですが、この法律を施行するに当たりまして、当面５年間はそうい

った設備は設置しなくていいということでありましたが、今年度その法律が切れるという

ことでありまして、さらに５年間延長するということで、本来であれば調理場等を設置を

別にしなければいけないものを今の段階では猶予するということになっております。以上

です。 

議  長（馬場周二君） ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第３９号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

      ここで休憩をとります。暫時休憩をいたします。 

          午前９時５１分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前９時５２分再開 
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議  長（馬場周二君） では、再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第５ 認定第１号 平成２９年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第５、認定第１号 平成２９年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第１号 平成２９年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定についての提案理由を申し

上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度吉岡町一般会計歳入歳出決算

を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      以下、詳細につきましては会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認定く

ださいますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） 説明申し上げます。 

      本決算書は、１ページから３７６ページまでとなっておりまして、別冊として１ページ

から２０２ページまでの主要施策の成果説明書及びＡ４判でホッチキスどめの平成２９年

度決算参考資料を添付しております。 

      別冊の主要施策の成果説明書は、一般会計から各特別会計の主要な施策の成果等につい

て、課、局ごとに記載しております。 

      Ａ４判ホッチキスどめの平成２９年度決算参考資料につきましては、資料番号１として、

一般会計主要事業決算状況一覧表、資料番号２として、一般会計歳入年次推移（収入済

額）、資料番号３として、渋川地区広域市町村圏振興整備組合負担金の推移、資料番号４

として、自治会関係支出金一覧、資料番号５として、町債年度末現在高、資料番号６とし

て、不納欠損額の年次推移、資料番号７として、一般会計繰越明許計算書関係、資料番号

８として、引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障４

経費、その他社会保障施策に要する経費（平成２９年度決算）、資料番号９として、用語

解説を掲載しております。参考にごらんいただければと思います。 

      それでは、決算書の説明をさせていただきます。初めに３ページをお願いいたします。 

      一般会計歳入歳出決算書の実質収支に関する調書で、歳入総額は７３億１，６７４万３，
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８３３円、歳出総額は７２億２，１６４万４，１４３円、歳入歳出差し引き額は９，５０

９万９，６９０円、翌年度へ繰り越すべき財源、繰越明許費繰越額は６，９９８万８，０

００円、実質収支額は２，５１１万１，６９０円でした。 

      前年度と比較しますと、歳入総額につきましては６，９３７万４，９４４円の増、増減

率では１．０％の増でした。歳出総額につきましては４，５５６万９，１５２円の増、０．

６％の増でした。 

      実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はありません。 

      続いて、決算書４ページから７ページは一般会計歳入歳出決算書の歳入、８ページから

１１ページは、その歳出となっております。１２、１３ページは、歳入歳出事項別明細書

の総括で、歳入の部となっております。 

      １４ページ、１５ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      初めに、１款町税の収入済額合計は２５億１２３万４，５４７円で、平成２８年度と比

較しますと４，９６９万３，０４１円の増、増減率では２．０％の増となっております。

収納率は９５．９％で、前年度と同率でした。 

      １款１項の町民税の収入済額は１１億５，５４２万３，８８８円、不納欠損額は１５７

万８，８２１円、収入未済額は４，０７８万２，９６９円でした。不納欠損の該当者は、

個人６人、法人３社、収入未済の該当者は、個人３５６人、法人３１社でした。 

      ２項固定資産税は、収入済額１１億１２万４，５３３円、不納欠損額は２３９万８，５

７６円、収入未済額は６，０３０万６，２８５円でした。不納欠損の該当者は１０人、収

入未済の該当者は３５２人でした。 

      ３項軽自動車税は、収入済額６，２８８万３，２０９円、不納欠損額は６万９，５００

円、収入未済額は１９４万８，５００円でした。不納欠損の該当者は７人、収入未済の該

当者は２１５人でした。 

      ４項町たばこ税は、収入済額１億６，１２８万２，４０７円。 

      ５項入湯税は、収入済額１，１５２万５１０円でした。 

      町税の収入状況等は、別冊の主要施策の成果説明書の３９ページをごらんください。 

      町民税個人、法人、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、入湯税の平成２７年度から平

成２９年度までの収入状況を記載しております。 

      また、不納欠損額については、別添の決算参考資料、ホッチキスどめの決算参考資料の

資料番号６、不納欠損額の年次推移に一般会計と特別会計を記載しております。一般会計

は１ページから２ページ、特別会計は３ページからとなっております。参考にごらんいた

だければと思います。 

      決算書１４ページ、１５ページに戻っていただきまして、中段より少し下で２款地方譲
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与税は、収入済額８，８２６万４，０００円、前年度と比較しますと１５１万８，０００

円の増、増減率では１．７％の増でした。 

      ３款利子割交付金は、収入済額４２５万６，０００円、前年度比１８５万３，０００円

の増、７７．１％の増でした。 

      一番下の行へいきまして、４款配当割交付金は、収入済額１，１７６万８，０００円、

前年度比４０６万３，０００円の増、５２．７％の増でした。 

      決算書１６ページ、１７ページに移りまして、５款株式等譲渡所得割交付金は、収入済

額１，２０７万６，０００円、前年度比７５６万２，０００円の増、１６７．５％の増で

した。 

      ６款地方消費税交付金は、収入済額３億５，０３６万３，０００円、前年度比３，０１

５万円の増、９．４％の増でした。 

      ７款ゴルフ場利用税交付金は、収入済額１４８万１，４７６円、前年度比１９万１，１

９４円の増、１４．８％の増でした。 

      ８款自動車取得税交付金は、収入済額２，７４６万７，０００円、前年度比７６２万円

の増、３８．４％の増でした。 

      ９款地方特例交付金は、収入済額２，６５６万８，０００円、前年度比２６４万８，０

００円の増、１１．１％の増でした。 

      一番下の行へいきまして、１０款地方交付税は、収入済額１１億５，２９３万９，００

０円、前年度比３，９３３万２，０００円の減、３．３％の減でした。 

      決算書１８、１９ページに移りまして、１１款交通安全対策特別交付金は、収入済額３

６５万２，０００円、前年度比２１万円の減、５．４％の減でした。 

      別添の決算参考資料、資料番号９、用語解説の５ページから８ページには地方譲与税か

ら交通安全対策特別交付金の解説を記載しております。参考にごらんいただければと思い

ます。 

      決算書１８ページ、１９ページに戻りまして、中段で１２款分担金及び負担金は、収入

済額１億５，５６３万９，４８０円、前年度と比較して２３０万５，１９０円の減、１．

５％の減でした。１項負担金１目民生費負担金２節児童福祉費負担金で保育運営費保護者

負担金において不納欠損額７１万４，０００円、収入未済額７４９万５，８５０円となっ

ております。不納欠損の該当者は９人、収入未済額該当者は６３人でした。 

      続いて、１３款使用料及び手数料は、収入済額３，４９０万９，６６６円、前年度比９

２万４，４８８円の減、２．６％の減でした。１項使用料１目農林水産使用料は、収入済

額３９０万円。一番下の行で２目土木使用料は、収入済額１，４０６万７，５２４円でし

た。 
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      決算書２０ページ、２１ページに移りまして、上段の２節住宅使用料は、収入済額１，

１７３万９，３５０円、収入未済額は３６３万２，９８０円で、収入未済の該当は８件で

した。３目教育使用料は、収入済額５３９万６，８４０円でした。 

      ２項手数料は、１目総務手数料から２目衛生手数料、３目農業手数料まで、収入済額１，

１５４万５，３０２円でした。 

      決算書の２２ページ、２３ページに移りまして、１４款国庫支出金は、収入済額１０億

７，６７０万８５５円、前年度と比較しますと１億９，５０３万６，０７３円の減、１５．

３％の減となっております。減額の主な要因といたしましては、平成２８年度に実施した

子ども・子育て支援整備交付金（学童クラブ施設新築事業）の完了による３，０７７万４，

０００円の減、公立学校施設整備費国庫負担金（明治小学校校舎増築事業）の完了による

９，３９４万７，０００円の減、児童福祉費国庫補助金で私立保育所等施設整備助成事業

（駒寄幼稚園園舎建てかえ事業）の完了による１億３，１５５万円の減などによるもので

す。 

      国庫支出金の主なものは、２３ページの中段より少し上で１項１目１節児童運営費国庫

負担金で収入済額２億３，４１２万２，６４０円、２節障害者福祉費国庫負担金、収入済

額１億７，４８８万５，８００円、５節児童手当国庫負担金、収入済額２億８，６００万

６，３３２円。 

      決算書２４ページ、２５ページに移りまして、下段で２項５目１節土木費国庫補助金は、

収入済額２億２，０８５万３，６７１円でした。 

      次に、決算書２８ページ、２９ページに移りまして、１５款県支出金は、収入済額５億

７，４３２万９，５０２円、前年度比５，９１８万１，３２２円の減、９．３％の減でし

た。減額の主な要因といたしましては、平成２８年度に実施した私立保育所等施設整備助

成事業（駒寄幼稚園園舎建てかえ事業）の完了による１億２８０万２，０００円の減など

によるものです。 

      県支出金の主なものとしては、１項１目１節児童運営費県負担金、収入済額１億１，７

０６万１，３２０円、２節障害者福祉費県負担金、収入済額８，７４４万２，９００円、

中段より少し下で６節児童手当県負担金、収入済額６，０９８万９，３３２円。 

      決算書３２ページ、３３ページに移りまして、上段で２項２目７節医療福祉費県補助金、

収入済額９，７７０万３，５３９円などでした。 

      次に、決算書３４ページ、３５ページに移りまして、一番下の行で１６款の財産収入は、

収入済額５２３万１，９９５円、前年度比１０２万８７９円の減、１６．３％の減でした。

主なものは、決算書３６ページ、３７ページ上段で１項１目１節財産貸付収入が収入済額

６０万５，０１０円、１項２目１節利子及び配当金が財政調整基金利子から収入印紙等購
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買基金利子まで、合計収入済額２８４万１，９８５円、２項１目１節土地売払収入が１７

８万５，０００円などでした。 

      次に、１７款寄附金は、収入済額３，７５０万５，６０５円、前年度比３２８万９，３

９５円の減、８．１％の減でした。一般寄附金は１件で３７万７，６００円、ふるさと納

税は５５０件で７１２万８，００５円、企業版ふるさと納税が１社で３，０００万円でし

た。 

      次に、１８款繰入金は、収入済額６億８，９８３万１，８３０円、前年度比２億９，０

１７万８，５９３円の増、７２．６％の増でした。増額の主な要因といたしましては、減

債基金を繰り入れて公債費に充当したことによるもので、決算書３８ページ、３９ページ、

中段より少し下で５目減債基金繰入金、収入済額４億１，６５２万円となっております。

これは、平成２１年度臨時財政対策債と平成２２年度臨時財政対策債の繰り上げ償還に充

当するために繰り入れたものです。 

      次に、１９款繰越金は７，１２９万３，８９８円、前年度比３，８３９万１，３０３円

の増、１１６．７％の増です。増額の主な要因は、繰越事業の増によるものです。 

      次に、２０款諸収入は、収入済額１億２，４２３万１，９７９円、前年度比１，１３９

万３，８４０円の減、８．４％の減でした。減額の主な要因は、駒寄スマートＩＣ大型化

事業に係る前橋市負担金１，９１２万４，８８３円の減などによるものです。諸収入の主

なものは、まず、１項１目１節の延滞金で、一番下の行で収入済額４５４万４，４０３円、

該当は９２８件でした。 

      次に、決算書４０ページ、４１ページに移りまして、中段で３項１目１節貸付金元金回

収金、収入済額５００万円、４項１目１節渇水対策施設維持管理費受託事業収入６００万

円、５項２目１節弁償金で、鉄鋼スラグ補償金（南下古墳公園）、収入済額１，１１８万

８，８００円。 

      決算書４４ページ、４５ページに移りまして、中段で駒寄スマートＩＣ大型化事業に係

る前橋市負担金４，０６４万１，２２１円。 

      決算書４６ページ、４７ページに移りまして、上段で同じく駒寄スマートＩＣ大型化事

業に係る前橋市負担金（繰越明許）で２，４９５万９，４９３円などでした。 

      次に、２１款町債は、収入済額３億６，７００万円、前年度比５，１８０万円の減、１

２．４％の減となっております。減額の主な要因は、学校教育施設等整備事業債８，４５

０万円の減などによるものです。町債の１項１目１節臨時財政対策債は２億８，２２０万

円、２目１節緊急防災・減災事業債（南下城山防災公園整備事業）は２，８４０万円、同

じく緊急防災・減災事業債（南下城山防災公園整備事業）（繰越明許）は２，７３０万円、

３目１節の緊急防災・減災事業債（防災無線デジタル化事業）は１，８２０万円、４目１
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節の一般補助施設整備等事業債（地域福祉交流拠点施設設置事業）（繰越明許）は１，０

９０万円でした。 

      別添の決算参考資料、資料番号５、町債平成２９年度末現在高をごらんください。 

      一般会計から水道事業会計の全会計で８１億６，５３１万２，６７９円で、前年度の合

計と比較しますと８億１，３８６万５，１２９円の減、９．１％の減となっております。

減額の主な要因は、減債基金の取り崩しによる平成２１年度臨時財政対策債と平成２２年

度臨時財政対策債の繰り上げ償還などによるものです。 

      決算書４６ページ、４７ページに戻っていただきまして、一番下の行で歳入合計は、収

入済額７３億１，６７４万３，８３３円、不納欠損額は４７６万８９７円、収入未済額は

１億１，４１６万６，５８４円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      決算書４８ページ、４９ページは、歳出の総括となります。 

      ５０ページ、５１ページからの事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      初めに、１款１項の議会費です。支出済額９，８４９万２，５６９円、前年度と比較し

ますと３１２万２，０６８円の減、増減率では３．１％の減でした。主な支出は、下段の

１１節需用費で議会広報費２３３万６，８４０円。 

      決算書５２ページ、５３ページに移りまして、上段の１３節委託料で、議会映像配信業

務委託１７２万３，６８０円などでした。 

      続きまして、中段で２款総務費、支出済額７億９，１５５万８，４４４円、前年度と比

較しますと５６４万８，９００円の増、０．７％の増でした。主な支出は、決算書５４ペ

ージ、５５ページの下段、１３節委託料で自治会事務委託料３，７５５万７，６００円。 

      決算書５６ページ、５７ページの中段１９節負担金、補助及び交付金で、自治会振興助

成金２６０万円、地域づくり振興事業補助金１２８万３，０００円、集会施設等整備事業

補助金３５６万２，０００円、魅力あるコミュニティ助成事業補助金１３４万７，０００

円などでした。各自治会ごとの内訳などにつきましては、別添の決算参考資料、資料番号

４、平成２９年度自治会関係支出金一覧表を参考にごらんいただければと思います。 

      なお、事業につきましては、決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一

覧表をごらんください。 

      表紙をめくっていただきますと、款項目、区分、事業名、決算額、予算額、決算額内訳

と財源内訳、決算書掲載ページ、事業内容及び実績、所管する課局室名等が記載されてお

ります。平成２９年度実施事業の中の主要な事業を掲載しており、全部で３３ページの資

料となっております。 

      自治会関係の支出につきましては、１ページ目の３番目、自治会事務委託費と２ページ
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の１番目、自治会活動支援事業に詳しい内容が記載されておりますので、参考にごらんい

ただけたらと思います。 

      続いて、決算書６０ページ、６１ページに移りまして、下段で５目財産管理費の中の１

５節工事請負費で役場西駐車場整備工事１，７９２万８，０００円を支出しております。 

      別添の決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧表では２ページの下

段に記載しております。 

      役場西駐車場を普通乗用車７２台分、２，３１４平方キロメートル拡張いたしました。 

      続いて、決算書６２ページ、６３ページ、別添の決算参考資料、資料番号１、一般会計

主要事業決算状況一覧表では３ページの上段に記載しております男女共同参画事業で８節

男女共同参画推進委員謝礼１２万３，２００円、１２節郵便料３６万４，３１４円、１３

節男女共同参画計画調査業務委託料１４６万８，８００円など、合計１９６万６，２４１

円を支出しております。 

      次に、同じく決算書６２ページ、６３ページ、ふるさと納税推進事業で１１節需用費か

ら１４節使用料及び賃借料まで、合計３７８万３，９８９円を支出しております。 

      別添の決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧表では３ページ、中

段に記載しております。 

      ふるさと納税につきましては、先ほど歳入のところで説明いたしましたが、寄附件数５

５０件で、寄附額は７１２万８，００５円でした。 

      続きまして、決算書６４ページ、６５ページの一番下の行、放課後児童見守りパトロー

ル委託料で２２６万５００円の支出でした。 

      決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧表では５ページ下段に記載

しております。 

      シルバー人材センターに委託し、青色回転灯装備車両を使用し、児童の下校時間に合わ

せてパトロールを実施いたしました。 

      続いて、決算書６６ページ、６７ページ上段で、防犯灯設置工事７７万４，５８８円、

防犯カメラ設置工事２６８万１，２４０円支出いたしました。決算参考資料、資料番号１、

一般会計主要事業決算状況一覧表では６ページ上段に記載しております。児童生徒の通学

路などにＬＥＤ防犯灯２４灯、防犯カメラ８台を設置いたしました。 

      続きまして、決算書６８ページ、６９ページ、１２目電子計算費、支出済額９，８８７

万５，２４９円で、主な支出としては、一括処理委託料１，４７１万６８０円、ハードウ

ェア保守料８２２万７，５２６円、ハードウェアリース料９２６万２，７７６円、ネット

ワーク強靱化リース料７９７万４００円、システム使用料２，４２５万１，４００円など

でした。 
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      続きまして、決算書７０ページ、７１ページの中段、決算参考資料、資料番号１、一般

会計主要事業決算状況一覧表では７ページ下段に記載しております１４目温泉事業費で１

３節委託料、緑地運動公園及びリバートピア吉岡指定管理料で１，８９０万円、１５節工

事請負費でリバートピア吉岡源泉ポンプ用制御盤の改修工事などで８７８万６，２３２円、

１８節備品購入費で予備用源泉ポンプ２８９万４，４００円を支出しております。 

      次に、決算書７８ページ、７９ページに移りまして、３款民生費は、支出済額２５億６

６７万４，７８９円、前年度と比較しますと２億２，０６２万８，５３２円の減、８．

１％の減となっております。減額の主な要因といたしましては、学童クラブ新築事業の完

了、駒寄幼稚園園舎建てかえ事業の完了などによるものです。 

      初めに、３款１項１目社会福祉総務費は、支出済額１億４，１９７万４，４８１円、主

な支出は、決算書８０ページ、８１ページ中段より少し下で経済対策臨時福祉給付金（繰

越明許）が３，７９６万５，０００円、社会福祉協議会補助金が２，６６４万６，６２３

円などでした。 

      続いて、決算書８２、８３ページの中段から下段、４目老人福祉費、決算参考資料、資

料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧表では１０ページで、認知症カフェを初めとし

たさまざまな事業を展開するための地域福祉交流拠点施設設置事業として２，８１１万２，

３５７円を支出しております。 

      続いて、決算書８４、８５ページ。 

      決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧表では９ページ上段で、在

宅で介護している介護者の労をねぎらうための寝たきり老人介護慰労金支給事業で３８１

万円を支給いたしました。支給対象者は１００名でした。 

      続いて、決算参考資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧表では９ページ中段で、

敬老祝金品支給事業は、事業費６９６万６，８３１円で、対象者は８０歳、８５歳２３６

名、８８歳、９０歳、９５歳、１０１歳以上は１６４名、１００歳９名で、合計４０９名

の方々に祝い金や祝い品を支給いたしました。 

      続いて、決算書は８４ページ、８５ページ中段で、６目障害者福祉費、支出済額３億９，

１９６万４，５６９円、決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧では

１１ページと１２ページに記載しております。主な内容は、障害を抱える方の日常生活及

び社会生活を支えるため、障害福祉サービス費、補装具費、障害者医療費等の支給を行う

障害者自立支援事業で２億６，６４３万９，４３８円、障害児支援事業で８，４５４万８，

７７６円の支出となっております。 

      続いて、決算書８８ページ、８９ページへ移りまして、７目医療福祉費、支出済額２億

６１９万９，３５２円、決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧では
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１３ページ上段に医療費無料化事業ということで記載しております。内容は、子供、重度

心身障害者、母子・父子家庭の方々の健康管理の向上に寄与するために社会保険等で医療

を受けた場合の自己負担分を公費で負担するものです。 

      続いて、決算書９０ページ、９１ページ上段で９目老人福祉センター費、支出済額２，

０５０万６，０００円、決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧では

１３ページ中段に記載しております。主なものは、１３節委託料、老人福祉センター指定

管理料１，８９９万４，０００円となっております。 

      続いて、１０目後期高齢者医療費で支出済額１億８，７０３万５，８６７円、内容は、

１９節負担金、補助及び交付金で、療養給付費負担金として１億４，４６０万２，７６３

円、２８節繰出金で後期高齢者医療事業特別会計への繰出金として、事務費繰出金と保険

基盤安定繰出金と合わせて４，２４３万３，１０４円の支出となっております。 

      次に、決算書９２ページ、９３ページ中段で、決算参考資料、資料番号１、一般会計主

要事業決算状況一覧表では１４ページ下段に児童手当支給事業として記載しております。

２項児童福祉費２０節扶助費、児童手当で４億８０２万５，０００円を支出しております。 

      次に、３目児童保育費は、支出済額８億５，８０６万９，９０１円、決算参考資料、資

料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧では１５ページから１６ページに記載しており

ます。主な支出は、１３節委託料で、保育所運営費委託料６億７，１５９万５，１６０円、

これは町内在住の乳幼児が通う町内外の私立及び公立の認可保育所に対し委託料を支払っ

たものです。また、１９節負担金、補助及び交付金で施設型給付費１億３，５１９万２，

９９５円、これは町内在住の乳幼児が通う町内外の認定こども園、幼稚園等に対して支払

ったものです。 

      次に、決算書９４、９５ページ中段より少し下で５目学童保育事業費、支出済額１，６

９７万５，７３５円、決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧では１

６ページ下段に記載しております。主なものは１３節委託料で、吉岡町社会福祉協議会へ

学童クラブ指定管理料１，６３１万５円を支出しております。 

      次に、決算書９６ページ、９７ページ中段より少し上で４款衛生費、支出済額６億１，

６２４万６，９４１円、前年度と比較すると５６５万２，７１２円の減、０．９％の増で

した。 

      初めに、４款１項１目保健衛生総務費は、支出済額２億６，７１９万３，４６４円、主

なものは、決算書９８ページ、９９ページ、１９節負担金、補助及び交付金で、渋川広域

負担金（火葬運営等）１，０８５万３，０００円、同じく救急医療分７０１万２，０００

円、同じく夜間急患分３４９万８，０００円、住宅用太陽光発電システム設置整備事業補

助金４６９万円、２８節繰出金で国民健康保険事業特別会計への繰出金１億１，４７８万
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５８５円、水道事業会計への繰出金３，０００万円などでした。 

      続いて、２目予防費、支出済額６，６３６万９，７２９４円、主な支出は、１３節委託

料で予防接種委託料６，５８２万３，１４３円でした。 

      次に、３目母子衛生費、支出済額３，４１９万８，５１０円、主な支出は、決算書１０

０ページ、１０１ページ中段より少し上で、１３節委託料で妊婦健康診査委託料１，８２

８万４，０３０円、２０節扶助費、特定不妊治療費２７８万４，０００円、一般不妊治療

費１３４万円などでした。 

      次に、４目健康増進費、支出済額４，２０９万５，８０４円、主な支出は、決算書１０

２ページ、１０３ページ上段の１３節委託料で、健康審査委託料３，１４６万４，６２３

円となっております。疾病の早期発見、早期治療につなげるため、がん検診のほか、肝炎

ウイルス検診、歯周疾患検診等を実施いたしました。そのほか、１９節負担金、補助及び

交付金ではよしおか健康№１プロジェクト事業補助金で１１８万８，５６８円を支出して

おります。健康№１プロジェクト事業の詳細につきましては、決算参考資料、資料番号１、

主要事業決算状況一覧表の２０ページ上段に記載しております。 

      次に、５目環境衛生費、支出済額１，０８１万３６３円、主な支出は、１９節負担金、

補助及び交付金で、公共下水道エリアと農業集落排水エリア以外の区域で開発事業を除く

一般住宅を対象とした合併浄化槽の設置整備事業費補助金２５３万８，０００円、浄化槽

エコ補助金２０万円などです。決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一

覧表では２０ページ中段に記載しております。 

      次に、決算書１０４、１０５ページに移りまして、２項清掃費で１目し尿処理費、支出

済額２，５３８万７，０００円で、内容は１９節負担金、補助及び交付金で、渋川広域負

担金（し尿運営等）となっております。２目塵芥処理費は、支出済額１億６，１７７万８，

１０７円、主な支出は１３節委託料で、一般ごみ収集委託料４，１０１万８，４００円、

１９節負担金、補助及び交付金で渋川広域負担金（ごみ運営等）１億１，２２６万５，０

００円、資源ごみ回収事業補助金４０１万５５０円などです。 

      次に、５款労働費は、支出済額１，４９５万９，０６６円、前年度と比較すると１７１

万９，９５５円の減、１０．３％の減でした。主な支出は、決算書１０４ページ、１０５

ページ下段で、１９節負担金、補助及び交付金で勤労者住宅資金利子補給７７３万９，７

３５円、２１節貸付金で勤労者生活資金融資預託金５００万円などです。 

      次に、６款農林水産業費は、支出済額３億５３６万６，４８０円、前年度と比較すると

１，３５４万３，４５４円の増、４．６％の増でした。主なものは、決算書１０８ページ、

１０９ページ上段で、決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧では２

１ページ中段に記載しております。地域特産品生産体制構築事業委託料４９０万３，２０
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０円、これは、地方創生推進交付金による継続事業で、小倉乾燥芋のブランド化や販路拡

大を目的とするものです。 

      次に、決算書１１０、１１１ページで、新規就農者を援助する青年就農給付金２８１万

２，５００円、道の駅よしおか温泉で行われるイベントに対して助成し、地域交流や地域

特産品のＰＲ強化を図る道の駅まつり交付金５０万１，０００円など支出いたしました。 

      次に、５目農地費、主なものは、決算書１１０ページ、１１１ページ下段、決算参考資

料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧表では２２ページ上段で、１９節負担金、

補助及び交付金、小規模農村整備事業負担金９１４万４００円、決算書１１２ページ、１

１３ページ上段で、群馬用水施設緊急改築事業償還負担金１，２８９万８，５５１円など

でした。 

      続いて、６目地籍調査費、支出済額２，６７１万５，３６０円、決算参考資料、資料番

号１、一般会計主要事業決算状況一覧表では２２ページに記載しております。主なものは、

１３節委託料の地籍調査業務委託料１，４０４万円、復元測量業務委託料１，０９２万３，

１２０円などでした。 

      続いて、７目渇水対策施設維持管理費、支出済額１，４６２万８，７９０円、決算参考

資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧表では２３ページに記載しております。

主なものは、１１節需用費で小倉揚水機場の電気料１，２６４万１，４５９円、１５節工

事請負費、管路施設等修繕工事１２５万４，９６０円などでした。 

      続いて、一番下の行で８目農業集落排水事業費で農業集落排水事業特別会計への繰出金

が繰越明許分も含めて１億１，９７５万１４３円でした。 

      続いて、決算書１１６ページ、１１７ページに移りまして、７款商工費は、支出済額５，

３９１万５，５４５円、前年度と比較すると２，０６４万３，６１４円の増、６２．０％

の増でした。増額の主な要因は、４月１４日から５月１３日まで開催された「花と緑のぐ

んまづくり２０１８in 吉岡～第１０回ふるさとキラキラフェスティバル～」に伴う花と

緑のぐんまづくり協議会負担金１，８００万円の増、企業誘致調査研究委託料３４５万６，

０００円の増などによるものです。主な支出は、決算書１１６ページ、１１７ページの中

段よりやや下で、１９節負担金、補助及び交付金で、商工会振興事業補助金６００万円、

住宅リフォーム促進事業補助金２１３万２，０００円、中小企業制度利子補給金４１２万

７，４１０円、決算書１１８ページ、１１９ページに移りまして、中段より少し上で、先

ほど申し上げた２目観光費の花と緑のぐんまづくり協議会負担金１，８００万円、３目商

工業振興費で企業誘致調査研究委託３４５万６，０００円などでした。 

      続いて、８款土木費は、支出済額８億１，６３９万６，４４３円、前年度と比較すると

８，２１１万９，６２９円の増、１１．２％の増でした。増額の主な要因は、南下城山防
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災公園整備事業が前年度に比べて６，３５３万５，２８５円の増になったことなどによる

ものです。主な支出は、決算書１２０ページ、１２１ページ中段、８款２項１目道路橋梁

総務費で、大榛橋架け替え事業負担金（榛東村施行）（繰越明許）１，３８６万２，０８

０円の支出、下段にいって、２目道路維持費の１３節委託料で道路台帳更新委託料１，０

５６万２，４００円、道路清掃委託料１，００３万６，４８９円、決算書１２２ページ、

１２３ページ上段で、道路維持補修工事（単独）で４，５１７万２，３０１円などでした。 

      次に、道路新設改良費で、中段より少し下、１３節委託料で町道改良測量設計委託料

（単独）１，０８１万８００円、１５節工事請負費で社会資本整備総合交付金事業「町道

明小・北発地岡線道路改良事業」として、町道改良工事（補助）１，９７６万４，０００

円、町道改良工事（補助）（繰越明許）１，２７１万６，８００円を支出しております。 

      次に、決算書１２４ページ、１２５ページ上段、５目橋梁維持費で社会資本整備総合交

付金事業、橋梁の長寿命化で１３節委託料、橋梁点検業務（補助）１，０２０万６，００

０円、１５節工事請負費で橋梁維持補修工事（補助）（繰越明許）１，２７２万３，００

０円、橋梁維持補修工事（補助）１，１６１万８，４００円を支出しております。 

      続いて、決算書１２６ページ、１２７ページに移りまして、４項都市計画費２目都市施

設費、支出済額３億４，２６９万３，１６０円、主な支出といたしましては、決算書１２

８ページ、１２９ページで、決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧

表では２７ページ、２８ページに記載しております。 

      まず、１３節委託料で駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業３，０９５万５０９円、駒寄

スマートＩＣ大型化対応化事業（繰越明許）３，６６３万７，９３２円、１５節工事請負

費で建設工事（スマートＩＣ）４，２５１万１，０００円、建設工事（南下城山防災公

園）６，７０２万５，３２０円、建設工事（南下城山防災公園）（繰越明許）６，５９０

万４，４００円、１７節公有財産購入費で用地買収費（スマートＩＣ）１，５６３万８，

６０６円、用地買収費（スマートＩＣ）（繰越明許）１，８３７万９，１２１円、２２節

補償、補塡及び賠償金で補償費（スマートＩＣ）２，９７５万１，０１５円、補償費（ス

マートＩＣ）（繰越明許）１，８４６万９，０００円などとなっております。 

      続いて、３目下水道費で、公共下水道事業特別会計への繰出金で１億６，５９５万８，

４７８円支出しております。 

      次に、決算書１３０ページ、１３１ページ、９款消防費は、支出済額３億７，９２３万

１，２３８円、前年度と比較すると７，２３０万３，７９１円の増、２３．６％の増でし

た。増額の主な要因は、防災無線デジタル化設置工事６，６１３万３，８００円の増など

によるものです。主な支出は、決算書１３２ページ、１３３ページ中段より少し上で、２

目消防施設費１９節負担金、補助及び交付金、渋川広域負担金（消防救急等）で２億７，
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４４６万１，０００円、５目無線放送施設設置事業費、下から２行目、１５節工事請負費

で、先ほど申し上げた防災無線デジタル化設置工事６，６１３万３，８００円などです。 

      次に、決算書１３４ページ、１３５ページに移りまして、１０款教育費、支出済額６億

５，２２６万９，３１６円、前年度と比較すると３億４，８８７万６，２８６円の減、３

４．８％の減でした。減額の主な要因は、明治小学校校舎増築事業の完了などによるもの

です。主な支出は、決算書１４６ページ、１４７ページ中段で２項小学校費２目教育振興

費２８節繰出金で、駒小学校給食事業特別会計繰出金８２０万１，３５０円、明小学校給

食事業特別会計繰出金６３２万３５０円で、児童１人当たり年１万４５０円を補助しまし

た。 

      続いて、３目学校建設費、主な支出は１３節委託料で、職員数の増に対応するための明

小職員室改修工事設計業務委託３６７万２，０００円などでした。 

      決算書１５０ページ、１５１ページに移りまして、下段で３項中学校費２目教育振興費

２８節学校給食事業特別会計への繰出金で７１５万２，５５０円、先ほどの小学校費と同

様、生徒１人当たり年１万４５０円を補助しました。 

      続いて、決算書１５２ページ、１５３ページ、決算参考資料、資料番号１、一般会計主

要事業決算状況一覧表では３２ページ、４項社会教育費１目社会教育総務費で吉岡町・大

樹町子ども交流事業で、総額で３５５万５，７８３円支出いたしました。 

      続いて、決算書１５８ページ、１５９ページに移りまして、中段より少し下で４目文化

センター費１５節工事請負費、文化センター防火シャッター危害防止装置取付工事３１３

万２，０００円、文化センターエントランスホール東側自動ドア設置工事９６６万６，０

００円を支出いたしました。 

      続いて、決算書１６０ページ、１６１ページ中段で５目文化財保護・調査費では、１３

節委託料、文化財事務所移転工事設計監理委託料５７８万８，０００円、文化財事務所移

転工事物品移設業務委託料３３４万８，０００円、１５節工事請負費で南下古墳公園駐車

場舗装工事１，１１８万８，８００円、文化財事務所移転工事５，６１１万３，９９２円

支出しております。南下古墳公園駐車場舗装工事につきましては、先ほども説明いたしま

したが、歳入の２０款諸収入５項雑入２目弁償金で大同特殊鋼株式会社から支出額と同額

が入金となっております。また、文化財事務所移転工事には企業版ふるさと納税３，００

０万円と寄附をしていただいたお金を積み立てておいた教育文化振興基金からの繰入金１，

７００万円を充当いたしました。 

      続いて、決算書１６２ページ、１６３ページの一番下の行で５項１目保健体育総務費１

７節公有財産購入費で八幡山グラウンド用地買収費２，８０８万円を支出しております。 

      決算書１６６ページ、１６７ページに移りまして、中段で６項１目給食センター費１３



 - 24 -

節委託料で調理業務等委託料５，０００万４，０００円、１８節備品購入費でプレハブ冷

蔵庫２９４万８，４００円を支出しております。 

      次に、決算書１６８ページ、１６９ページ下段で１２款公債費は支出済額９億８，６５

１万３，３０８円、前年度と比較すると４億２，００１万１，８９３円の増７４．１％の

増でした。増額の主な要因は、減債基金を取り崩して平成２１年度臨時財政対策債と平成

２２年度臨時財政対策債の繰り上げ償還を行ったことによるものです。 

      次に、決算書１７０ページ、１７１ページ下段で１４款予備費の支出はありませんでし

た。 

      一番下の行にいきまして、歳出の総額は７２億２，１６４万４，１４３円、翌年度繰越

額は３億３，２６８万７，０００円、不用額は３億８，４０８万５，８５７円でした。 

      以上で一般会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２９年度吉岡町一般会計歳入歳出決算につきまして、平成３０年８月８日、監査委

員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された一般会計の歳入歳出決算書、

歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第１号は、予算決算常任委員会に付託いたします。 

      ここで休憩をとります。１１時１０分までということでいたしたいと思います。よろし

くお願いします。 

          午前１０時４８分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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          午前１１時１０分再開 

議  長（馬場周二君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第６ 認定第２号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

議  長（馬場周二君） 日程第６、認定第２号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第２号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定についての提

案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計

歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      以下、詳細につきましては会計課長をして説明させますので、ご審議の上、認定くださ

いますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書の１７５ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１億１，４０７万１，０２６円、歳出総額は１億

１,３７４万３，６３５円、歳入歳出差し引き額は３２万７，３９１円、実質収支額も同

額の３２万７，３９１円でした。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては８万

９，８２４円の増、増減率では０．１％の増でした。歳出総額につきましては、３万１，

８３０円の増でした。 

      次に、１７６、１７７ページをお願いします。 

      平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      １７８ページ、１７９ページはその歳出となっております。 

      １８０ページ、１８１ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      １８２ページ、１８３ページの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項１目給食費納入金は、収入済額９，１９９万２，４６０円、内訳は、現年度分

で教職員給食費５９１万２，３９０円、給食センター職員等給食費８４万３，９５０円、

児童生徒給食費８，４９８万２，７２０円、過年度分では２５万３，４００円の収入済額
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となっております。不納欠損額はゼロです。収入未済額は１１７万５，９６０円でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書の１６６ページ下段の（３）に給食費の収納状況を掲載し

ております。未納額内訳で、収入未済額の現年度分６２万７，２５０円は、２７人、２１

戸、過年度分（平成１７年度から２８年度）の収入未済額は５４万８，７１０円で、１７

人、１３戸でした。 

      決算書１８２ページ、１８３ページに戻りまして、中段の２款１項１目繰入金は、収入

済額２，１６７万４，２５０円で、児童生徒１人当たり年間１万４５０円を一般会計から

繰り入れしました。 

      ３款１項１目繰越金は、収入済額２６万９，３９７円、前年度からの繰越金です。 

      ４款１項１目雑入、収入済額１３万４，９１９円は給食の試食代等及び消費税還付金で

す。 

      一番下の行へいきまして、歳入合計は、収入済額１億１，４０７万１，０２６円、収入

未済額１１７万５，９６０円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。決算書１８４ページ、１８５ページは、事項

別明細書総括の歳出でございます。 

      １８６ページ、１８７ページの事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      歳出の１款１項１目学校給食費は、支出済額１億１，３７４万３，６３５円で、内訳は

全て１６節原材料費で、給食用食材料費でした。 

      一番下の行へいきまして、歳出の総額は、支出済額１億１，３７４万３，６３５円、不

用額は３２９万３，３６５円でした。 

      以上で学校給食事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成３０年８月

９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された学校給食事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料を
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ごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第２号は、文教厚生常任委員会に付託いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第７ 認定第３号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認 

           定について 

議  長（馬場周二君） 日程第７、認定第３号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第３号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についての

提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      詳細につきましては会計課長をして説明させますので、審議の上、認定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書の１９１ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は３億８，０５３万７，５８９円、歳出総額は３億

８，０２３万７，５８９円、歳入歳出差し引き額は３０万円、実質収支額も同額の３０万

円です。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては３，５２２万９，１００円の

増、増減率では１０．２％の増でした。歳出総額につきましても３，５２２万９，１００

円の増、１０．２％の増でした。 

      次に、１９２ページ、１９３ページをお願いします。 

      平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。

１９４ページ、１９５ページは、その歳出となっております。 
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      １９６ページ、１９７ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入となっております。 

      １９８ページ、１９９ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款分担金及び負担金、収入済額８７１万４，０９５円、主なものは、受益者負担金８

６１万９，９３０円です。収入未済額７４７万１０円の内訳は、受益者負担金の現年度分

で２３万５，１００円、該当者は７人でした。滞納繰越分は７２３万４，９１０円、該当

者は６０人でした。 

      ２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料は、収入済額１億１，０７２万３，

０１６円です。収入未済額は４０８万８，３２６円で、内訳は現年度分４５万２，６３７

円、該当者は６２人でした。滞納繰越分は３６３万５，６８９円、該当者は７８人でし

た。 

      ３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道費国庫補助金は社会資本整備総合交付金で、

収入済額２，４５０万円でした。 

      ４款県支出金１項県補助金１目下水道費県補助金は、収入済額１４０万円でした。 

      続いて、５款１項１目繰入金、収入済額１億６，５９５万８，４７８円は、一般会計か

らの繰入金です。 

      続いて、６款１項１目繰越金、収入済額３０万円、前年度からの繰越金です。 

      続いて、７款諸収入、収入済額４６４万２，０００円、主なものは、決算書２００ペー

ジ、２０１ページで消費税還付金４５１万４，０００円となっております。 

      続いて、８款町債１項１目下水道事業債は、収入済額６，４３０万円で内訳は、公共下

水道事業債（補助分）２，２３０万円、単独分２，７００万円、流域下水道事業債（補助

分）２８０万円、単独分１０万円、公営企業会計適用債１，２１０万円でした。 

      一番下の行へいきまして、歳入合計は、収入済額３億８，０５３万７，５８９円、収入

未済額１，１５５万８，３３６円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      ２０２ページ、２０３ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２０４ページ、２０５ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款１項下水道費１目総務管理費は、支出済額３，０７７万３，３４３円です。

主な支出は、２０５ページ中段で１３節委託料、地方公営企業法適用業務委託１，２１８

万２，４００円です。 

      続いて、２目管渠管理費は、支出済額５，４４５万３，６８７円、主な支出は、決算書

２０６ページ、２０７ページ上段で、１９節負担金、補助及び交付金、県央処理区維持費

管理負担金４，２５５万２，４０８円です。 

      続いて、３目建設費は、支出済額９，１７０万６，１６３円、主な支出は、１３節委託
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料で設計委託料（補助）５，１３０万円、これは社会資本整備総合交付金事業で、管渠実

施設計・地質調査業務委託料です。また、１５節工事請負費で公共下水道工事（補助）１，

１７９万３，６００円、公共下水道工事（単独）１，６１８万９，２００円を支出しまし

た。 

      続いて、２款１項公債費、支出済額２億３３０万４，３９６円は、元金及び利子の償還

金となっております。 

      続いて、決算書２０８ページ、２０９ページ中段、３款１項１目予備費は、支出済額ゼ

ロでした。 

      一番下の行へいきまして、歳出の総額は、支出済額３億８，０２３万７，５８９円、不

用額は６５９万２，４１１円でした。 

      以上で公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成３０年８

月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された公共下水道事業特別会計の

歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関

係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的

には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料

をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第３号は、産業建設常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第８ 認定第４号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

           認定について 
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議  長（馬場周二君） 日程第８、認定第４号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第４号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

の提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      詳細につきましては会計課長に説明させますので、ご審議の上、認定くださいますよう

お願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書２１３ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は２１億３，１８９万５，５５６円、歳出総額は２

０億９，９３２万７，７８３円、歳入歳出差し引き額は３，２５６万７，７７３円、実質

収支額も同額の３，２５６万７，７７３円です。前年度と比較しますと、歳入総額につき

ましては、１億６，６２１万１，４４１円の減、増減率では７．２％の減でした。歳出総

額につきましては、１億３，３３６万８，０２７円の減、８．０％の減でした。 

      次に、２１４ページ、２１５ページをお願いいたします。 

      平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２１６ページ、２１７ページは、その歳出となっております。 

      ２１８ページ、２１９ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２２０ページ、２２１ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項国民健康保険税は、収入済額４億４，３０８万８７０円、不納欠損額４１２万

８６６円、収入未済額１億１，４２４万１３８円でした。不納欠損の該当者は１４人、収

入未済の該当者は４０７人でした。 

      国民健康保険税は、一般被保険者国民健康保険税と退職被保険者等国民健康保険税から

成り、それぞれ医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分とに分けられ、その現

年課税分と滞納繰り越し分で１節から６節の区分となっております。 

      次に、別冊の主要施策の成果説明書１７１ページをごらんください。 

      国保加入世帯数及び被保険者数が年度ごとに記載されてあります。被用者保険の適用拡
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大により、国保加入者は年々減少している状況です。 

      それでは、決算書２２２ページ、２２３ページに移りまして、中段の４款国庫支出金１

項国庫負担金は、収入済額３億４，０４６万２，９３９円、主なものは、１目の療養給付

費負担金が収入済額３億２，５２４万６，３７２円、２目高額医療費共同事業負担金が収

入済額１，２６５万５６７円などでした。 

      続いて、一番下の行で２項国庫補助金が収入済額８，５２６万３，０００円、主なもの

は、決算書２２４ページ、２２５ページ上段、１目で団体間の財政力を調整するための財

政調整交付金が収入済額８，０４２万１，０００円でした。 

      続いて、５款１項１目療養給付費交付金は、退職被保険者等の医療給付に要する費用に

充てるため、社会保険診療報酬支払基金から交付されるもので、収入済額２，９００万３，

０００円でした。 

      続いて、６款１項１目前期高齢者医療費の負担に係る財政調整のため、社会保険診療報

酬支払基金から交付される前期高齢者交付金が収入済額４億８，５５８万１，７９２円で

した。 

      続いて、７款県支出金は、収入済額１億１，５４０万１，５６７円で、１項県負担金が

収入済額１，５２１万６，５６７円、主なものは、１目高額医療費共同事業負担金１，２

６５万５６７円でした。 

      ２項の県補助金は、収入済額１億１８万５，０００円で、主なものは、決算書２２６ペ

ージ、２２７ページ上段の２目財政調整交付金で、収入済額９，５４１万１，０００円で

した。 

      別冊の主要施策の成果説明書１７５ページには国・県支出金その他交付金の推移が記載

されております。参考にご確認いただければと思います。 

      決算書２２６ページ、２２７ページに戻りまして、８款１項１目共同事業交付金、収入

済額４億９，４５３万５，７３５円、主なものは、保険財政共同安定化事業拠出金を財源

に療養の給付に要する費用等について国保連合会から交付される２節保険財政共同安定化

事業交付金で４億５，５３７万８，２５２円でした。 

      続いて、９款１項財産運用収入、収入済額１１万６，７２１円は国保基金利子です。 

      次に、１０款１項１目一般会計繰入金は、収入済額１億１，４７８万５８５円でした。

内訳は、保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）６，６４５万１，０１０円、保険基盤安定

繰入金（保険者支援分）３，６９３万９，５８７円、職員給与費等繰入金２６万４，９９

９円、出産育児一時金等繰入金３０６万９，３３３円、財政安定化支援事業繰入金３２４

万２，０００円、その他一般会計繰入金で、福祉医療実施に伴う国庫負担金削減分繰入金

４８１万３，６５６円となっております。 
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      続いて、決算書２２８ページ、２２９ページで１１款１項の繰越金は、収入済額１，５

４１万１，１８７円でした。 

      続いて、１２款諸収入は、収入済額８２４万１，９７５円でした。内訳は、１項１目一

般被保険者延滞金、収入済額７４７万８，８４７円、３項雑入１目一般被保険者第三者納

付金で、交通事故等第三者納付金６８万６，８１８円。 

      決算書２３０ページ、２３１ページに移りまして、３目一般被保険者返納金で、不当利

得等返納金２万４，８８０円、５目雑入は、７０歳から７４歳の１割負担の療養費につい

て国が国保連を通して補塡している指定公費分で５万１，４３０円でした。 

      一番下の行へいきまして、歳入合計は、収入済額２１億３，１８９万５，５５６円、不

納欠損額４１２万８６６円、収入未済額１億１，４２４万１３８円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      決算書２３２ページ、２３３ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      決算書２３４ページ、２３５ページからの事項明明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款の総務費は、支出済額１，３７５万３，７１２円、主なものは、１項総務管

理費、支出済額１，２２９万６，９４９円、２項徴税費、支出済額１１２万９，６１６円

などです。 

      次に、決算書２３６ページ、２３７ページに移りまして、２款保険給付費、支出済額１

２億２，９１１万６，１０８円、内訳の主なものは、１項の療養諸費が支出済額１０億７，

５２４万８，６４０円、中段より少し下で２項の高額療養費が１億４，８０１万１，３６

８円などでした。 

      決算書の２３８ページ、２３９ページに移りまして、３項の移送費は、支出済額ゼロ。 

      中段の４項１目１９節出産育児一時金は、支出済額４６０万４，０００円、該当者は１

１人でした。 

      ５項１目１９節葬祭費は、支出済額１２５万円、該当者は２５人でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書の１７６ページをごらんください。 

      療養給付費の年度別の支出額や内訳等を記載しております。 

      主要施策の成果説明書１７８ページには出産育児一時金、葬祭費、高額療養費支給額の

年度別の件数や支給額等を記載しております。参考にご確認いただければと思います。 

      決算書、２３８ページ、２３９ページに戻りまして、下段で３款１項１目後期高齢者支

援金は、支出済額２億４，１０９万４，７３２円。 

      決算書２４０ページ、２４１ページにいきまして、４款１項前期高齢者納付金等は、支

出済額８９万９，４３０円。 

      ５款１項老人保健拠出金は、制度終了に伴う給付の清算により、４，６７８円。 
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      ６款１項介護納付金は、介護保険の財源として各保険者が診療報酬支払基金に納付する

費用で、９，０９４万３，９６２円でした。 

      決算書２４２ページ、２４３ページに移りまして、７款１項共同事業拠出金で、高額医

療費共同事業及び保険財政共同安定化事業の財源として国保連合会に拠出する費用として

４億９，３５１万１，７４５円の支出でした。 

      続いて、下段の８款１項１目特定健康診査等事業費は、支出済額１，２５６万２，７８

０円でした。 

      決算書２４４ページ、２４５ページに移りまして、中段の８款２項保健事業費は、支出

済額９４２万９，９１８円、主なものは、１９節負担金、補助及び交付金で、人間ドック

補助金３２８万円でした。該当者は１６４人でした。 

      続いて、９款基金積立金と１０款公債費は、支出済額ゼロでした。 

      続いて、決算書２４６ページ、２４７ページに移りまして、１１款諸支出金、支出済額

７９９万３，００１円、内訳は、１項償還金及び還付加算金が７９４万６，０６７円、中

段で２項指定公費負担医療費立替金、これは７０歳から７４歳の１割負担の療養費につい

て町が立てかえ払いをしているもので、支出済額４万６，９３４円でした。 

      続いて、１２款予備費の支出額はゼロでした。 

      一番下の行へいきまして、歳出の総額は、支出済額２０億９，９３２万７，７８３円、

不用額は２億１，２３３万４，２１７円でした。 

      以上で国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成３０年

８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された国民健康保険事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。 

      以上です。 
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議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第４号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第９ 認定第５号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

           認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第９、認定第５号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第５号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

の提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別

会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      詳細につきましては会計課長をして説明させますので、審議の上、認定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書の２５１ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１億６，４４２万１６５円、歳出総額は１億６，

４３２万１６５円、歳入歳出差し引き額は１０万円、実質収支額も同額の１０万円です。

前年度と比較しますと、歳入総額につきましては１，２４６万３，５８０円の増、増減率

では８．２％の増でした。歳出総額につきましても１，２４６万３，５８０円の増、８．

２％の増でした。 

      次に、２５２ページ、２５３ページをお願いいたします。 

      平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２５４ページ、２５５ページは、その歳出となっております。 

      ２５６ページ、２５７ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２５８ページ、２５９ページの事項別明細書で説明させていただきます。 
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      １款１項分担金、収入済額２０３万円、これは小倉地区、北下・南下地区一括納付分と

しての収入です。 

      ２款１項使用料、収入済額３，０５８万８，０２８円、収入未済額は９９万２，１３６

円、収入未済額の内訳は、現年度分１５万６，７６０円で、該当者は５人でした。滞納繰

越分８３万５，３７６円で、該当者２３人でした。 

      ３款１項繰入金は、一般会計からの繰入金で、収入済額１億１，９７５万１４３円でし

た。 

      ４款１項繰越金は、前年度からの繰越金で１０万円。 

      ５款１項諸収入は、収入済額２５万１，９９４円、主なものは東京電力の原発事故によ

る賠償金で、２１万３，８４０円でした。 

      ６款１項町債は、公営企業会計適用債で７２０万円でした。 

      ７款１項国庫補助金は、農山漁村地域整備交付金（繰越明許）として４５０万円でした。 

      一番下の行へいきまして、歳入合計は、収入済額１億６，４４２万１６５円、収入未済

額９９万２，１３６円でした。 

      続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

      決算書２６０ページ、２６１ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２６２ページ、２６３ページからの事項明明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款１項農業集落排水事業費は、支出済額７，２１０万２，０３３円でした。内

訳は、１目の総務管理費、支出済額３，３８９万７，１１０円、一番下の行で２目施設管

理費、支出済額３，８２０万４，９２３円、主な支出は、決算書２６４ページ、２６５ペ

ージ上段の１１節需用費、電気料７９７万３，５６０円、１３節委託料で、処理施設運転

管理委託料１，４７８万５，２００円、１５節工事請負費で、処理施設維持補修工事６１

９万１，６４０円などでした。 

      続いて、２款１項の公債費は、支出済額９，２２１万８，１３２円、元金・利子の償還

金です。 

      ３款１項予備費の支出済額はゼロでした。 

      一番下の行へいきまして、歳出の総額は、支出済額１億６，４３２万１６５円、不用額

は５２０万１，８３５円でした。 

      以上で農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員の報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 



 - 36 -

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成３０年

８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された農業集落排水事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第５号は、産業建設常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１０ 認定第６号 平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳 

            出決算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１０、認定第６号 平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特

別会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第６号 平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事

業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでありま

す。 

      詳細につきましては会計課長に説明させますので、ご審議の上、認定くださいますよう

お願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 
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会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書の２６９ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入歳出総額は３５４万１，４９８円、歳出総額も同額の３

５４万１，４９８円ということで、歳入歳出差し引き額、実質収支額ともにゼロ円です。

前年度と比較しますと、歳入総額につきましては７万４，０００円の減、増減率では２．

０％の減でした。歳出総額につきましても７万４，０００円の減、２．０％の減でした。 

      続いて、２７０ページ、２７１ページをお願いいたします。 

      平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となってお

ります。 

      ２７２ページ、２７３ページは、その歳出となっております。 

      ２７４ページ、２７５ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２７６ページ、２７７ページの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項１目貸付事業収入、収入済額３４７万５，４９８円、１節貸付金元金回収金現

年度分、収入済額６７万７，１７２円、収入未済額１４万２，８０１円、収入未済の該当

件数は１件でした。２節貸付金元金回収金過年度分は、収入済額２３７万３，９１７円、

収入未済額９，５７７万４，１９５円、収入未済の該当件数は４１件でした。３節貸付金

利子回収金現年度分は、収入済額４万３，７１６円、収入未済額９９９円、収入未済の該

当件数は１件でした。４節貸付金利子回収金過年度分は、収入済額３８万６９３円、収入

未済額１，９１２万７，４９２円、収入未済の該当件数は４１件でした。不納欠損額はゼ

ロでした。 

      別冊の主要施策の成果説明書１８７ページから１９２ページまで、貸付金及び貸付金財

源等の年度別調書となっております。 

      １９３ページが貸付金元回収金・利子回収金の現年度分、過年度分の総括表となってお

ります。参考にご確認いただければと思います。 

      決算書２７６ページ、２７７ページに戻りまして、２款１項県補助金は、収入済額６万

６，０００円でした。 

      一番下の行へいきまして、歳入合計は、収入済額３５４万１，４９８円、収入未済額１

億１，５０４万５，４８７円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      決算書の２７８ページ、２７９ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２８０ページ、２８１ページの事項別明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款１項総務管理費は、支出済額８万８，５８４円でした。 

      続いて、２款１項の公債費は、支出済額６２万９，６５０円、元金・利子の償還金です。 

      ３款１項繰出金は、一般会計への繰出金で、支出済額２８２万３，２６４円でした。 
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      ４款１項予備費の支出済額はゼロでした。 

      一番下の行へいきまして、歳出の総額は、支出済額３５４万１，４９８円、不用額は３

９万９，５０２円でした。 

      以上で住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成

３０年８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたし

ます。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された住宅新築資金等貸付事業特

別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝

票及び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結

果、計数的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お

手元の資料をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第６号は、総務常任委員会に付託します。 

      ここで昼食休憩とします。再開を１時といたします。 

          午前１１時５５分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後 １時００分再開 

議  長（馬場周二君） 昼食休憩に続き、会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１１ 認定第７号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

議  長（馬場周二君） 日程第１１、認定第７号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入
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歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第７号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定についての提

案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計

歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      詳細につきましては会計課長に説明させますので、ご審議の上、認定くださいますよう

お願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書の２８５ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１３億６，９０１万７，３５３円、歳出総額は１

３億３，１９７万８，５５３円、歳入歳出差し引き額は３，７０３万８，８００円、実質

収支額も同額の３，７０３万８，８００円です。前年度と比較しますと、歳入総額につき

ましては１，６４５万６，７９５円の増、増減率では１．２％の増でした。歳出総額につ

きましては、４２２万５，７６５円の増、０．４％の増でした。 

      次に、２８６ページ、２８７ページをお願いいたします。 

      平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２８８ページ、２８９ページは、その歳出となっております。 

      ２９０ページ、２９１ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２９２ページ、２９３ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      まず、１款１項介護保険料は、収入済額３億３，９９６万６，１００円、不納欠損額１

７０万５，８００円、収入未済額３９５万３，９００円でした。不納欠損の該当者は５３

人、収入未済の該当者は１１４人でした。１目第１号被保険者保険料１節現年度分特別徴

収保険料、収入済額３億１，４１４万８，７００円、収入未済額のマイナス３１万９，０

００円は、死亡等による払い戻し分です。２節現年度分普通徴収保険料は、収入済額２，

５４９万４，０００円、３節滞納繰越分普通徴収保険料は、収入済額３２万３，４００円

でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書１９６ページ、こちらに年度ごとの第１号被保険者数、徴

収額等を記載しておりますので、参考にご確認いただければと思います。 
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      決算書２９２ページ、２９３ページに戻りまして、中段の２款国庫支出金１項国庫負担

金、収入済額２億３，２１１万２，４８６円は、現年度分介護給付費負担金です。２項国

庫補助金は、収入済額５，２１１万２，３００円、内訳は、主に１目調整交付金で、収入

済額３，１２１万３，０００円、４目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合

事業）で８２５万３，０００円。 

      決算書の２９４ページ、２９５ページに移りまして、上段で５目地域支援事業交付金

（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）で１，１４５万４，３００円な

どでした。 

      中段で３款１項支払基金交付金は、収入済額３億４，８６２万７，３０４円でした。 

      続いて、４款県支出金１項県負担金、収入済額１億７，６５５万４，５２９円は、現年

度分介護給付費負担金です。 

      ２項県補助金は、収入済額８２９万９，２９５円、内訳は、決算書２９６ページ、２９

７ページで３目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）で３８３万９，

６４８円、４目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事

業）で４４５万９，６４７円などでした。 

      次に、６款１項一般会計繰入金は、収入済額１億８，３３０万２，１００円、内訳は、

主に１目介護給付費繰入金１億５，２６８万２，２５３円、４目地域支援事業繰入金（介

護予防・日常生活支援総合事業）で３８３万９，６４８円。 

      決算書２９８ページ、２９９ページに移りまして、５目地域支援事業繰入金（介護予

防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）で４４５万９，６４７円、６目低所得者

保険料軽減繰入金で１７１万７，２００円、７目その他一般会計繰入金で一般事務費繰入

金２，０６０万３，３５２円などでした。 

      続いて、７款１項繰越金は、前年度からの繰越金で２，５８０万７，７７０円。 

      ８款諸収入は、収入済額２２３万４，０４７円で、内訳は、２項１目雑入３６万７，５

８６円、主に渋川地域介護認定審査会精算金などの雑入です。２目第三者納付金は、収入

済額１８６万６，４６１円でした。 

      一番下の行へいきまして、歳入合計は、収入済額１３億６，９０１万７，３５３円、不

納欠損額１７０万５，８００円、収入未済額３９５万３，９００円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      決算書３００ページ、３０１ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ３０２ページ、３０３ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款総務費は、支出済額２，１７６万９，８９９円、内訳は１項総務管理費、支

出済額２６０万６，４９０円、中段の２項徴収費は、支出済額７２万７，５２９円、３項
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介護認定審査会費は、支出済額１，４５４万６，３００円でした。 

      ３０４ページ、３０５ページに移りまして、上段で５項計画策定委員会費は、支出済額

３７３万１，２００円でした。 

      続いて、２款保険給付費、支出済額１２億２，１４６万６，０９２円、内訳は、１項１

目の居宅介護サービス給付費が支出済額５億３，５９１万７，３０４円、３目地域密着型

介護サービス給付費が１億３，５７２万１，８５１円、５目施設サービス給付費が４億１，

２６７万５，１６２円。 

      決算書３０６ページ、３０７ページに移りまして、７目居宅介護福祉用具購入費６９万

７，０１３円、８目居宅介護住宅改修費３２４万５，２６６円、９目居宅介護サービス計

画給付費５，２５４万５，３０９円。 

      ２項１目介護予防サービス給付費が１，６４４万９，１３０円などでした。 

      決算書３０８ページ、３０９ページに移りまして、５目の介護予防福祉用具購入費、支

出済額１５万９，７２１円、６目介護予防住宅改修費１１２万９，５２９円、７目介護予

防サービス計画給付費３１９万４，３８０円。 

      ３項その他諸費１目審査支払手数料、支出済額９６万３，５９２円。 

      決算書３１０ページ、３１１ページに移りまして、上段で４項１目高額介護サービス費、

支出済額２，１００万７，７９６円。 

      ５項１目高額医療合算介護サービス費、支出済額２７６万４，３７５円。 

      ６項１目特定入所者介護サービス費、支出済額３，４９８万３，６３０円。 

      決算書３１２ページ、３１３ページに移りまして、中段よりやや下で、４款地域支援事

業費１項包括的支援事業・任意事業費、支出済額２，６２７万６，９４９円。 

      決算書３１４ページ、３１５ページに移りまして、２項介護予防・生活支援サービス事

業費、支出済額３，０２５万７，０２６円。 

      ３１６ページ、３１７ページに移りまして、中段よりやや上で５款１項償還金及び還付

金は、支出済額１，５４２万６，９３４円。 

      ５款２項繰出金は、一般会計繰出金で５２万１，４９３円でした。内容は、渋川市、吉

岡町、榛東村で構成する介護認定審査会の平成２８年度の精算と平成２８年度地域支援事

業精算金による戻入れがあったための繰り出しです。 

      ７款１項基金積立金は１，５８０万円でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書１９７ページ中段をごらんください。 

      ３、給付状況として、（１）居宅介護（介護予防）サービス受給者数、（２）施設介護

サービス受給者数を記載しております。 

      主要施策の成果説明書１９８ページにいきまして、（３）地域密着型（介護予防）サー
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ビス受給者数、（４）予防給付費と介護給付費等の給付比率、（５）要介護者の給付内容

と給付費、１９９ページにいきまして、（６）要支援者の給付内容と給付費が一覧となっ

ておりますので、参考にご確認いただけたらばと思います。 

      決算書３１６ページ、３１７ページに戻っていただきまして、一番下の行へいきまして、

歳出の総額は、支出済額１３億３，１９７万８，５５３円、不用額は５，４９２万６，４

４７円でした。 

      以上で介護保険事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成３０年８月

９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された介護保険事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料を

ごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第７号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１２ 認定第８号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決 

            算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１２、認定第８号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 
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              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第８号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      詳細につきましては会計課長をして説明させますので、ご審議の上、認定くださいます

ようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書の３２１ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１億７，９３７万２，３２３円、歳出総額は１億

７，６０５万３，２２３円、歳入歳出差し引き額は３３１万９，１００円、実質収支額も

同額の３３１万９，１００円です。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては、

１，２５９万４，３２２円の増、増減率では７．６％の増でした。歳出総額につきまして

は、１，２５４万２２２円の増、７．７％の増でした。 

      次に、３２２ページ、３２３ページをお願いいたします。 

      平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっておりま

す。３２４ページ、３２５ページはその歳出となっております。 

      ３２６ページ、３２７ページは歳入歳出事項別明細書、総括の歳入です。 

      ３２８ページ、３２９ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項後期高齢者医療保険料は、収入済額１億２，６４７万８，７００円、不納欠損

額１０万６，１００円、収入未済額１１万２，３００円でした。不納欠損の該当者は２人、

収入未済の該当者は１６人でした。１款１項後期高齢者医療保険料の内訳は、１目特別徴

収保険料１節現年度分特別徴収保険料が収入済額８，１１２万７，８００円、収入未済額

のマイナス９万２，６００円は死亡等による払い戻し分です。２目普通徴収保険料１節現

年度分普通徴収保険料は、収入済額４，４７５万２，４００円、２節滞納繰越分普通徴収

保険料は、収入済額５９万８，５００円でした。 

      ２款繰入金１項一般会計繰入金は、収入済額４，２４３万３，１０４円で、内訳は、１

目事務費繰入金９７３万３，８７３円、２目保険基盤安定繰入金３，２６９万９，２３１

円でした。 

      続いて、３款１項繰越金は、収入済額３２６万５，０００円、前年度からの繰越金です。 

      続いて、４款諸収入、一番下の行で２項償還金及び還付加算金は、収入済額７５万８，
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２００円でした。 

      続いて、決算書３３０ページ、３３１ページに移りまして、４項受託事業収入、収入済

額５４６万９，６４６円、後期高齢者医療広域連合受託事業収入です。 

      続いて、５項雑入は、１目から４目まではゼロ、５目人間ドック補助金、収入済額５２

万円、該当者は２６人でした。６目雑入、収入済額４４万２，０７３円、広域連合負担金

の返還金です。 

      一番下の行にいきまして、歳入合計は、収入済額１億７，９３７万２，３２３円、不納

欠損額１０万６，１００円、収入未済額１１万２，３００円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      ３３２ページ、３３３ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ３３４ページ、３３５ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款総務費は、支出済額８５２万４，７４４円、内訳は、１項総務管理費、支出

済額８１５万６，３１２円、主なものは、１３節委託料で、支出済額７３０万１，３２６

円でした。 

      ２項徴収費は、支出済額３６万８，４３２円でした。 

      続いて、２款１項後期高齢者医療広域連合納付金は、１億６，６３２万８，２０６円、

内訳は、広域連合事務費等負担金７１９万８，７７５円、保険料等負担金１億２，６４３

万２００円、保険基盤安定負担金３，２６９万９，２３１円でした。 

      続いて、３款諸支出金１項償還金及び還付加算金は、支出済額７５万８，２００円でし

た。 

      次に、決算書３３６ページ、３３７ページに移りまして、２項繰出金１目一般会計繰出

金は、支出済額４４万２，０７３円。 

      ４款予備費は、支出済額ゼロでした。 

      一番下の行へいきまして、歳出の総額は、支出済額１億７，６０５万３，２２３円、不

用額は４４２万８，７７７円でした。 

      以上で後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成３０
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年８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された後期高齢者医療事業特別会

計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及

び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計

数的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の

資料をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第８号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１３ 認定第９号 平成２９年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定に 

            ついて 

議  長（馬場周二君） 日程第１３、認定第９号 平成２９年度吉岡町水道事業会計利益の処分及

び決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第９号 平成２９年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定についての提案

理由を申し上げます。 

      平成２９年度吉岡町水道事業損益計算書では、経営活動において生じた利益１，８５１

万３，０４４円を議会の承認を得て利益剰余金・建設改良積立金に積み立てを行う処分案

となります。 

      続いて、平成２９年度水道事業決算報告になりますが、収益的収入及び支出においては、

収入決算額では４億２，４４７万７，２５８円、予算額に対して３５３万２５８円の追加

となりました。支出決算額では３億９，８４３万７，２７９円、予算額に対して３８８万

６，７２１円の不用額となります。 

      次に、収益的収入及び支出ですが、資本的収入決算額９，２９７万９，６００円に対し

て資本的支出決算額２億４，７２４万１，４３５円となりました。 

      資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億５，４２６万１，８３５円につい
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ては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と過年度分損益勘定留保資金で補

塡させていただきました。 

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決並びに認定く

ださいますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をさせていただきます。 

      決算書３４２ページ、３４３ページをお願いいたします。 

      初めに、平成２９年度吉岡町水道事業決算報告書より説明いたします。 

      なお、この決算報告につきましては、消費税込みの数値となっております。 

      １の資本的収入及び支出ですが、水道事業の経営活動に伴い発生する収入・支出につい

て報告をするものでございます。 

      収入、第１款水道事業収益、決算額４億２，４４７万７，２５８円、前年度決算に比較

し１００．１１％、４７万３，３３５円の増、内訳ですが、第１項営業収益３億８，６４

５万５，０２５円、事業の柱でございます水道使用料や新規加入金、手数料などの収益と

なっております。 

      第２項営業外収益３，８０２万２，２３３円、下水道室からの検針負担金や長期前受金

戻入が計上されております。 

      第３項特別利益、決算額ゼロ。 

      次に、支出となります。 

      第１款水道事業費用３億９，８４３万７，２７９円、前年比９８．５２％、５９９万４，

３９４円の減、内訳となりますが、第１項営業費用３億６，２８７万８，６４２円、配水

給水や総掛かりといった営業管理費のほか、減価償却費なども含まれております。 

      第２項営業外費用３，５５５万８，６３７円、企業債償還利子などとなっております。 

      第３項特別損失、決算額ゼロ。 

      第４項予備費、決算額ゼロでございます。 

      次に、３４４、３４５ページをお願いいたします。 

      ２の資本的収入及び支出ですが、水道事業を安定かつ継続的に進めるために実施をいた

しました施設整備などに関する収支報告となります。 

      収入、第１款資本的収入９，２９７万９，６００円、内訳、第１項出資金３，０００万

円、町からの出資金で、経営基盤を強化する目的で一般会計から繰り入れをしていただい

たものでございます。 

      第２項工事費１，８６８万１，６００円、一般会計からの消火栓設置負担金や駒寄スマ
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ートＩＣ拡張に伴います移設補償工事費となっております。 

      第３項補助金４，４２９万８，０００円、防衛省所管の国庫補助金で、老朽管更新事業

の平成２９年度分の補助金となっております。 

      続いて、支出となります。 

      第１款資本的支出２億４，７２４万１，４３５円、前年比１１０．７８％、２，４０６

万７，２０１円の増となります。内訳ですが、第１項建設改良費１億６，９７６万２９４

円、第２項企業債償還金７，７４８万１，１４１円、こちらにつきましては、返済計画に

基づく企業債の償還となります。 

      欄外になりますが、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億５，４２６万１，８

３５円については、２つの補塡財源により補塡をさせていただいております。 

      次に、３４６ページ、３４７ページをごらんください。 

      水道事業損益計算書になります。損益計算書は、水道事業１年間の経営活動、経営成績

を示すものとなっております。なお、これより財務諸表になりますが、数値につきまして

は、消費税抜きの額となります。 

      １の営業収益は、（１）の給水収益と（２）その他営業収益を足した額３億５，７９３

万８，７１１円。 

      ２の営業費用につきましては、（１）の配水及び給水費から（５）その他営業費用を足

した額３億５，００３万１０７円、営業利益は、営業収益から営業費用を差し引いた額７

９０万８，６０４円となっております。 

      ３の営業外収益は（１）の長期前受金戻入と（２）雑収益を足した額３，７８３万７，

７７７円となっております。 

      ４の営業外費用は、（１）支払い利息の額２，７２３万３，３３７円。営業外収益から

営業外費用を差し引いた額１，０６０万４，４４０円が営業外収支となり、経常利益につ

きましては、営業利益の７０９万８，６０４円と営業外収支の１，０６０万４，４４０円

を足した額、合計１，８５１万３，０４４円となり、当期の損益については、経常利益１，

８５１万３，０４４円が当年度の純利益、結果黒字となっております。 

      その下の段ですが、前年度繰越利益剰余金は該当がなく、当年度未処分利益剰余金は、

当年度純利益の１，８５１万３，０４４円となります。 

      続いて、３４８、３４９ページをお願いいたします。 

      平成２９年度の水道事業剰余金計算書になっております。表の左、資本金になりますが、

全て自己資本金になっております。資本金の当年度の変動額につきましては、町からの出

資金３，０００万円の増となっております。 

      次に、剰余金ですが、剰余金には、「資本剰余金」と「利益剰余金」があります。資本
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剰余金につきましては、増減がなし。 

      続いて、利益剰余金ですが、利益処分により、それぞれの区分で積み立てをさせていた

だいております。 

      建設改良積立金につきましては、前年度、平成２８年度に生じた純利益１，１７２万３，

０２６円を積み立て処分したことにより、当年度末残高は６，４９９万１，８５１円とな

っております。 

      次に、未処分利益剰余金の残高は、先ほどの損益計算書で説明をさせていただきました

平成２９年度末時点の未処分の利益剰余金で、１，８５１万３，０４４円。 

      利益剰余金の合計では、当年度末純利益が増加し、当年度末残高は７億６，３０３万５，

８１１円となっております。 

      表の右、中段の資本合計の当年度末残高、こちらにつきましては、４，８５１万３，０

４４円増、１７億６，８９８万７，９９３円となっております。 

      続いて、下の表をごらんください。剰余金の処分計算書（案）となっております。地方

公営企業法第３２条第２項の規定により、議会の議決により剰余金の処分をお願いする内

容となっております。 

      ３４９ページ、表の下、右にあります未処分利益剰余金、当年度末残高１，８５１万３，

０４４円全額を建設改良積立金に議決処分していただき、建設改良積立金の処理後残高を

８，３５０万４，８９５円に増額し、未処分利益剰余金の繰越残高をゼロにしたいという

ものでございます。よろしくお願いいたします。 

      次に、３５０、３５１ページをお願いいたします。 

      平成２９年度の貸借対照表です。表は、「資産の部」「負債の部」「資本の部」に分か

れております。 

      ３５０ページ、「資本の部」では、１の固定資産は（１）の有形固定資産で、合計額が

３６億６，９４３万７６０円。 

      ２の流動資産については、現金や比較的短期間のうちに回収されます債権、売却によっ

て現金にかえることができる資産で、（１）の現金預金から（３）の貯蔵品の合計４億

６，１２１万３，６０２円。 

      資産の合計については、１の固定資産と２の流動資産を合わせた、合計４１億３，０６

４万４，３６２円となっております。 

      ３５１ページをお願いいたします。 

      負債の部についてですが、３、固定負債は、平成３１年度以降に償還期限が到来します

企業債元金の償還金残高となっております。 

      ４の流動負債は、（１）企業債から（５）引当金の合計で、２億４，６４２万７，１３
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０円。 

      ５の繰延収益は、（１）の長期前受金と（２）長期前受金収益化累計額の差し引きとな

ります１０億４，４２４万９０８円。 

      負債の合計については、３の固定負債、４の流動負債、５の繰延収益の合計２３億６，

１６５万６，３６９円となっております。 

      続いて、資本の部ですが、６の資本金は１０億５９５万２，１８２円、７の剰余金は、

（１）の利益剰余金で、事業活動においてこれまでに生み出した利益の積立額となってお

りますが、イの減債積立金からニの当年度末処分利益剰余金の合計額７億６，３０３万５，

８１１円。 

      資本の合計は、６の資本金、７の剰余金を足した１７億６，８９８万７，９９３円。 

      負債の部、資本を足した合計４１億３，０６４万４，３６２円となり、右側の３５０ペ

ージの資産合計と同額となっております。 

      ３５２ページからは決算附属資料の水道事業報告書でございますが、水道事業の事業概

況で総括や予算等の議決事項、３５３ページ、３５４ページでは建設工事の実施概況を報

告しております。 

      建設工事については、防衛補助による老朽管の布設がえ工事で、１０工事を実施してお

ります。総額につきましては、１億１，１８３万４，０００円となっております。 

      ３５５ページをごらんください。 

      こちらには業務量を記しておりますが、当年度における年度末給水人口が２万１，１４

２人、年度末の給水戸数が７，８６３戸、年間配水量が３０６万７，１３８立方メートル、

年間の有収水量については２４６万２，４６０立方メートル、いずれも前年を上回る状況

となっております。 

      ３５７ページをごらんください。 

      水道事業キャッシュ・フロー計算書について説明をさせていただきます。キャッシュ・

フロー計算書ですが、事業活動により、平成２９年度においてどれだけの資金が増減した

かを示す計算書となっております。 

      １の業務活動によるキャッシュ・フローですが、損益計算書の当年度純利益から始まり、

業務活動により１億３，８９７万４，３４９円の資金がふえた結果となっております。 

      ２の投資活動によるキャッシュ・フローでは９，６１９万２，０９４円の資金が減少。 

      ３の財務活動によるキャッシュ・フローでは、４，７４８万１，１４１円の資金が減少

しております。 

      平成２９年度においては、１の業務活動、２の投資活動、３の財務活動による差し引き

合計で４６９万８，８８６円の資金が減少した結果となっております。 
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      以上、認定９号の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２９年度吉岡町水道事業会計決算につきまして、平成３０年８月９日、監査委員柴

﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された水道事業会計の決算報告

書について、予算額及び収益的収支、資本的収支並びに日計伝票、歳入歳出伝票、振替伝

票により出納書類を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的には

正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご

らんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第９号は、産業建設常任委員会に付託します。 

      本日の日程のうち、以上をもって平成２９年度決算認定に関する議題が終了いたしまし

た。 

      落合代表監査委員には、監査報告お疲れさまでございました。ありがとうございました。 

      暫時休憩いたします。 

          午後１時４２分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後１時４３分再開 

議  長（馬場周二君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１４ 議案第４０号 平成３０年度吉岡町一般会計補正予算（第２号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１４、議案第４０号 平成３０年度吉岡町一般会計補正予算（第２

号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 
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              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第４０号 平成３０年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）について提案理由の説

明を申し上げます。 

      本補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８，６４８万１，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７５億２，６７４万１，０００円とするも

のであります。 

      今回の補正の主な款別の増減額を申し上げますと、まず、歳入では９款地方特例交付金

において１，３９６万１，０００円の増、１０款地方交付税において３，０２８万５，０

００円の増、１４款国庫支出金において１，１２１万９，０００円の増、１８款繰入金に

おいて５，４４８万４，０００円の増、１９款繰越金において１，５７２万２，０００円

の増、２１款町債において６，０４０万円の増などとなります。 

      次に、歳出ですが、２款総務費において２，０７６万４，０００円の増、３款民生費に

おいて３，４１１万７，０００円の増、８款土木費において４，０２８万３，０００円の

増、１０款教育費において９，１９０万３，０００円の増となります。 

      なお、今回の補正により財政調整基金からの繰り入れは７億５，９６０万１，０００円

となり、財政調整基金の残高見込み額は、予算ベースで１６億４，６３１万４，０００円

となっております。 

      詳細につきましては財務課長をして説明させますので、ご審議の上、可決いただきます

ようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 髙 財務課長。 

              〔財務課長 髙 淳巳君発言〕 

財務課長（髙 淳巳君） それでは、議案第４０号 平成３０年度吉岡町一般会計補正予算（第２

号）の議案書、表紙１ページをごらんください。 

      第１条第１項の歳入歳出予算の補正額につきましては、ただいま町長が提案理由の中で

申し上げたとおりでございます。 

      第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表・歳入歳出予算補正」によるということで、これにつきまして

は、２ページから６ページまでに記載されており、説明につきましては、後ほど補正の款

項の区分等を含めて事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      次に、第２条 地方債の追加及び変更は、第２表・地方債補正によることとなっており、

これにつきましては、７ページをごらんいただきたいと思います。 

      まず、追加といたしまして、学校教育施設等整備事業債ですが、こちらは駒小体育館の
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用地取得に対するものが２，１６０万円、吉中校舎増築関連の駐輪場など、移設工事に対

するものが２，９８０万円でございます。 

      また、変更といたしまして、臨時財政対策債ですが、こちらは臨時財政対策債の発行可

能額の確定によるもので、補正前の限度額２億６，５００万円に７５０万円を追加し、２

億７，２５０万円とするものです。 

      次に、緊急防災・減災事業債（南下城山防災公園整備事業）ですが、これは起債対象事

業費の増額によるもので、補正前の限度額１億２，２００万円に１２０万円を追加し、１

億２，３２０万円となります。 

      次に、公共施設等適正管理推進事業債（町営住宅下野田団地解体事業）ですが、こちら

も起債対象事業費の増額によるもので、補正前の限度額７２０万円に１００万円を追加し、

８２０万円とするものです。 

      同じく、公共施設等適正管理推進事業債の町民プール解体事業ですが、こちらは、起債

対象事業費の減額によるもので、補正前の限度額８６０万円から７０万円を減額し、７９

０万円とするものです。 

      次に、１１ページをごらんください。 

      ここから主な補正内容につきましては、事項別明細書により説明させていただきます。 

      まず歳入、９款１項１目１節地方特例交付金ですが、減収補てん特例交付金の交付決定

に伴い、１，３９６万１，０００円の増となります。 

      次に、１０款１項１目地方交付税１節普通交付税は、普通交付税の算定の結果、額が確

定したことによるもので、３，０２８万５，０００円の増となります。 

      次に、１４款国庫支出金２項国庫補助金２目民生費国庫補助金３節児童福祉費国庫補助

金で、保育所等整備交付金６１９万５，０００円の増となります。こちらは、補助基準額

の増によるものです。 

      次に、１３ページ下段をごらんください。 

      １８款繰入金２項基金繰入金１目１節財政調整基金繰入金は、３，９４８万３，０００

円の増額です。これにより、補正後の財政調整基金からの繰り入れは７億５，９６０万１，

０００円となり、財政調整基金の残高見込み額は、先ほど町長の説明にもありましたとお

り、予算額ベースで１６億４，６３１万４，０００円となります。 

      次の２目１節渇水対策施設維持管理基金繰入金は９７６万８，０００円の増額です。こ

ちらは、歳出の増に伴うものです。 

      同じく、３目１節教育文化振興基金繰入金は５００万円の増額です。こちらは、歳出の

八幡山グラウンド仮設広場整備工事に充当するものであります。 

      次に、１４ページ中段をごらんください。 
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      １９款１項１目１節繰越金ですが、平成２９年度決算剰余金の確定により、１，５７２

万２，０００円の増となります。 

      そして、歳入の最後となりますが、１５ページ、町債につきましては、先ほど地方債の

補正にて説明させていただきましたので、省略させていただきます。 

      次に、歳出の主な補正内容につきましてご説明いたします。 

      なお、給料、職員手当等、共済組合負担金、退職手当組合負担金は、全款を通じて人事

異動等による増減となっておりますので、個別の説明は省略させていただきます。 

      それでは、１７ページ下段をごらんください。 

      ２款総務費１項総務管理費９目基金費２５節積立金７８６万２，０００円の増ですが、

こちらは、平成２９年度の決算により実質収支が確定したことによる積立金の増となりま

す。 

      次に、２１ページ中段をごらんください。 

      ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費２３節償還金、利子及び割引料で、経済

対策臨時福祉給付金返還金５３１万９，０００円の増となります。こちらは、平成２９年

度の事業の精算に伴うものとなります。次に、６目障害者福祉費２３節償還金、利子及び

割引料で、返納金２，０７０万４，０００円の増となります。こちらも平成２９年度の事

業の精算に伴うものとなります。 

      次に、２２ページ下段をごらんください。 

      ３款民生費２項児童福祉費３目児童保育費１９節負担金、補助及び交付金で、私立保育

所等施設整備補助金６９７万円の増となります。こちらは、第３保育園の新築事業に関す

るもので、補助基準額の増に伴うものです。 

      次に、２５ページ中段をごらんください。 

      ６款農林水産業費１項農業費７目渇水対策施設維持管理費１８節備品購入費で８３２万

８，０００円の増となります。こちらは、小倉揚水機場の揚水ポンプが故障したことによ

り、新たに購入するものとなります。 

      次に、２７ページ下段をごらんください。 

      ８款土木費２項道路橋梁費２目道路維持費１５節工事請負費で、道路維持補修工事（単

独）６３０万円の増です。こちらは、町内の道路や側溝など、緊急補修工事の増によるも

のです。 

      次に、２８ページ上段をごらんください。 

      ８款土木費２項道路橋梁費３目道路新設改良費１３節委託料で、道路改良測量設計委託

料（単独）１，６２０万円と増となります。こちらは駒寄スマートＩＣの東側、町道２路

線の道路改良に伴う測量設計委託料です。 
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      次に、２９ページ上段をごらんください。 

      ８款土木費４項都市計画費１目都市計画総務費１３節委託料４９０万円の増となります。

内容といたしましては、こちらも駒寄スマートＩＣ東側へのバスターミナル概略検討のた

めの業務委託料となっております。 

      次に、３０ページ中段をごらんください。 

      １０款教育費１項教育総務費２目事務局費１８節備品購入費７６９万１，０００円の増

です。現在スクールバスは２台で運用しておりますが、そのうちの老朽化の著しい１台を

更新するものでございます。 

      次に、３１ページをごらんください。 

      １０款教育費２項小学校費３目学校建設費２２節補償、補填及び賠償金１，０００万円

の増です。こちらは、駒小体育館改築事業に伴う補償物件の解体費の増などによるもので

す。 

      次に、１０款教育費３項中学校費３目学校建設費１５節工事請負費４，９６７万円の増

です。まず、校舎増築関連移設工事の３，９８５万２，０００円ですが、こちらは、吉中

の校舎増築工事に伴う駐輪場、体育器具庫、部室の移設工事費です。もう一つ緊急対策工

事の９８１万８，０００円につきましては、ブロック塀の撤去及びフェンス等の設置工事

のためです。 

      次に、３４ページ中段をごらんください。 

      １０款教育費５項保健体育費１目保健体育総務費１５節工事請負費２８８万５，０００

円の増となります。こちらの内容につきましては、町民プール解体工事が入札の結果によ

り９９３万６，０００円の減額、また、新規事業といたしまして、八幡山グラウンドの南

側、町有地に仮設広場を整備するための工事費といたしまして１，２００万円の増額など

でございます。 

      ここまでが歳入歳出補正予算の主な増減内容となります。 

      また、３６ページから３８ページまでは、給与費明細書となっております。 

      最終の３９ページは、地方債の平成２８年度末及び平成２９年度末における現在高並び

に平成３０年度末における現在高の見込みに関する調書です。今回の補正予算で臨時財政

対策債など、起債の借り入れ限度額を変更いたしましたので、本調書を添付させていただ

きました。 

      また、参考資料といたしまして、本補正予算の説明資料となりますが、Ａ４判で１８ペ

ージの別冊を添付させていただきました。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 
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      これより質疑に入ります。質疑ありますか。 

      五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４ 番（五十嵐善一君） ４番五十嵐です。ただいまのご説明の中で、ページで言いますと３４ペー

ジになるんですけれども、１０款教育費５項保健体育費１目保健体育総務費の中で１５節

工事請負費、ここに八幡山グラウンド仮設広場整備工事１，２００万円が計上されておる

んですが、これはどのような利用目的にこの仮設広場を整備するのかということと、今そ

の整備の必要性がどうしてあるのか、その辺の根拠。 

      それから、いずれこれは八幡山グラウンドの全体的な整備になると思うんですけれども、

その全体的な整備計画の中の一端でこれやるのか、それとも全体的な整備になるときに、

この仮設広場はまた壊してしまうのか、その辺についてちょっとお答え願えますか。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） この八幡山グラウンド仮設広場整備工事について、ちょっとご

説明させていただきます。 

      この主要事業のほうにも書かせていただいたんですが、八幡山グラウンドの拡張事業用

地として買収済みの町有地の有効活用を図るため、現八幡山グラウンドの南側、ちょうど

今駐車場が一部あると思うんですが、その南の部分を含めまして、道路までの範囲の中で

仮設広場を整備する予定でございます。 

      この今どうしてというお話なんですが、この近年県内でもありましたが、学校の校庭の

中でいろいろ事故が起こったりという話が聞こえてきております。吉岡町におきましても

吉岡中学校の校庭で野球部、それからソフトボール部の同時利用ということで、以前から

危険性が心配されておりました。そういった部分もありまして、ソフトボール部の練習場

にも使えるような仮設広場が整備できないかという形でございます。 

      大もと、メーンの目的としましては、町有地の有効利用ということになります。 

      そして、今後のイメージの部分なんですが、あくまでもこれは八幡山グラウンドの拡張

事業の範囲内でございます。ただ、今後以前に一般質問でも答弁させていただいたかと思

うんですが、今後町として大きな事業が立て込んでおりまして、今後近い将来ということ

で、このグラウンドの仮設広場の整備が進むということはちょっと難しいかなと考えてお

りまして、ただ、そういった有効利用ということもありますので、現在の用地を上を少し

カットしまして、少し下げて、できるだけ今のグラウンドに近いレベルに合わせながら、

そこをソフトボール等の練習場として活用できないかという形で、今準備を進めていると

ころでございます。 
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議  長（馬場周二君） ほかにございませんか。 

      飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） ２９ページの上のバスターミナル概略検討業務という委託料があります。

ちょっと説明をお願いしたいんですが。 

議  長（馬場周二君） 石田産業建設課長。 

              〔産業建設課長 石田哲保君発言〕 

産業建設課長（石田哲保君） こちらのバスターミナル概略検討業務につきましては、先ほど説明が

ありましたように、駒寄インターの東側で、今商業誘致エリアということで進めておりま

すけれども、そこに高速バス等の発着を誘致を検討しておりまして、それの基礎的資料に

するために補正で上げさせていただきました。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） ほかにありますか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４０号は、総務常任委員会に付託します。 

      ここで休憩をとります。２時２５分といたします。 

          午後２時０３分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後２時２５分再開 

議  長（馬場周二君） 休憩前に続き会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１５ 議案第４１号 平成３０年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１５、議案第４１号 平成３０年度吉岡町学校給食事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第４１号 平成３０年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）の提案理

由を申し上げます。 

      この補正につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２万７，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２，１５８万３，０００円とする
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ものであります。 

      補正の内容につきましては、平成２９年度決算の確定による繰越金の増額によるもので

ございます。 

      詳細につきましては教育委員会事務局長に説明させますので、よろしくご審議の上、可

決いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 議案４１号 平成３０年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予

算（第１号）の補足説明をいたします。 

      この補正の内容といたしましては、先ほどの町長の説明のとおり、平成２９年度決算が

確定いたしまして、実質収支額が３２万７，３９１円となりました。これを平成３０年度

の繰越金として歳入額を補正するものでございます。 

      補正予算書の２ページの「第１表」歳入をごらんいただきたいと思います。 

      第３款の繰越金の既決予算については、２０万円を見込んでおりましたが、決算額の確

定に伴いまして繰越金が３２万７，３９１円になったことから、１２万７，０００円の増

額をいたしまして、３２万７，３９１円に補正をお願いするものでございます。 

      歳出につきましても、歳入と同額の補正をお願いし、こちらは７ページになりますが、

１目学校給食費１６節原材料費の給食用食材料費を１２万７，０００円増額させていただ

くものでございます。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４１号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１６ 議案第４２号 平成３０年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第 

             １号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１６、議案第４２号 平成３０年度吉岡町公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 
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町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第４２号 平成３０年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

て提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，９４５万１，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ４億４，８０８万６，０００円としたいものであります。 

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、審議の上、可決いただきますよ

うお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明を申し上げます。 

      ２ページの第「第１表・歳入歳出予算補正」につきましては、事項別明細書にて説明を

し、その後、４ページ、「第２表・地方債補正」の説明をさせていただきます。 

      議案書７ページをごらんください。 

      歳入より説明をいたします。 

      歳入第３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道費国庫補助金、社会資本整備費総合交

付金１，１６０万円の減額。これは国交省所管の補助金となりますが、交付額の確定によ

る減額となります。 

      第５款繰入金３８５万１，０００円の追加。歳入歳出の相殺による追加補正となります。 

      第８款町債２，７２０万円の追加。第３款国庫補助金の減額及び区域拡大に伴います事

業費増額による財源措置として、公共下水道事業債の追加をお願いするものです。 

      続いて、主な歳出について説明いたします。８ページをごらんください。 

      歳出、第１款下水道費１項下水道費１目総務管理費７５５万４，０００円の追加。２節

給料から４節共済費及び１９節の負担金にかかわるものです。内容につきましては、全額

４月の人事異動に伴う給与等の追加補正となっております。３目建設費１，２２３万７，

０００円の追加。２節給料から４節共済費及び１９節負補交の減額につきましては、４月

の人事異動に伴う給与等人件費の減額となります。１３節委託料は、１１万８，０００円

の追加、国庫補助及び県費補助の管渠実施設計業務の単価等見直しによる補正となってお

ります。１５節工事請負費１，６３５万４，０００円の追加。内容は、補助事業分で、４

１７万２，０００円の追加、単独事業分で１，２１８万２，０００円の追加補正をお願い

するものです。 

      ９ページをごらんください。 

      第２款公債費１項公債費１目元金１７万円、２目利子３１万９，０００円。ともに確定

による補正となっております。 
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      歳出につきましては、以上でございます。 

      戻りまして、４ページをごらんください。 

      地方債の変更になりますが、「第２表・地方債補正」で起債の目的、公共下水道事業債

において事業費見込額の増額に伴い、起債の限度額を９，３３０万円を１億２，０５０万

円に変更をしたいものでございます。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４２号は、産業建設常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１７ 議案第４３号 平成３０年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１７、議案第４３号 平成３０年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第４３号 平成３０年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，３４５万３，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億２，４９２万１，０００円とするものであります。 

      補正内容につきましては、平成２９年度決算による繰越金の増額などが主なものでござ

います。 

      なお、詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、審議の上、可決いた

だきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 米沢健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 米沢弘幸君発言〕 

健康福祉課長（米沢弘幸君） それでは、吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算の主な説明をさ

せていただきます。 

      歳入歳出予算事項別明細書で説明をいたします。議案書の７ページをごらんください。 
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      歳入の部、第１款は県からの納付金額決定通知に基づき補正するもので、全体で２５０

万４，０００円の増額補正するものです。 

      次に、第８款の繰越金は、第１項第１目療養給付費交付金繰越金と第１項第２目のその

他繰越金は、平成２９年度決算が確定し、全体で２，０９４万９，０００円を繰越金とし

て増額補正するものです。 

      ８ページをごらんください。歳出の部に移ります。 

      第１款第１項第１目の一般管理費は、国保情報集約システム委託料の増とシステム改修

によるもので、１１０万１，０００円を増額補正をするものです。 

      第３款につきましては、先ほどの歳入と同様ですが、県からの納付金額決定通知に基づ

き補正するもので、第１項の医療給付費分は、１１３万４，０００円の増額補正し、第２

款の後期高齢者支援金分は４１万円の増額補正で、次ページをごらんいただきまして、同

じく第３項の介護納付金分につきましては、１４万１，０００円減額補正します。 

      第８款の諸支出金は、国庫金等の前年度の精算により償還するもので、全体で２，０９

４万９，０００円を増額補正し、返還するものです。 

      以上です。よろしくお願いします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４３号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１８ 議案第４４号 平成３０年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１８、議案第４４号 平成３０年度吉岡町農業集落排水事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第４４号 平成３０年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７１万６，０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億５，７７０万３，０００円としたいものであります。 



 - 61 -

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、審議の上、可決いただきますよ

うお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をいたします。 

      ２ページの「第１表・歳入歳出予算補正」につきましては、事項別明細書にて説明をさ

せていただきます。議案書の７ページをごらんください。 

      歳出になりますが、第１款農業集落排水事業費１項農業集落排水事業費１目総務管理費

８３万９，０００円の減額です。歳出の内訳、２節から１９節までの大半が４月の人事異

動に伴います人件費、給与費等の補正ですが、１９節負補交付、渋川広域ごみ運営費負担

金６万３，０００円の減額は、汚泥処理量の確定による補正となっております。第２目施

設管理費１１節需用費２７万円の増。集落配水処理施設３カ所におきまして、消防法に基

づく火災感知器や消火器の交換に伴う追加補正となっております。 

      第２款１項公債費１目公債費元金２３節償還金、利子及び割引料１０万円の減、２目公

債費利子２３節償還金、利子及び割引料４万７，０００円の減、ともに額の確定による減

額補正となります。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４４号は、産業建設常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１９ 議案第４５号 平成３０年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１９、議案第４５号 平成３０年度吉岡町介護保険事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第４５号 平成３０年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

提案理由を申し上げます。 
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      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，７１０万５，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億８，５４６万４，０００円とするものであります。 

      補正の内容につきましては、平成２９年度決算により繰越金の増額によるものなどが主

なものでございます。 

      なお、詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、審議の上、可決いた

だきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 米沢健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 米沢弘幸君発言〕 

健康福祉課長（米沢弘幸君） それでは、吉岡町介護保険特別会計補正予算の主な説明をさせていた

だきます。 

      議案書の歳入歳出予算事項別明細書で説明いたします。議案書の７ページをごらんくだ

さい。 

      第１款保険料、第２款第３目及び次のページ、８ページの第３款、第４款、９ページ、

第６款につきましては、歳出補正します事業の県、国、町の歳入分の負担割合の調整であ

ります。 

      続いて、ページを戻りまして、７ページにお戻りください。 

      第２款第１目及び第２目につきましては、第１目調整交付金の一部が第２目地域支援事

業交付金で交付されることとなったことによる歳入更正であります。 

      続いて、９ページ、第７款の繰越金は、平成２９年度決算が確定し、３，７０３万７，

０００円を繰越金として増額補正するものです。 

      続きまして、１０ページをお願いいたします。 

      歳出のほうに移らせていただきたいと思います。 

      第４款第１項第２目任意事業費につきましては、郵便料の不足が予想されることから、

１万８，０００円の増額補正となります。 

      次に、第２項第４目高額医療合算介護予防サービス費相当事業費につきましては、当初

見込みより支出が見込まれるため、５万円の増額補正です。 

      第５款第１項第１目の第１号被保険者保険料還付金は、前年度中に死亡または転出等に

より保険料を還付するもので、２４万円の増額補正です。 

      第２目の償還金及び第５款第２項繰出金につきましては、平成２９年度決算額が確定し

たことから、国、町への返還金であります。 

      第６款基金積立金も平成２９年度決算額が確定したことから、２，０６９万８，０００

円を基金に積み立ていたします。 

      以上です。よろしくお願いします。 
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議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４５号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２０ 議案第４６号 平成３０年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２０、議案第４６号 平成３０年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第４６号 平成３０年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３０８万６，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億８，７８３万５，０００円とするものであります。 

      補正の内容につきましては、平成２９年度決算による繰越金の増額が主なものでござい

ます。 

      なお、詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、審議の上、可決いた

だきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 米沢健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 米沢弘幸君発言〕 

健康福祉課長（米沢弘幸君） それでは、吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算の説明をさせ

ていただきます。 

      補正予算書の歳入歳出事項別明細書で説明いたします。議案書の６ページをごらんくだ

さい。 

      歳入の第４款繰越金は、平成２９年度決算が確定し、３０８万６，０００円を繰越金と

して増額補正するものです。 

      続きまして、７ページをごらんください。 

      歳出の第２款後期高齢者医療広域連合納付金は、歳入の繰越金の補正額３０８万６，０

００円をそのまま増額補正するものでございます。 
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      以上です。よろしくお願いします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４６号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２１ 議案第４７号 平成３０年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２１、議案第４７号 平成３０年度吉岡町水道事業会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 申し上げます。 

      議案第４７号 平成３０年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）について提案理由

を申し上げます。 

      収益的収入及び支出においては、支出で４７万円の減額補正を、また、資本的収入及び

支出においては、支出で３万５，０００円の追加補正をお願いするものであります。 

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、審議の上、可決いただきますよ

うお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をいたします。 

      議案書２ページ、水道事業会計補正予算実施計画書をごらんください。 

      収益的収入及び支出ですが、支出で第１款水道事業費用１項営業費用１目配水及び給水

費２万４，０００円の追加、２目総係費４９万４，０００円の減額、いずれも４月の人事

異動に伴う人件費の補正で、収益的支出において合計４７万円の減額補正をお願いするも

のです。 

      次に、資本的収入及び支出では、支出で第１款資本的支出１項建設改良費１目配水設備

工事費、人件費３万５，０００円の追加をお願いするものでございます。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４７号は、産業建設常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２２ 同意第２号 吉岡町教育委員会委員の任命について 

議  長（馬場周二君） 日程第２２、同意第２号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを議題と

します。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 提案申し上げます。 

      同意第２号 吉岡町教育委員会委員の任命について、吉岡町教育委員会の委員１名が９

月３０日をもって任期満了となるため、次の者を委員に任命したいので、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意をお願いするものであ

ります。 

      同意を求めたい委員候補者は、藤多ゆかり氏でございます。 

      生年月日及び住所は、議案書に記載のとおりであります。 

      藤多ゆかり氏は、現在は前橋市になっております粕川村で生まれ、粕川中学校から前橋

商業高校を卒業され、その後県内金融機関に就職し、３５年にわたって勤務されていま

す。結婚を機に吉岡町に住まわれてからは、地元での信頼も厚く、育児の傍ら、地元もみ

じ子供会の副会長や駒寄小学校ＰＴＡクラス役員、母子保健推進員、漆原西家庭婦人バレ

ーボール部長などを歴任されております。 

      藤多氏は、このように、地域活動にご熱心であることに加え、人格が高潔であるととも

に、働きながら４人の子供を持つ母親として教育にも熱心であります。 

      教育及び文化に関し、識見を有する方であり、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第５項の規定も満たしております。 

      何とぞ同意をいただきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      お諮りします。 

      ただいま議題となっております同意第２号は、吉岡町議会会議規則第３７条第３項の規
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定により、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、そのとおりに決します。 

      これより討論を行います。 

      討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      同意第２号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      よって、同意第２号は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２３ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

議  長（馬場周二君） 日程第２３、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とし

ます。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についての提案理由を申し上げます。 

      人権擁護委員の現行委員の任期満了に伴い、その補充の推薦を行うに当たり、あらかじ

め議会の意見を求めるものであります。 

      その候補者の氏名は、小林祐司さんであります。住所及び生年月日については、議案書

に記載のとおりであります。 

      地域から信頼され、人格見識高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のあ

る方であります。 

      よろしくお願いを申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 



 - 67 -

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      お諮りします。 

      ただいま議題となっております諮問第１号は、吉岡町議会会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、そのとおりに決します。 

      これより討論を行います。 

      討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを原案のとおり答申することに賛成の

方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      よって、諮問第１号は原案のとおり答申することに決定されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２４ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

議  長（馬場周二君） 日程第２４、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とし

ます。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についての提案理由を申し上げます。 

      人権擁護委員の現行委員の任期満了に伴い、その補充の推薦を行うに当たり、あらかじ

め議会の意見を求めるものであります。 

      その候補者の氏名は、中島信好さんであります。住所及び生年月日については、議案書

に記載のとおりであります。 

      地域から信頼され、人格見識も高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解あ

る方でございます。 

      よろしくお願い申し上げます。 
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議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      お諮りします。 

      ただいま議題となっております諮問第２号は、吉岡町議会会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、そのとおりに決します。 

      これより討論を行います。 

      討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてを原案のとおり答申することに賛成の

方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      よって、諮問第２号は原案のとおり答申することに決定されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２５ 議長報告 

議  長（馬場周二君） 日程第２５、議長報告。 

      この議長報告は、お手元に配付しておりますとおり、群馬県町村議会議長会会長仲澤太

郎氏により「群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書の提

出について（依頼）」を受理したものです。 

      本議題につきましては、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散  会 

議  長（馬場周二君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

      これにて散会します。 

      ご苦労さまでした。 

          午後２時５８分散会 
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    平成３０年第３回吉岡町議会定例会会議録第２号     

平成３０年９月７日（金曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第２号 

   平成３０年９月７日（金曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問（別紙一般質問表による） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１６人） 

  １番 富 岡 大 志 君    ２番 大 林 裕 子 君 

  ３番 金 谷 康 弘 君    ４番 五十嵐 善 一 君 

  ５番 柴 﨑 德一郎 君    ６番 竹 内 憲 明 君 

  ７番 髙 山 武 尚 君    ８番 村 越 哲 夫 君 

  ９番 坂 田 一 広 君   １０番 飯 島   衛 君 

 １１番 岩 﨑 信 幸 君   １２番 平 形   薫 君 

 １３番 山 畑 祐 男 君   １４番 小 池 春 雄 君 

 １５番 岸   祐 次 君   １６番 馬 場 周 二 君 

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 石 関   昭 君  副 町 長 堤   壽 登 君 

教 育 長 大 沢   清 君  総 務 政 策 課 長 髙 田 栄 二 君 

財 務 課 長 髙  淳 巳 君  町 民 生 活 課 長 福 島 良 一 君 

健 康 福 祉 課 長  米 沢 弘 幸 君  産 業 建 設 課 長  石 田 哲 保 君 

会 計 課 長 大 澤 弘 幸 君  上 下 水 道 課 長 笹 沢 邦 男 君 

教育委員会事務局長 小 林 康 弘 君    

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  中 島   繁     主      事  田 中 美 帆 
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開  議 

          午前９時３０分開議 

議  長（馬場周二君） おはようございます。 

      ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開

きます。 

      これよりお手元に配付してあります本日の議事日程（第２号）により会議を進めます。 

      一般質問の通告のあった４人の一般質問を行います。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 一般質問 

議  長（馬場周二君） 日程第１、一般質問を行います。 

      ４番五十嵐善一議員を指名します。五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君登壇〕 

４  番（五十嵐善一君） ４番五十嵐です。通告に従い、一般質問を行います。 

      まずは、先月１０日、群馬県の防災ヘリコプター「はるな」が中之条町地内の横手山付

近で墜落し、とうとい命を落とされた４名の県防災航空隊員と５名の吾妻広域消防本部職

員の方々に深く哀悼の意を表しますとともに、ご遺族並びに関係者の皆様に心からお悔や

みを申し上げます。 

      また、７月上旬の広島、岡山、愛媛県などを中心とする西日本豪雨により、とうとい命

を奪われてしまった数多くの方々とそのご遺族の皆様に対し、心よりご冥福とお悔やみを

申し上げます。あわせて被災された多くの方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

      さらに、強風による甚大な被害をもたらした台風２１号が去ったかと思ったら、昨日未

明には北海道胆振地方中東部を震源とする最大震度７の地震が発生し、災害大国日本をほ

うふつさせる事象が次から次へと発生し、改めて自然への畏敬の念に駆られているところ

であります。 

      さて、年金保険料記録が失われた「消えた年金問題」、海上自衛隊補給艦「とわだ」の

航海日誌の廃棄、薬害肝炎患者リストの放置など、相次ぐずさんな公文書管理への反省か

ら、当時の福田康夫首相が２００８年の施政方針演説で法制化を表明し、２００９年法律

第６６号として成立、２０１１年４月１日に施行された「公文書等の管理に関する法律」

では、公文書を国民共有の知的資源と位置づけ、政策決定の経緯を記録することで、行政

の透明性を高め、健全な民主主義を支える狙いがありました。 

      しかし、その後も東京電力福島第一原子力発電所事故では、原子力災害対策本部などが

議事録を作成していなかった問題のほか、近時では学校法人森友学園への国有地売却の経

緯に関する文書の廃棄や財務省による決裁文書の改ざん、加計学園の獣医学部新設問題に
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関する総理秘書官の言動、廃棄とされた南スーダン国連平和維持活動の日報が見つかった

問題など、同法施行後も省庁のずさんな公文書管理の実態が浮かび上がり、国民の知る権

利は妨げられ、国会も虚偽の資料や答弁で機能不全に陥るなど、行政監視の基盤が実は危

機に瀕していたことが明らかにされたところであります。 

      しかし、日常業務の中で公文書が適正に管理されているかどうかを、現状では外部から

チェックすることはできず、全ては公務員自身の自覚にかかっているところでもあります。 

      中央省庁のみならず、地方自治体においても、公文書の重みを公務員が理解せず、公文

書管理に無関心であるがゆえに、公文書を粗雑に扱い、ずさんな管理の結果として、今さ

まざまな問題が発覚しております。 

      そこで、改めて吉岡町における公文書の保存・管理に関して、５項目の観点から町長に

お伺いいたします。 

      まず、１つ目は文書の整理及び保存の現状についてであります。 

      吉岡町にあっては、吉岡町文書取扱規程（平成２０年４月１日、訓令第２８号）にのっ

とり、総務政策課長を文書管理主管課長として、適正な文書管理に努めていただいている

ものと認識しておりますが、文書の整理に始まり、分類、保存年限の種別判断、保管、保

存等の実質的作業は誰が行っているのか、お答え願います。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 皆さん、おはようございます。 

      ただいま五十嵐議員のほうから、台風２１号ということで過ぎ去ったわけでございます。

安心していたさなか、９月６日午前３時８分に北海道地方で大きな地震が発生し、とうと

い命が失われました。心からお見舞いを申し上げたいと思っております。 

      本日は、４名の議員より質問をいただくわけでございます。精いっぱい答弁をさせてい

ただきます。 

      まず初めに、五十嵐議員より質問をいただきました。文書の整理、分類、保存年限の種

目別判断、保管、保存等の実質的作業は誰が行っているかについて答弁をさせていただき

ます。 

      議員ご指摘のとおり、公文書の取り扱いについては、議員おっしゃるとおり、ちょうど

１０年前に時の福田首相の施政方針において法制化が表明され、その後「公文書等の管理

に関する法律」、いわゆる公文書取扱法の制定を見たところでもあります。 

      それまでの公文書の位置づけは、昭和６２年に制定された「公文書館法」という法律で、

貴重な歴史的資料として残していくことに主眼が置かれておりました。 

      さて、文書関係の実質的作業ですが、吉岡町文書取扱規程に基づき、各課の文書取扱主
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任を中心といたしまして、各職員が行っております。ただ、疑義や判断に迷うものについ

ては、総務政策課庶務行政室へ照会や相談をしながら現在行っているという状況でござい

ます。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） たしか文書取扱規程の中で、文書取扱主任、それと文書取扱主任補助者

というような役を持った方がおられると思うんですけれども、そういった方がやはりある

程度中心になってやると思うんですね。今、町長の答弁ですと、そういった言葉は出てこ

なかったんですけれども、改めて文書取扱主任、それから取扱主任補助者というのは、現

在それぞれ何人ぐらいおりますでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件に関しましては、担当課長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 髙田総務政策課長。 

              〔総務政策課長 髙田栄二君発言〕 

総務政策課長（髙田栄二君） 文書取扱主任については、ただいま課に１名ということで配置してお

ります。取扱補助者についても同様なんですけれども、あくまでも補助者は補助者でござ

いまして、取扱主任のほうが中心に、文書整理月間を年に１度設けておりまして、そこで

文書の目次なり目録なりの管理で文書１枚１枚を特定いたしまして、保存年限を決めた管

理を行っておるところでございます。 

      文書につきましては、当然決められたサイクルがございまして、用いているときと、そ

の文書を実際用いなくなった段階を捉えて保管という形でいきまして、さらに参照する必

要がなくなったときに保存という形で書庫に保存する。そのような体系を組み立てるに当

たりまして、文書が大量になりますので、補助者のほうが運搬等の補助を行っていくよう

な形でございます。 

      なお、文書整理月間については、毎年６月に実施しております。以上です。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） 各課に１名の取扱主任を配置しておるということでございます。公務員

の中でも、行政職員の仕事というのは、文書に始まり文書に終わるとさえ言われておりま

す。近年の行政職員は、文書の作成にはワープロや表計算等のコンピュータソフトを使用

しております。作成された文書はプリントアウトされ、またはコンピューター上のどこか

の領域に保管されることになると思いますが、パソコン内のデータ管理というものは、現
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実どのように行っておりますでしょうか、お答え願います。 

議  長（馬場周二君） 髙田総務政策課長。 

              〔総務政策課長 髙田栄二君発言〕 

総務政策課長（髙田栄二君） 先ほどご説明ございました文書取扱法におきます公文書の定義の中に、

組織的に利用するものというものの定義がございまして、また同法では、電子的、磁気的

方法で作成された記録についても公文書としておるところでございます。 

      一方、吉岡町の文書管理は全て紙媒体で行っております。組織的な利用に供する文書及

び意思決定を行った決裁する文書についても同様でございます。また、文書に附帯するメ

ール、資料についても、基本的には紙で印刷いたしまして、添付しております。 

      また、パソコン内の公文書についても、基本的には紙とリンクする形での保存という運

用で考えておりまして、パソコン内のデータについて、また別に全てを管理するというこ

とは行っておりません。また、パソコン内部にある文書のセキュリティー上の問題等につ

いては、例えばパソコンに接続する外部媒体、ＵＳＢとかそういうものに接続規制をかけ

ることによって行っておるところでございます。以上です。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） ただいまの答弁ですと、パソコン内のデータについては特に管理はして

いないということでございます。ただ、現在パソコンが普及し、１人１台体制がほぼ当た

り前の時代になり、年々情報量も増加しております。もしかしたら不要文書がパソコンや

サーバの中に移動し、直接目には見えない状態になっている可能性もあると思われます。

文書の移しかえ及び引き継ぎを行う、先ほど課長からの答弁の中にございましたが、６月

の文書整理期間に合わせて電子文書の管理にも配意していただきたいことをお伝えし、次

の質問に移らせていただきます。 

      ２つ目は、保存書庫における保存公文書の占有率についてであります。 

      吉岡町文書取扱規程では、第４３条で、文書の保存は各主管課でそれぞれの文書の保存

年限に従って、保存期間が満了するまでの期間保存し、第４４条では、保存の主体として、

永年保存簿冊は総務政策課が集中的に担当し、１０年保存以下の簿冊の保存は各主管課で

担当。第４５条において、保存書庫の管理として、永年保存簿冊の保存書庫は総務政策課

が管理することとなっております。 

      「６自治体で保管庫満杯」との見出しで７月のＪ新聞が報じたところでは、群馬県と県

内３５市町村でつくる県市町村公文書等保存活用連絡協議会の公文書保存効率化研究会の

初会合で、会合に参加した１８市町村のうち、６自治体で文書を保管する書庫が満杯状態

の占有率１００％であったとのことであります。 
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      そこで、町長にお尋ねいたします。 

      ７月１８日に県立文書館で開催された公文書保存効率化研究会の初会合に、当町の公文

書担当職員は参加しておりましたでしょうか。 

      また、当町の保存書庫の利用状況でありますが、保存公文書の占有率はいかほどになっ

ているのかお答え願います。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましても、総務政策課長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 髙田総務政策課長。 

              〔総務政策課長 髙田栄二君発言〕 

総務政策課長（髙田栄二君） 議員ご質問の、まず公文書保存効率化研究会の担当職員の参加につい

てですが、公文書を担当しております職員１名が参加しました。 

      次に、町の保存書庫における公文書の占有率でございますが、今回改めて各所属ごとに

調査を実施しましたところ、ほぼ１００％でございました。ただ、これも各職員の自己申

告に基づく１００％ということになってございますので、担当職員に任せることなく、私

のほうも書庫を点検させていただきながら、必要ないものが置かれていないかとか、ある

いは汚れていないかとか、その辺については改めて点検しながら、また行っていきたいと。

また、既存の文書の保存年限を見直す等の措置を行いながら、有効な文書保存体制を構築

してまいりたいと考えております。以上です。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） 当町にあっても、保存書庫は大分いっぱいになっているというような状

況であります。そのようなことを考えますと、これから先、文書量を抑えるために、電子

化の推進に取り組むなど対策を考えておいていただきたいことをお伝えし、次の質問に移

らせていただきます。 

      ３つ目は、文書取扱主任に対する研修の現状についてであります。 

      財務省による文書改ざんなど公文書をめぐる問題を受けて、政府が７月に決めた再発防

止策では、文書管理に携わる職員の重要性が再認識され、その研修強化が打ち出されたと

ころであります。 

      そこで町長にお尋ねいたします。 

      吉岡町文書取扱規程第６条で、課及び出先機関に文書取扱主任を置き、課内における文

書事務についての指導及び調整、課内で管理する文書の整理、保管、移しかえ、引き継ぎ、

保存及び廃棄に関する作業の指揮等、文書取扱主任は、まさに文書管理を担う重要な存在
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であると思われますが、文書取扱主任に対して、指名時及び指名後の定期的な研修をどの

ように行っているのかお答え願います。 

議  長（馬場周二君） 髙田総務政策課長。 

              〔総務政策課長 髙田栄二君発言〕 

総務政策課長（髙田栄二君） 文書取扱主任に関する研修なんですけれども、この研修に先立ちまし

て、新規に入所した職員について、これは吉岡町文書管理の手引書という冊子がございま

して、こちらに議員ご指摘の文書の一連のサイクルですね。整備、保管、移しかえ、引き

継ぎ、保存、廃棄と、そのような流れの定義を全部位置づけたものについて、一度新人の

ときに研修をさせていただいて、その後は文書主任、おおむね若手職員になっていただい

ているんですけれども、文書整理月間６月に実施しているものに先立って、４月に主に文

書の整理、保管、引き継ぎ、保存、廃棄のこの流れにのっとった、移しかえ、引き継ぎを

メーンにした研修を行っております。それに加えまして、目次等の整理も指導していると

ころでございます。以上です。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） ただいまの答弁ですと、新しく入られた職員に対して手引書等による教

養を行い、その後は毎年６月の文書整理期間に合わせ、その前に４月に行っていただいて

いるということで、少し安心しております。やはり文書取扱主任というのは、吉岡町にお

ける文書管理の専門家であるとの認識のもと、その人材育成には十分に力を入れていただ

きたいことをお伝えし、次の質問に移らせていただきます。 

      ４つ目は、文書管理システムの運用実態についてであります。 

      総務省では、国民の利便性向上と行政運営の簡素化・効率化の両立を図るため、ＩＣＴ

を活用した行政改革に取り組んでいる中で、行政文書の保存・管理から公開・提供に至る

一連の業務・システムの最適化を実現すべく、電子文書や紙の文書をデジタイズしたもの

をコンピューター内に格納・管理する一元的な文書管理システムを整備・管理していると

ころであります。 

      県市町村公文書等保存活用連絡協議会が、昨年１１月から１２月に県内３５市町村を対

象に実施した公文書の保存管理状況に関する調査では、文書管理システムの導入を「して

いる」と回答したのが１８自治体で５１．４％だったのに対し、「していない」が１７自

治体の４８．６％であったとの記事が５月のＪ新聞に載っておりました。 

      文書管理システムでは、文書作成時に保存期間等が定められ、期間が過ぎれば自動的に

削除される機能が実装されている場合がほとんどで、面倒な保存と保管を簡単に行えるな

どのメリットがあります。 
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      そこで、町長にお尋ねいたします。 

      このように文書管理に際し、作業の効率化が図れる文書管理システムの運用実態は、現

状どのようになっているのか、お答え願います。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件に関しましても、総務政策課長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 髙田総務政策課長。 

              〔総務政策課長 髙田栄二君発言〕 

総務政策課長（髙田栄二君） 議員ご質問の文書管理システム、公文書のデジタイズ、文書管理シス

テムの導入は、業務を効率化できる意味でかなりの可能性を持っておるというところでも

あるものだと認識もしております。 

      ただ、現状、全ての公文書を紙で管理していることを踏まえますと、例えばスキャニン

グですとかそういった手間を考えますと、直ちに準備できるものではございませんので、

整備には相当な期間、労力、また当然そちらのスキャニング等を考えますと、そちらで発

生する労力を職員で行っていくにはある程度の限界があるということで、全てを移行させ

るということには非常な経費が必要であると考えられます。 

      したがいまして、実際今、システマチックな運用というのは手作業でも行われていると

ころでございますので、それをシステム、要するに電算システムの中に置きかえるという

ことは十分可能ではございますので、ただ可能ではあるんですけれども、そういった意味

での手作業を積み重ねないと移行ができないという意味では、難しさと経費の問題がある

というふうに認識しておるところでございます。 

      ただ、今後先進自治体の実例等を踏まえまして、また移行が必要になろうかと考えられ

るところもございますので、吉岡町に合うものを研究しながら詰めてまいりたいと考えて

おります。以上です。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） ただいまの答弁ですと、現在吉岡町では、まだそういうシステムの導入

はしていないということでございます。やはり課長の答弁の中でも、町の行政文書は全て

紙文書であるということで、紙文書の管理を行うことができるシステムでなければ、やは

り真に使えるシステムとは言えないわけであります。 

      そういったことから、今後、適正な文書管理を支援するシステム、そういうものが構築

されることを期待して、次の質問に移らせていただきます。 

      ５つ目は、公文書管理条例制定の考えについてであります。 
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      公文書管理法第３４条では、地方公共団体の文書管理について、「地方公共団体はこの

法律の趣旨にのっとり、その保有する文書の適正な管理に関して必要な施策を策定し、及

びこれを実施するように努めなければならない」とする努力義務にとどめられており、現

に公文書管理条例を制定している地方自治体は、昨年１０月時点で２１団体、都道府県５、

政令市４、市区町村１２というのが実情でもあります。もっとも、公文書管理条例を定め

ていない自治体の大半には、公文書に関する規則、規程、要綱等の定めがありますが、そ

れらはその組織に所属する者が守るべきルールに過ぎず、公文書は住民のものであるとい

う原則を考えれば、やはり議会や住民への説明責任を果たすという点で不十分であると考

えます。 

      そこで、町長にお尋ねいたします。 

      当町では、吉岡町文書取扱規程を訓令として定め、運用しているところでありますが、

上述のような理由から公文書管理条例を制定すべきであると考えますか。町長の見解をお

聞かせください。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 議員ご指摘のとおり、公文書取扱法第３４条で、地方公共団体についても、

この法律の趣旨に即した必要な施策を行うべきとの努力義務が規定されております。町で

は、公文書が住民の財産であるという認識のもと、吉岡町公文書取扱規程により、いわゆ

る訓令において文書化、管理を行っております。適切な文書管理を行うという意味におい

ては、法の趣旨にのっとった管理体制が構築されていると考えております。 

      今後、法律の趣旨に加えて、町独自の方針等法律を補完する強い必然性が生じた場合や

近隣市町村の動向を踏まえて検討していく考えであります。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） 公文書というのは住民のものであるという原則を考えたときに、文書は

住民との共有財産であるとの意識づけが必要であり、議会や住民への説明責任を果たすと

いう点で、現状不十分であると考えます。ぜひとも条例化への道筋をつけて臨んでいただ

きたいことをお伝えし、次の質問に移らせていただきます。 

      次に、マイナンバーカードの普及に向けて、４項目の観点から町長の見解をお伺いいた

します。 

      社会保障と税番号、いわゆるマイナンバーは、住民票を有する全ての国民に１人１つの

１２桁の番号が付番され、社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数

の機関に存在する個人の情報が同一のものであることを確認するために活用されるもので
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あります。 

      期待される効果として、公平・公正な社会の実現、国民の利便性の向上、そして行政の

効率化が挙げられ、とても大切な社会基盤であると言えます。平成２８年１月から、社会

保障、税、災害対策の行政手続においてマイナンバーが必要となり、またマイナンバーカ

ードの交付が開始されたところであります。 

      マイナンバー制度導入後は、就職、転職、出産・育児、病気、年金受給、災害等、多く

の場面でマイナンバーの提示が必要となり、その際マイナンバー通知カードであると運転

免許証やパスポート等、ほかの本人確認書類が必要となりますが、マイナンバーカードが

あれば、これ１枚で番号確認と本人確認が可能となるものであります。 

      そこで、町長にお尋ねいたします。 

      まず、１つ目は、吉岡町における交付率についてであります。 

      平成２８年１月から交付が開始されたマイナンバーカードでありますが、申請時に本人

の顔写真の添付が必要であることなどから、交付申請者数は低調な滑り出しであったよう

に記憶しておるところであります。交付開始から２年半が経過し、全国的に見ると、新潟

県の粟島浦村では５０％に近い交付率になっているようでありますが、当町ではどうなの

か、直近での交付率についてお答え願います。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） ２番目の質問といたしまして、マイナンバーカードの普及に向けて、吉岡

町の交付率ということで質問をいただきました。 

      このマイナンバーカードにつきましては、平成２８年１月に交付を開始して２年７カ月

が過ぎたところでございます。 

      吉岡町のマイナンバーカードの交付率はいかほどかということでありますが、平成３０

年７月１日現在、町では１，３０６枚のマイナンバーカードを交付しております。交付率

につきましては、６．２％となっている状況でもあります。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） ただいまの町長の答弁ですと、当町直近において、７月１日現在ですけ

れども、６．２％ということであります。 

      総務省が公表しましたことし３月１日時点での全国を対象とした交付率では約１０％。

その時点における群馬県全体では約９％であったことに比べますと、やはりまだまだ６．

２％、低いような感じがいたします。 

      そこで、２つ目として、このように普及が低迷している要因についてお尋ねいたします。
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総務省がまとめた平成３０年３月１日時点での全国市区町村別交付枚数等状況表によりま

すと、当町は５．８％と最下位グループに位置しており、また直近でも６．２％というこ

とでありますが、普及がこれほどまでに低迷している要因をどのように捉えているのか、

見解をお示し願います。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 詳細につきましては、町民生活課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 普及が低迷している要因につきまして、先ほど議員のほうからも３月

時点の交付率を述べられたところでございますが、全国の交付率、平成３０年７月１日現

在、１１．５％となっておりまして、国もマイナンバー制度に対する誤解が少なからず見

受けられると考えております。 

      町もマイナンバー制度について周知、広報に取り組んできたところでございますが、個

人情報が外部に漏えいするのではないか、不正利用による財産その他の被害を負うのでは

ないか、国家により個人のさまざまな個人情報が一元管理されるのではないかといった懸

念があるのではないと考えられます。 

      このため、マイナンバー提供時に、本人確認やマイナンバーカードの偽造防止装置、暗

証番号等なりすまし防止対策など、マイナンバーカードの悪用を防止するためのさまざま

な安全対策について、改めて住民の皆様にマイナンバー制度について理解していただくよ

うに周知、広報に取り組むことが重要と考えている状況であります。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） ただいまの課長の答弁ですと、それを利用される方がさまざまな被害を

こうむるのではないかという、そういう意識が大きいところにも起因しているというよう

なことでございました。それもございますけれども、やはり最終的には町民へのＰＲ不足

というのは否めないと思います。 

      また、マイナンバーカードの今は悪いところをみんな指摘しておりますけれども、やは

りマイナンバーカードを持つことによるメリットですね。このメリットを住民が享受でき

るような環境下にないことがやはり大きいのかなとも思います。行政は交付率のアップに

もっと関心を持って臨んでいただきたいことをお伝えし、次の質問に移らせていただきま

す。 

      ３つ目は、取得促進キャンペーンの取り組み状況についてであります。 



 - 81 -

      全国的に見て、やはりマイナンバーカードの交付率が上がらない状況を受け、社会保障

と税のマイナンバー制度で用いるマイナンバーカードの普及に向けて、全国で約９割の市

区町村が取得促進キャンペーンに取り組んでいるところであります。 

      お隣の栃木県小山市では、昨年１１月から、市内の入浴施設などでマイナンバーカード

を提示した人に対し、通常の５倍の利用ポイントを付与するキャンペーンを実施しており、

キャンペーン実施以降、着実に交付率が上昇しているようであります。 

      また、宮崎県都城市では、市民の利便性の向上や市役所の窓口業務の円滑化を目指し、

市役所内に設置された端末にマイナンバーカードを読み込ませることで、住民票の写しや

戸籍などの証明書が取得できる「らくらく窓口証明書交付サービス」を開始し、好評を博

しているようであります。 

      このように、各自治体が知恵を絞って取り組んでいる中で、当町にあっては、まずは取

得キャンペーンを現在行っているのかいないのか。行っているならば、その内容はどのよ

うなものなのか。また、行っていないのであれば、今後どのように対応していく考えなの

かをお答え願います。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 取得促進キャンペーンの取り組み状況ということでご質問をいただきまし

た。 

      吉岡町では、今年度のマイナンバーカード取得促進キャンペーンの取り組みといたしま

しては、無料写真撮影、オンライン申請等の補助について実施できればと考えておりまし

たが、現時点においては実施に至っておりません。 

      今後、補助にかかわる人員の確保等、業務体制の見直し等を図り、実施に向けて取り組

んでいきたいと考えております。 

      また、既に申請されマイナンバーカードも役場に到達し、お渡しできる状態になってい

るいわゆる交付前設定はされているけれども、実際には交付に至っていない方が相当数い

らっしゃいます。現時点では、通常業務時間中に予約をいただき、ご本人がカードを受領

していただくこととなっておりますが、こちらに関しては窓口延長時の対応も含め、お渡

しできる機会をふやすことも検討していきたいと考えております。 

      そのほかの対応についても、広報等での周知はもちろん、議員の質問にもありましたが、

何かしらのポイントを上乗せするなどの取り組みが可能か、そしてまた先進的に取り組ん

でいる自治体などを参考に取り組んでいきたいというようにも思っています。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 
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４  番（五十嵐善一君） やはり住民の取得意欲をかき立てるような促進キャンペーンを、ぜひと

も実施していただきたいということをお伝えし、次の質問に移らせていただきます。 

      ４つ目は、マイナポータル活用についてであります。 

      総務省では、さらなる住民サービスの向上と行政事務の効率化への期待を込めて、平成

２９年７月からさまざまなサービスの提供を可能とするマイナポータルの本格運用を開始

しました。とりわけマイナポータルを活用した子育てワンストップサービスを導入してい

ただくよう、早期かつ積極的な検討をお願いしているところと認識いたしております。 

      子育て・福祉日本一の町を目指す当町にあって、子育てママさんへの大きな助け船とな

り得る子育てワンストップサービスの提供を可能とするマイナポータルの活用を図ってい

ただきたいと考えますが、町長の気持ちをお聞かせください。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件に関しましては、担当課長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 髙田総務政策課長。 

              〔総務政策課長 髙田栄二君発言〕 

総務政策課長（髙田栄二君） マイナポータルは政府が運営するオンラインサービスで、子育てに関

する行政手続がワンストップで可能になるほか、行政からのお知らせを受け取ることがで

きるサービスとなっております。 

      議員ご指摘の子育てワンストップサービスについては、マイナポータルの機能の一つで

ございまして、時間がなくてなかなか役場にお越しいただけない方などに対して、子育て

の手続をもっと手軽にするものということになってございます。 

      現在、吉岡町においては、「ぴったりサービス」といたしまして、１６の手続について

必要な書類が一覧で表示されまして、一部の様式についてはダウンロードなども行えるよ

うになってございますが、オンライン申請を行えるところまではまだ至っておりません。 

      これにつきましては、マイナポータルに接続し、オンライン申請を受領するためのサー

ビスを利用する必要がございまして、安全かつ確実に申請者の情報を受け取ることが目的

となってございます。 

      今まで、マイナポータルとの接続方法については、現時点では６種類の方法が提示され

ておりますが、いずれの接続方法を実施するにいたしましても、コストがかかる等の懸案

事項等がございますことから、導入に向けての検討の域を脱するに至っておりません。 

      しかし、現在、群馬県が電子申請システムを更新する計画が進んでおりまして、そちら

に参加することで子育てワンストップサービスのオンライン申請を実現することが可能と

なっております。 
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      また、懸案の費用につきましても、参加団体の費用負担となるため、町で単独で導入す

るよりもはるかに安価に導入できるというような計算となっております。 

      群馬県の電子申請システムの更新については、平成３１年９月が予定されておりまして、

現在検討部会が定期的に開催されておりまして、町の担当者も出席しておりますので、情

報収集に努めまして、オンライン申請の導入に向けて検討を進めてまいりたいと考えてお

ります。以上です。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） 群馬県の電子申請システムというものを視野に入れて検討されておられ

るということでございます。少子高齢化、人口減少時代に突入し、子育てするなら○○町

との標語を掲げ、子育て日本一を目指す自治体がふえている中で、吉岡町が先頭を走り続

けていくためにも、子育て世代への支援策は極めて重要であることをお伝えし、最後の質

問に移らせていただきます。 

      最後の質問となりますが、学校にかかわる諸問題について、５項目の観点から教育長に

お伺いいたします。 

      １つ目は、小中学校における校内テレビ放送システムの導入と稼働の現状についてであ

ります。 

      小学校の１学期終業式の日、私たち駒寄小・学校安全ボランティアも校庭に集合した児

童とともに集団下校する予定でありましたが、その日も気温はぐんぐんと上昇し、児童た

ちを校庭に集合させ夏休み中の諸注意を行うには、熱中症の危険があり過ぎると判断した

校長先生が、児童はエアコンのきいた各教室で諸注意を受けることになりました。 

      放送室において、校内放送により、校長先生のお話に続き、私たち学校安全ボランティ

アからの挨拶も１人ずつさせていただきました。 

      子供たちと一緒に下校する道すがら、校内放送で私たちがお話をさせていただいたこと

を話題にすると、子供たちの反応はいまいちでありました。校長先生のお話は名前と顔が

一致しているので音声放送だけでもそれなりに受けとめていたようですが、私たちにあっ

ては名前と顔が一致しないために、聞き流してしまったような感じがいたしました。 

      すなわち、音声と映像が同時に流れる校内テレビ放送システムを活用することにより、

話し手の顔を見ながら耳を傾けることで、話の内容はより確実に聞き手に伝わるものと考

えます。 

      ことし、関東地方では例年より２０日以上も早く６月末に梅雨明けしたかと思えば、西

日本では７月上旬には死者２００人を超す豪雨に見舞われたのに続き、災害級の猛暑が日

本列島を襲っております。 



 - 84 -

      このように地球規模での温暖化がもたらす異常気象の増加に伴い、これからは校庭で行

う予定の行事を各教室で行わなければならない事態も出てくると考えられますので、校内

テレビ放送システムは備えておくべきものと考えますが、現状、当町の小中学校における

本システムの導入状況はどのようになっているのか。また、導入済みであるならば、その

稼働状況はどのようになっているのかお答え願います。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君登壇〕 

教 育 長（大沢 清君） それでは、学校にかかわる諸問題について、５項目ほどご質問いただいて

おりますので、私のほうからご答弁させていただきたいと思います。 

      まず、校内におけるテレビ放送システムの導入状況及び稼働につきましてということで

ご質問いただいたところでございます。 

      現在、明治小学校と吉岡中学校においては放送室などで撮影した映像をライブで各教室

のテレビモニターに映し出すシステムは導入されておるところでございますが、現在のと

ころ駒寄小学校ではそういった設備ができておりません。 

      また、稼働状況についてですが、ライブでの放送はそれほど多いわけではございません

けれども、先ほど議員からのご質問の中にもありましたように、熱中症対策などにより、

体育館に児童生徒を一堂に集めないほうがよい場合など、こうした場合については各教室

で放送室から放送する、これは有効に活用できていると思います。 

      それから、各学校に実習生等が来るわけでございますけれども、そうした紹介など、全

体集会を開くまでもない、こういった場合につきましては、こうした活用法をとっておる

ところでございます。 

      駒寄小学校につきましては、ご承知のように、来年度体育館の建設工事を予定しており

ます。この体育館につきましては、一度取り壊します。そして、そこの場所に建てるとい

うことでございますので、入学式終了後、直ちに解体を行う。そうしたときに、全体集会

などといったことができなくなってしまいますので、こういうことのないように、来年度

に備えて、できれば本年度中にこうしたテレビ放送システムの導入をしていきたいと考え

ております。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） ただいまの教育長の答弁ですと、明治小と吉岡中には導入済みであるけ

れども、駒寄小への導入はまだとのことであります。教育水準の平準化という観点からも、

やはりこれは駒寄小への本システムの導入、答弁の中にもございました。前向きに検討し

ていくということでございます。ぜひともそれを実行に移していただくよう、お願いして
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おきたいと思います。 

      やはりあすの吉岡をしょって立つ子供たちへの投資というものは、必ず未来の貯蓄につ

ながるものであることをお伝えして、次の質問に移らせていただきます。 

      ２つ目は、教室内設置ＴＶの更新計画についてであります 

      当町の３校、各教室には視聴覚教材としてテレビ受像機が設置されておりますが、設置

からかなりの年数がたち、経年劣化をしているものもあると考えます。故障等による不測

の事態に備えるためには、計画的な更新も必要かと思われますので、テレビ受像機の更新

計画をどのように考えているのか、教育長の気持ちをお聞かせください。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 吉岡町の教室内のテレビにつきましては、平成２１年度の総務

省の経済対策により一斉に導入されました。 

      教室においては、授業の中でデジタル教科書やＤＶＤの上映、実物投影機やタブレット

とつないで映像を映すような用途で日常的に使用されております。 

      故障等があった場合については個別に修理等を行うことになっておりますが、今のとこ

ろ大きなふぐあい等もないことから、計画的な対応などは考えておりません。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） 現在のところは故障等の個別対応処理がないということで、考えていな

いということでございます。やはりビジュアル映像により、子供たちの想像力を大きく膨

らませてくれるテレビ受像機というのは、これは大切なものでございます。現在のところ

は計画的な更新整備はないということでございますけれども、計画的な更新整備を前向き

に検討していっていただきたいというふうにお願いして、次の質問に移らせていただきま

す。 

      ３つ目は、体育館へのエアコン設置についてであります。 

      愛知県豊田市の小学１年生の児童が校外学習の後、学校で意識を失い、救急搬送された

が亡くなったのは、夏休みに入る少し前の７月１７日のことでありました。原因は熱中症

でありました。 

      地球規模での温暖化がもたらす異常気象の中で、今夏の暑さは異常とも言え、今までの

経験は通用せず、単なる声かけだけでは子供の命を守ることはできないのであります。 

      ９月は県内の各小学校で秋の運動会が開催されます。しかし、今夏の猛暑は９月に入っ

ても続くことが予想されることから、熱中症を警戒し、県内の複数の自治体の小学校が本

年度、運動会を午前中のみに短縮して実施することになったとの記事が８月３０日のＪ新
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聞に報じられていました。 

      また、先月吉岡町家庭婦人バレーボール大会が、吉中体育館を会場に開催されました。

私も半日、体育館内で地元チームの応援に汗を流しました。ただ座って声を張り上げて応

援している私たちでさえその暑さに耐えかねている状況でしたから、そのような過酷な環

境下でプレーすることは、選手の皆さんにとっては想像を絶するつらさがあったのではな

いかと思うのであります。幸いにも１人の事故者もなく大会が終了できたことに安堵した

ところでもあります。 

      このように、夏場において体育館を使用して授業なり行事を行う場合、そこはサウナ状

態と化すと言っても過言ではありません。また、学校体育館は、災害発生時には町の指定

避難所として機能することを考えると、そこに集う子供たちの命を守るために、体育館へ

のエアコン設置に踏み切るなど早急な手を打つべきであると考えますが教育長の見解をお

聞かせください。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 現在、吉岡町にある体育館には空調設備は入ってはおりません。

もちろん、あるにこしたことはありませんが、体育館への空調機器の設置には膨大な費用

と維持費がかかると言われており、町財政の影響や優先順位等を考えた場合、早急に手を

打つのは非常に厳しいものがあると考えております。 

      文部科学省が３年に１度実施している調査によりますと、平成２９年度の時点で空調設

備を実施している体育館は全国で１．２％、群馬県内においては０．６％という結果も出

ております。 

      学校活動中の熱中症の予防につきましては、引き続き十分注意して対策をとっていきた

いと考えておりますが、例えば社会体育行事の会場として体育館を使うような場合につき

ましては、開催時期の検討などで対応するなども今後考慮していかなければならない時期

になっていると思われます。 

      また、体育館は避難所の指定もされておりますが、時期によっては避難所としての活用

がふさわしくないことも考えられますので、このことについては今後防災部局と協議して

いきたいと考えております。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） やはり膨大な費用、維持費等は私も重々承知していて、難しい面がある

とは考えております。しかし、子供たちが安心して学び、体を動かして学校生活を送れる

環境を最優先に考えるべきであり、そのためには普通教室はもとより特別教室や体育館へ
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のエアコン設置にも、例えばですけれども、民間の資金やノウハウを活用するＰＦＩ方式

をも視野に入れ、前のめりになって取り組んでいただきたい。 

      また、体育館内に温度計、あるいは暑さ指数計を設置するとか、冷水器、またはミスト

シャワーなどの設置も検討に値するのではないかということをお伝えし、次の質問に移ら

せていただきます。 

      ４つ目は、通学路の安全確保への対応策についてであります。 

      最大震度６弱を観測した６月１８日の大阪市北部地震で、安全でなければならない小学

校のブロック塀が道路側に約４０メートルにわたり倒壊し、登校中の小学４年の女児が下

敷きになって亡くなるという痛ましい事故は、まだ私たちの記憶に新しいところでありま

す。 

      ブロック塀の危険性が知られるようになったのは４０年前、１９７８年の宮城県沖地震

でありました。死者２８人のうち、半数以上の１８人がブロック塀倒壊の下敷きとなって

命を奪われ、１９８１年に建築基準法が改正、強化される契機となりました。 

      しかし、その後も２００５年の福岡県西方沖地震と２０１６年の熊本地震でも、それぞ

れ１人の犠牲者を出してしまい、そして今回の事故。過去の教訓は生かされていなかった

のであります。 

      今回の事故を受け、県教委は学校のブロック塀の点検とともに、通学路をも改めて確認

するよう市町村教育委員会に通知を出したところであります。 

      当町の学校施設における安全点検、対応対策については、８月３日に開かれた全員協議

会の席上、教育委員会事務局長から、「吉岡中学校におけるブロック塀等の応急対策の実

施について」の報告がなされているところで、また通学路の安全確保に関しては、「吉岡

町通学路交通安全プログラム」（平成２８年３月）に従い、対応していただいているもの

と認識しております。 

      しかし、通学路には民家のブロック塀以外にも樹木や自販機、屋外の看板、屋根瓦、建

物の外壁などさまざまな危険が潜んでいることに鑑みたとき、改めて通学路における危険

箇所の把握や安全確保への対応策について、現状どのようになっているのかお尋ねいたし

ます。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） ８月３日の全員協議会のほうでも説明させていただきましたが、

吉岡町教育委員会としましては、この地震を受けまして安全点検を実施したところ、小学

校については特別危険箇所は認められませんでしたが、中学校については、状況によって

は材質の劣化等も進みまして、安全性が損なわれているということが出てきましたので、
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危険解消を目的としまして、緊急的にブロック塀の改修工事に着手。そして、７月中にブ

ロック塀上部の切断撤去を行い、８月２１日から２３日にかけてメッシュフェンス、目隠

しフェンスの設置が無事完了したところでございます。 

議  長（馬場周二君） 石田産業建設課長。 

              〔産業建設課長 石田哲保君発言〕 

産業建設課長（石田哲保君） 通学路における危険箇所の把握や安全確保への対応策の現状について

でございますが、通学路を含めた町が管理する道路につきまして、地震や台風、豪雨時に

おいて、巡視確認を実施したりし、地元住民の方や消防、警察からの情報確認を行い、歩

行者目線に合ったパトロールを実施しており、問題がある箇所を発見すれば、できる限り

速やかに解消するよう取り組んでおります。 

      また、日常的には、職員の通勤や業務上の車で移動する際に、問題のある箇所はないか

把握するよう努め、あれば早急な対応を随時行っております。 

      さらに、通学路に関して、「吉岡町通学路交通安全プログラム」により、合同点検の実

施、対策の検討、対策の実施、対策効果の把握、対策の改善充実を行いつつ、改善実施に

つなげているところでございます。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） ただいまの答弁ですと、現在そういった合同点検等を実施して、危険箇

所の把握に努めているというようなことで受けとめさせていただきました。やはり倒壊の

おそれがある塀の所有者に対して、その危険性を伝えるのは自治体の責務であります。 

      しかし、現実問題として、民有地にある危険なブロック塀等については、所有者の協力

なしには撤去や改善はできず、場合によっては通学路の変更・見直し、または渋川市のよ

うに民有地内のブロック塀撤去に補助金を出すなどの対策を打ち出し、通学の安全確保に

万全を期していただくことを切に要望し、最後の質問に移らせていただきます。 

      ５つ目は、地域学を学ぶ出前授業の導入についてであります。 

      この７月、文教厚生常任委員会の視察研修で、茨城県境町歴史民俗資料館を訪れた際の

ことであります。 

      境町でも、他の自治体同様に人口減少の流れの中にあるが、それは地元に生まれ、地元

の小中学校を卒業し、その後高校や大学入学を機に地元を離れた子供たちが、就職先を町

外に求めてふるさとに戻ってこないのも原因であり、その要因の一つに地元への愛着心を

育む学習の場がなかったからではないだろうかと考え、高校の日本史の教員を退いた後、

館長に就任した方が、境町が誇る数多くの民俗資料や歴史資料、そして延々と受け継がれ

てきた河岸の町、境の歴史に、子供たちにじかに触れてもらい、学んでもらうことで、地
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元への誇りや愛着心が醸成され、一旦はふるさとを離れても、就職や結婚を機に再び生ま

れ育った地元に帰ってきてくれるのではないかとの思いから、小学児童を対象とした地域

学の出前授業を始めたと話されておりました。 

      当町の小学校においても、現在３年生を対象に「町たんけん」と称して、神社や古墳、

吉岡自然エネルギーパーク等の見学を通して、地元への理解の学習を行っていただいてお

りますが、この５月から吉岡町文化財センターがオープンしたところでもあります。 

      吉岡町の歴史や文化に誇りを持ち、ふるさと吉岡への愛着心にあふれる子供が１人でも

多く育つよう、文化財センターの積極的な活用とあわせ、吉岡町の歴史や文化などの地域

学を学べる出前授業を導入していっていただきたいと考えますが、教育長の見解をお聞か

せください。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 時間も残り少なくなっておりますので、現在行っております校外活動です

とか今後の取り組みなど具体的なことにつきまして、局長から答弁をさせていただきます。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 吉岡町では、社会科の授業の中で、「私たちの吉岡町」という

教材を活用し、小学校３年生で地域の商店街や水道、安全について、小学校４年生で主に

養蚕を中心とした郷土の偉人の功績等についての学習を行っております。 

      また、議員言われるように、ことしの５月１０日には地域を知り、郷土愛を育む施設と

しての位置づけを持った吉岡町文化財センターがオープンいたしました。本施設では、本

町の特色である古墳や養蚕などの歴史文化に関する情報発信や各種交流事業を通じて郷土

愛の醸成を図るという目的を達成できるよう取り組みを進めており、この１１月には三津

屋古墳について、８角形の謎を解くと題した吉岡町の古墳文化を知る講演会を開催する予

定でもあります。 

      このように教育委員会といたしましても、地域を学ぶ場として使っていただけるような

施設になるよう検討していきたいと考えております。 

議  長（馬場周二君） 五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４  番（五十嵐善一君） 社会科の授業に関係して、さまざまな吉岡町における歴史的な場所等の

お話を取り入れていただいているということでございます。やはり地域の歴史または文化

などの地域学、いわゆる吉岡学なるようなものを学び、そしてふるさと吉岡への郷土愛に

あふれた子供たちが１人でも多く育ってくれることを願いつつ、私の全質問を終わらせて
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いただきます。 

議  長（馬場周二君） 以上をもちまして、五十嵐善一議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩をとります。再開を１０時５０分とします。 

          午前１０時３０分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前１０時５０分再開 

議  長（馬場周二君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（馬場周二君） １３番山畑祐男議員を指名します。山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君登壇〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 通告に従い質問させていただきますが、先ほど五十嵐議員からもお話があ

りましたが、昨日未明に北海道胆振地方で震度７の地震が発生しました。大きな被害が出

ているようですが、友好都市大樹町では震度４の揺れで、現在のところ大きな被害は確認

されていないようです。安心しました。 

      また、今月４日から５日にかけて台風２１号も大きな被害をもたらしました。早い復興

を望みます。 

      また、８月１０日、防災ヘリ「はるな」の墜落により９名のとうとい命が奪われました

ことに対しまして、お悔やみを申し上げるとともに、哀悼の意をあらわします。空の安全

を願うものであります。 

      では、質問させていただきます。 

      最初に、男女共同参画事業について質問をいたします。 

      平成１１年に男女共同参画基本法が施行されてから２０年を迎えようとしています。町

でも昨年度より男女共同参画基本計画に向けて推進協議会が発足し、基本計画策定に向け

て努力をしていただいていることと思います。６月議会でも大林議員より男女共同参画基

本計画策定に関したアンケート結果の質問が行われ、主なもの３項目についての結果の報

告が町より紹介されました。 

      これらの質問を踏まえて、以下についてお尋ねいたします。 

      最初は、男女共同参画基本計画策定に向けてについて質問を行います。 

      県内市町村で男女共同参画基本計画の策定が行われているのは、高崎市を初めとする１

１市全てと大泉町と榛東村です。榛東村は昨年３月に策定されたようです。町でも男女共

同参画基本計画策定に向けて作業を進めているようですが、現在までにどのような事業が

行われてきたのでしょうか、お尋ねいたします。 

      また、男女共同参画計画策定のために推進協議会の現在までの活動について、簡単でよ
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いのでご紹介をお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 山畑議員のほうから、男女共同参画基本計画の策定に向けてということで

ご質問をいただきました。 

      男女共同参画事業については、我々が生活する社会において男女の差別にかかわりなく、

対等の構成員としてお互いを尊重しつつ、それぞれが意思を持って社会のあらゆる分野に

おいて能力を発揮できる機会が確保され、誰もがひとしく社会の利益を享受することがで

き、また社会に対してともに責任を担うべき社会となるように、男女共同参画基本計画の

策定に向けて、男女共同参画推進協議会において協議を進めているところでございます。 

      詳細につきましては、町民生活課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 現在まで行った事業としては、ぐんま男女共同参画センターの男女共

同参画基本計画の基本目標２にあります講習、セミナー等の実施で、女性のためのハッピ

ーキャリアセミナーを年２回、町が後援となって実施しておるところでございます。 

      また、男女共同参画の啓発活動の１つとして、広報よしおかに男女共同参画に関する情

報をできる限り毎月掲載を行っているところでございます。 

      男女共同参画基本計画の策定に向けて、活動でございますが、昨年、男女共同参画推進

協議会を立ち上げ、その推進協議会にて協議を行い、吉岡町に住む１８歳以上７９歳以下

の住民の方を無作為に抽出した３，０００人を対象とした意識調査を行いました。 

      その意識調査の結果に基づいて、今年度は男女共同参画の基本計画の策定に向けて、現

在、推進協議会にて協議を行っておるところでございます。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 町では、昨年より広報よしおかで男女共同参画社会についての啓発活動を

開始しています。先ほどの答弁のとおりだと思いますけれども、町民の皆様からはどのよ

うな反響があったでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 広報よしおかに男女共同参画に関する情報を掲載したところ、その反

響ということですが、昨年の９月に保健センターにおいてパパママ学級が開催されました。

そのときに、参加された皆様に男女共同参画に関する簡単なインタビューを実施し、その
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インタビューの結果を掲載したところ、「おもしろかった」「よかった」とのご意見をい

ただいたところでございます。 

      そのほかにも、何げない会話の中で男女共同参画の話が出たとき、「広報に載っていた

ね」というような返事をいただくこともありました。それからすると、住民の皆様が男女

共同参画について興味を持ち始めているのかなというふうに感じているところでございま

す。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 反響があるということで、ありがとうございます。 

      次に、男女共同参画社会実現に向けての課題及び問題点として質問いたします。 

      前回、６月議会での大林議員の質問の中で、昨年町が行った男女共同参画社会実現に向

けてのアンケート結果について、主な３つの項目について答弁がありました。１つ目は今

後女性の参画を進める分野について、２つ目は学校教育の中での男女平等を進めるための

取り組みについて、３つ目については男女共同参画社会実現に向けて町が力を入れていく

項目について、それぞれの項目の中での内容が報告されていました。 

      １つ目の項目では、国、県、市町村の女性議員の進出、次は各市町村の首長への進出で

したが、県や町での女性議員及び首長の女性の就任希望者はふえていますが、就任にはま

だまだごく少数です。有権者の意識改革が重要な課題ではないでしょうか。 

      ２つ目の項目で、学校教育での男女平等に対する取り組みに必要な項目に、男女平等の

意識を育てる授業をするとありました。さらに、教育委員会として考えた場合、男女共同

参画の意識は道徳や授業の人権教育の中で育てていくものではないかと考えているとの答

弁がありました。意識の改革は毎日の学校生活での男女平等の意識の中にあるのではない

でしょうか。無意識の中に男女の差別を意識させているのは男女別の名簿ではないでしょ

うか。県内の小学校での男女混合名簿採用は約８割に達しています。混合名簿採用につい

て、教育委員会では先生の多忙、幾つかの名簿共存等を挙げ、混合名簿の採用については

検討中との答弁でした。 

      お尋ねいたします。男女混合名簿の導入は現時点でも検討中なのでしょうか。検討中と

すれば、何をどのように検討しているのでしょうか。県内の８割近い小学校が採用してい

るのに、男女混合名簿の導入のどこに問題があるのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） ６月議会でも、「昨年実施された男女の意識に関するアンケー

ト調査を踏まえ、吉岡町男女共同参画計画で示される方向性を注視し、もう少し時間をか
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けて検討していきたいと考えている」と答弁をさせていただきました。 

      今年度、吉岡町が初めて示す男女共同参画に関する町の方向性を確認した上で、男女混

合名簿の導入が望ましいという方向性が出るのであれば、町教育委員会として導入に係る

混乱をできるだけ少なくしながら対応することになると考えております。 

      ただ、男女混合名簿を導入するとなると、年度途中での導入は成績処理等にも大きな混

乱をもたらすことから困難でありますので、十分な準備期間が必要であるとも考えており

ます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 切りかえのときは大変だと思います。しかし、幼児期からの男女平等の意

識は成人してからも大きく影響してくると確信していますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

      ３つ目の項目では、子供や介護を必要とする人などを預かってくれる施設やサービスを

充実するとのことでした。女性の社会進出が盛んになれば当然出てくる要望だと思います

が、早急に取り組まなければいけない重要な課題だと思います。子供を預かる施設は学童

保育施設等がありますが、介護を必要とする施設については特にないと思います。介護を

必要とする施設について、町ではどのように取り組もうとしているのでしょうか、お尋ね

いたします。 

議  長（馬場周二君） 米沢健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 米沢弘幸君発言〕 

健康福祉課長（米沢弘幸君） 介護を必要とする施設についての取り組みということですが、議員ご

指摘のとおり町の介護施設はありませんが、町内には各種介護サービスを提供する事業所

は多数あり、介護を必要とする人とその家族が介護度に応じたサービスの限度内で自由に

選択することができます。 

      主なサービスとしては、デイサービスでありますとか、ショートステイ等が考えられま

す。以上です。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） ありがとうございます。 

      昨年の６月議会で、女性管理職及び町の附属機関の女性委員の割合についてお尋ねしま

した。町では、吉岡町附属機関等の設置及び運営に関する要綱を設定して、女性委員の構

成比率の目標を定め、その達成を目指すとの答弁がありました。その後、設定した女性比

率３０％の目標は達成できたのでしょうか、お尋ねいたします。 
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議  長（馬場周二君） 髙田総務政策課長。 

              〔総務政策課長 髙田栄二君発言〕 

総務政策課長（髙田栄二君） 議員ご案内のとおり、町では吉岡町附属機関等の設置及び運営に関す

る要綱第４条、第５条の規定で女性委員の構成比率は３０％以上を目標とし、その積極的

選任に努めると定めております。 

      残念ながらまだ３０％の目標は達成しておりません。しかし、目標達成に向けて徐々に

ではありますが女性委員の登用は向上してきております。 

      参考までに、毎年４月１日現在で実施しております附属機関等の委員構成に関する調査

結果における女性委員の構成比をご紹介いたしますと、平成２７年は２３．５％、平成２

８年２３．７％、平成２９年２４．２％、平成３０年２５．７％となりまして、女性構成

比は年々ではございますが上昇してきております。 

      附属機関にはさまざまな委員や協議会などがございます。そして、それぞれの機関の事

情がございますので、一律に３０％以上の女性委員で構成するというのが困難な場合もご

ざいます。しかしながら、今後についてもこの要綱に定められた女性構成比３０％以上を

念頭にいたしまして、女性委員の積極的な登用に努めてまいりたいと考えております。以

上です。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） さらなる努力をお願いしたいと思います。 

      次に、男女共同参画基本法が制定された理念は、同法の前文に、「我が国においては、

日本国憲法に個人の尊重と法の下の平等がうたわれ、男女平等の実現に向けた様々な取組

が、国際社会における取組とも連動しつつ、着実に進められてきました。なお一層の努力

が必要とされています」と、我が国の男女平等が国際社会からおくれていることを示唆し、

さらに前文では、「男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかか

わりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現は、緊

要な課題となっている」として、男女共同参画社会の実現は急がなければならないと明示

し、「男女共同参画社会の実現を二十一世紀の我が国社会を決定する最重要課題と位置付

け、社会のあらゆる分野において、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の推進を

図っていくことが重要である」とも明記しています。男女共同参画社会がいかに我が国に

おいて重要で必要性が高いか推察できる内容の文言だと思います。 

      男女共同参画基本計画は、まさに多くの自治体で策定されています。それぞれの自治体

にはそれぞれの環境があります。男女共同参画基本計画策定に向けて解決しなければなら

ない問題は多くあると推測いたします。 
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      町が今後、男女共同参画基本計画策定に向けて重要な課題と捉えているものには、どの

ような事柄を想定しているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 男女共同参画社会実現に向けた重要な課題としましては、まず男女の

意識を変えることが重要と考えております。長年の歴史の中に培われた男女の意識は、職

場、学校、地域、あらゆる場面に存在しております。それを変えることが重要な課題と考

えております。 

      そのために、男女共同参画社会実現に向けて、先ほどお話ししたとおり毎月の広報に男

女共同参画に関する題材を掲載し、まずは男女共同参画を理解してもらうことだというふ

うに思っております。まだまだ住民の中には男女共同参画社会について理解されていない

方が大勢おられると思います。多くの方々に理解していただくように啓発活動を今後も続

けていかなければと考えているところでございます。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 長い歴史の中で培われた習慣や風習をみずから変えることは困難かと思い

ます。男性優位の時代から男女平等の社会づくりは各人の思考や意識を変えることであり、

それには長い時間が必要となるのではないでしょうか、そのとおりだと思います。 

      日本は、第二次世界大戦の終結により社会制度が大きく変更されました。しかし、男女

平等の意識改革までは完全に変えることはできなかったと理解いたします。終戦から７０

年以上の歳月が過ぎ、先進国での男女共同参画社会形成はそれぞれの国の歴史、あるいは

日常生活の中では既に定着しています。先進的国際社会の中で、男女共同参画社会形成が

おくれているのは、我が国ではないでしょうか。古い習慣や風習を全て変えるのではなく、

男女が１人の人として認め合い尊重し合う、心の改革と言っても過言ではないと思います。 

      女性の社会進出による経済の活性化や地域社会の発展を鑑みれば、早い時期に男女共同

参画社会を実現しなければいけないのではないでしょうか。 

      お尋ねいたします。地域社会の中に男女平等の意識を強く啓蒙するには、積極的な行動

が不可欠と思われますが、行政の見地からはどのようなお考えをお持ちでしょうか、お尋

ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 今後の対応としては、策定された男女共同参画基本計画をもとに、町

のあらゆる分野における活動に、男女の性別にかかわりなく誰もが参画することができる
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機会が確保され、ともに責任を担うべき社会となるよう周知、広報に努め、男女共同参画

に関する講演会などを町単独でも実施するように検討していきたいと考えております。 

      また、男女共同参画基本計画の策定後も、定期的に男女共同参画推進協議会を開催し、

見直し、検討し、より実効性の高いものにしていかなければと考えているところでござい

ます。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 次の今後の計画はという質問でございますけれども、先ほどの課長の答弁

が、多分そうかと思いますので、割愛させていただきます。 

      次に、学校を取り巻く問題についてですが、現在町の小中学校の児童数は小学校１，３

９６人、中学校６８７人、総計２，０８３人だと認識していますが、県内でも上位に位置

しています。生徒数が多ければ、問題も多種多様な問題が発生していることと推察いたし

ます。しかし、これらの問題を的確に解決しなければ安心して学ぶことはできません。 

      「子供を育てるなら吉岡で」のキャッチフレーズを名実ともに達成しなければいけない

のではないでしょうか。その項目の一つに、学校に関する問題も関係してくると思います

ので、関連する幾つかの問題についてお尋ねいたします。 

      まず、最初に生徒指導でございますが、各地で人口減少問題が議論されている中、吉岡

町では人口が増加しています。学校の生徒数も増加し、教室不足の問題も発生する事態に

なっています。子供の数がふえれば生徒指導にも多くの問題が派生することは想像できま

す。教職員の皆様のご苦労に感謝するのみです。 

      しかし、最近の学校行事で疑問を感じる事柄が見受けられました。小学校の卒業式の服

装です。服装は自由と言われているが、義務教育の中での行事でございます。節度ある服

装であるべきではないでしょうか。以前の議会でも質問があり、改善するとの答弁があり

ましたが、その後、生徒、保護者への指導は行き届いたのでしょうか。関係者にはどのよ

うに対応していただいたのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 生徒指導についてということでご質問をいただきました。６月議会でも教

育委員会から答弁させましたが、学校運営上、卒業式において、卒業生の華美な服装は控

えていただくという小学校の考え方を確認した上で、ＰＴＡ本部役員への働きかけや学校

通信などを活用して、保護者に対して継続的に呼びかけを行っております。 

      今後も、子供たちが式典当日に困惑したりせず、学び舎を育つ子供たち全員が納得のい

く卒業式になるよう、学校の考え方をさまざまな場で根気よく保護者の皆さんに伝えてい
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きたいと考えております。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） よろしくお願いしたいと思います。 

      次に、学校体育館についてでございますけれども、体育館の空調施設についてお尋ねし

ようといたしましたが、先ほどの五十嵐議員の質問と同様な内容なので割愛させていただ

きたいと思います。 

      次に、中学校部活動についてですが、県教委の教職員の多忙化解消に向けた協議会が、

教職員の多忙化解消の具体策として、勤務時間の把握を徹底することや、部活動の休養日

を明確に設けることなどの提言をまとめたとした記事が１月３１日の上毛新聞紙上に紹介

されました。 

      ３月には、中学校での適切な運動部活動の運用に向けたスポーツ庁の指針案が出されま

した。これによると、中学校での部活動は、学期中の活動時間は平日２時間、休日は３時

間程度、週２日以上の休養日を設けるとのことです。 

      企業での働き方が見直されている中、教職員の働き方改革の改善すべき大きな要因とし

て、部活動からの負担軽減などが問題となり、県教委もそのことを指摘しています。教職

員は、本来の仕事は何か。休日もほとんどなく、部活動に専念しなければならない教職員

は、本来の業務に支障が出ているのではないでしょうか。 

      半面、部活動は戦後の青少年健全育成を目的に授業と課外活動で奨励されました。県で

も東京オリンピック高揚ムードの中、県内での大きな大会の開催が決まり、選手強化策が

叫ばれ、高校を含め各中学校でも部活動が盛んになったようです。現在、スポーツは子供

たちにとって憧れの目標になっている事実も見逃せません。スポーツに対する本人の思い

や保護者の思いは強いのではないでしょうか。県内のスポーツ環境を見れば、スポーツ専

門の組織に指導を委ねることは、経済面や学校環境の面からもいろいろな問題があるので

はないでしょうか。 

      中学、高校の部活動は、制度を改定すればよいとするものではなく、多くの課題を解決

しなければ制度の改定は困難ではないでしょうか。 

      ことし６月５日より、上毛新聞紙上に１０回にわたり「部活が変わる」と題して中学、

高校の部活に対しての記事が紹介されました。また、さらに７月２９日より、同じ題名の

第２部として１０回、さらに９月４日から６日までの３回、計２３回の連載で部活につい

て掲載されました。 

      記事の中からは、部活動の歴史や現状を見れば問題の解決に幾つもの課題があることは

理解できました。しかし、これでは教職員の働き方改革はできません。教職員も人として
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の権利や義務もあります。家族もいます。働き手として、現在の教職員の多忙解消は急務

ではないでしょうか。 

      町の中学校の教職員の勤務実態はどのようになっているでしょうか。また、県教委の指

摘のように業務多忙とすれば、中学校の部活動に対して、町教育委員会はどのように提言

しようとしているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 町の中学校の教職員の勤務実態をということですが、町教育委

員会では、教員の多忙化解消に向け、今年度から国と県、町の予算で、配布物の印刷や会

議の準備など事務事業を代行するスクールサポートスタッフを２名配置し、運用を開始し

たほか、中学校には部活動指導員を１名配置し、専門的な指導が必要で現状の吉岡中学校

の教職員では負担だった陸上部の指導を手伝ってもらっております。 

      そのほかにも、昨年同様にスポーツエキスパート事業による活動の外部講師としまして、

７部９名の方にも応援をいただいているところでございます。 

      町教育委員会では、今年度より教職員のパソコンを利用した勤務時間調査を行っており

まして、休日も部活動指導があるという職務上、勤務時間が多くなってしまうという現状

はありますが、今のところ吉岡中学校の教職員の勤務時間の実態としては、他市町村の中

学校教職員よりも良好な結果が出ていると聞いております。 

      また、中学校の部活動への提言はというご質問ですが、吉岡中学校の実態と国、県の動

向を踏まえ、本年６月の定例教育委員会で適正な部活動の運営に関する方針を定めさせて

いただきまして、中学校ではそれに基づき現在対応を進めているということになります。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 次に、中学校の運動部の練習環境についてお尋ねいたします。 

      昨年１２月２０日に藤岡中央高校でハンマー投げのハンマーが頭に当たり、２年生の男

子生徒が亡くなりました。狭いグラウンドでの悲しい事故でしたが、吉岡中学のグラウン

ドでも起こり得る事故ではないでしょうか。 

      中学校の部活で、以前、野球部とソフト部が背中合わせで練習をしていました。その間

を陸上部が練習している姿を見たことがあります。重大な事故につながる危険性は大きい

です。 

      以前にも質問したと思いますが、その後を含め、過去の校庭での部活動中での事故の有

無はどうでしょうか。町では把握していると思いますが、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 
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              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 吉岡中学校校庭における事故の発生状況についてでございます

が、昨年度は２件、今年度もこれまでに１件発生しています。 

      事故の内容としましては、野球部の打球がソフトボール部員に当たるというものでした

が、いずれも保健室での対応で済んでいるようでございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 大事に至らなくてよかったなというふうに思います。 

      現在、町の中学校での校庭での運動部の利用状況はどのようになっているのでしょうか。

また、事故を起こさないための予防策も既にあると思いますが、校庭利用のルールはどの

ようになっているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 土曜、日曜日の使用につきましては、利用調整により同時に練

習を行わないようにしているほか、ボールが飛んだときには必ず大きな声で知らせるなど

の対応をとっているということでございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 学校施設管理者は、細心の注意を払い、管理し、子供たちの部活動を支援

していただいていると思いますが、生徒数に対する校庭の面積は狭いのではないでしょう

か。八幡山運動公園の早期完成が待たれますが、完成までの計画をお尋ねいたします。 

      また、八幡山運動公園の完成により、中学校の校庭の利用はどのように変わるのでしょ

うか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 八幡山運動公園の整備計画はということでございますが、整備

予定地にあった文化財事務所等の移転は完了したものの、今後、吉岡中学校の校舎増築工

事や駒寄小学校の体育館建設工事など、教育関連施設だけでも大きな事業がこれから控え

ている状況でありまして、速やかに事業着手するということは困難ではないかと考えてお

ります。 

      しかし、議員が心配されるとおり、中学校での校庭での野球部とソフトボール部の同時

利用は、安全確保の点で非常に心配でもありますので、現在、教育委員会では八幡山グラ

ウンドの南側の町有地を有効活用し、吉岡中学校ソフトボール部の練習場としても活用可
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能な仮設広場の整備を考えているところでございます。 

      完成しますと、現在の校庭を野球部が利用し、ソフトボール部は仮設広場で練習できる

こととなりますので、生徒の部活動中の安全が確保されると考えております。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） けがのないよう、よろしく配慮をお願いしたいと思います。 

      それでは、次の質問。２０２０年度、学習指導要領改訂についてでございますが、幼稚

園教育要領、小中学校学習指導要領が２０２０年度より改訂となるようですが、その内容

は現在の指導要領と全く異なり、知識の暗記ではなく、思考力の重視とのことですが、具

体的には現在とどのように変わるのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 学習指導要領は、全国どの地域で教育を受けても一定の水準の

教育が受けられるよう、各学校が教育課程を編成する際の基準として国が定めるものであ

りまして、おおむね１０年ごとに改正が行われております。 

      次期の学習指導要領は、小学校においては平成３２年度、中学校においては３３年度か

ら全面実施となります。小中学校の完全実施に向けて、円滑な移行のために、小学校は平

成３０年、３１年度に、中学校は平成３０年度、３１年度、３２年度で内容に一部加える

等の特例を設けるよう、国により方針が示されております。 

      それぞれ教科ごとに示されておりまして、まず総則、総合的な学習の時間、特別活動に

つきましては、教科書の対応を要するものではないため、３０年度から新学習指導要領で

実施となります。 

      次に、指導内容や指導する学年の変更などを定めている教科は、指導内容の欠落が生じ

ることのないよう特例を定めておりまして、小学校の教科では国語、社会、算数、理科、

中学校では国語、社会、数学、理科、保健体育の教科がこれに当たり、それ以外の教科で

小学校は生活、音楽、図画工作、家庭、体育が、中学校では音楽、美術、技術、家庭、外

国語については新学習指導要領によることができることとなります。 

      また、道徳につきましては、平成２７年３月の一部改正によって、小学校では平成３０

年度、中学校は平成３１年度からの教科化が決まっているところでございます。 

      それから、小学校における外国語についてですが、３・４年生は外国語活動、５・６年

生は教科として外国語科を加えて、必ず取り扱うこととされております。 

      小中３校ともに、国が示した移行措置内容に沿っての準備を現在進めているところでご

ざいます。 
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議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） この改定に伴い、大学の入試内容も変わっていくようです。既に大学入試

対応に対して、一部学校では改訂される指導要領に沿って授業内容を変更しているとのこ

とです。従来と異なった教育環境の変更は、すぐに子供たちに受け入れられるとは理解し

がたいです。 

      町では、この指導要領改訂に対して、どのように対応しようとしているのでしょうか。

このたびの指導要領改訂には日本の国運が託されている改訂でもあるとの声も聞かれます。

指導すべき教職員の対応、それを指導する国や教育委員会の対応、大きな問題かと思いま

すが、これらに対応すべき準備は町ではできているのでしょうか。国、県からの指導はど

のようになっているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） このことにつきましては、先ほど国、県からの指導はというこ

とで答弁させていただきました。申しわけありません。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） ちょっと違った意味でお尋ねしたんですけれども、まあいいです。 

      このたびの学習指導要領の改訂については、保護者への理解は求めなくてもよいのでし

ょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 学習指導要領は、先ほど申し上げましたが、国が中央教育審議

会からの答申を受けて策定しているもので、全国どこの地域で教育を受けても一定の水準

の教育が受けられるよう、各学校が学習指導要領に基づき教育課程を編成するものとなり

ます。町も、国が示した基準に沿って、各学校がカリキュラムを編成しておりまして、町

独自ではないので、教育委員会があえて保護者に理解を求めることは要しないものと考え

ております。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 教育の問題は、大変いろんな問題があると思います。今後とも、教育委員

会でできることはなるべくお願いしたいと思います。 

      次に、１８歳成人についてですが、今政府は２０２２年までに成人年齢を２０歳から１
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８歳に引き下げ、女性の結婚年齢を１６歳から引き上げ男女ともに１８歳とする民法改正

案を閣議決定し、国会に提出しました。対象となる子供たちは、現在の中学２年生となり

ます。 

      既に選挙権年齢は１８歳以上に引き下げられました。明治小学校では、毎年模擬議会を

体験しています。選挙も含めた議会制度の教育の一環だと思いますが、実際の議場等を見

聞することは貴重な社会学習の一環ではないでしょうか。 

      ２０１６年に１８歳選挙権が導入された最初の国政選挙、これは参議院選挙でございま

すけれども、投票率は１８歳が５１．２８％、１９歳が４２．３％でした。また、昨年の

衆議院選挙では、投票率は１８歳が４７．８７％、１９歳が３３．２５％で、初めての国

政選挙を経験した２回目の選挙でしたが、投票率は下がりました。 

      この原因は、最初のときは各学校での指導が大きな影響をもたらしたようですが、衆議

院では投票に対する教育が足りなかったとの学校担当者の談話がありました。政治的中立

に立った指導は難しいようですが、教育の必要性は大きな効果が明らかになっています。 

      全ての法律が１８歳に引き下がって適用することではありません。喫煙や飲酒は２０歳

のままです。町の教育委員会では、このような法律の改正を子供たちに対してどのような

啓蒙活動を行うのか。関係者に働きかけるのか、または行おうとしているのか、お尋ねし

ます。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） ２０１６年に選挙権の年齢が１８歳に引き下げられており、参

政権を行使する能力を国が認めた以上、民法上の判断能力もあると認めることに合理性は

あると考えております。 

      また、少子高齢化が進む中にあって、将来を担う若者に、より重要な役割を果たしても

らうことは社会に活力を与えることにもなると考えております。 

      ただ、１８歳成人が実現すると、高校３年生で成人になる生徒が出てきます。 

      町の教育委員会としては、１月に実施している成人式について、受験生の参加は大変難

しいことなどが懸念されておりますので、実施方法や実施時期については今後検討が必要

かと考えています。 

      また、議員質問の啓蒙活動として、関係者の働きかけ等につきましても非常に難しい問

題であると考えておりますので、教育委員会のみならず町全体でじっくりと取り組んでい

かなければと考えているところでございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 
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１ ３ 番（山畑祐男君） これは大きな問題ですので、よろしくお願いしたいと思います。 

      次に、大型商業施設進出についての質問ですが、大型商業施設進出計画に対して、町の

対応についてお尋ねいたします。 

      大型商業施設進出計画の進捗状況と町の対応でございますが、大型商業施設ジョイフ

ル・ホンダが駒寄インター東側に進出する計画が進められています。施設側の計画では、

２０２０年秋のオープンに向けて各種手続を進めているようですが、この進出計画の内容

について、施設の形態あるいは店舗面積等の内容ですが、町で把握している内容を明示で

きる範囲内でよいのですが、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 山畑委員のほうから３番目の質問として、大型商業施設進出についてとい

うことで質問をいただきました。 

      大型商業施設ジョイフル・ホンダの開発事業について、町としてはその受け皿として都

市計画手続の協議を各関係機関と進めております。 

      また、駒寄スマートＩＣの大型車対応化事業の完成が平成３２年９月の予定となってお

り、その時期に合わせて開業が可能となるよう、町としても最大限の努力を行っていると

ころでございます。 

      また、開発事業計画の概要についてですが、開発面積は１３．２ヘクタール、その内訳

として、建設面積３．９ヘクタール、駐車場面積５．０ヘクタール、通路３．０ヘクター

ル、道路・緑地１．３ヘクタールであります。主な施設としては、ホームセンター、資材

館、食品店舗、駐車場となっております。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） かなり大きな計画かと思います。 

      また、これに対して、大型商業施設進出に伴う道路網の整備ということでございますが、

大型商業施設は駒寄インターの東に建設予定でありますが、既に新田町と千代田町にあり

ます商業施設の利用者数は、曜日にも異なりますが、周辺の交通状況に多くの影響を与え

るほどであると聞いています。 

      駒寄インター東側に建設予定の同施設の道路対策は、どのように計画しているのでしょ

うか。混雑状況によっては、緊急車両や一般車両、地域住民の皆様の生活に何らかの影響

が出る可能性があるのではないでしょうか。これらの課題を前提とした周辺の道路網の整

備はあるのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 石田産業建設課長。 
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              〔産業建設課長 石田哲保君発言〕 

産業建設課長（石田哲保君） 大型商業施設ジョイフル・ホンダが開業した場合、特に休日の周辺交

通量がふえ、渋滞してしまうことが懸念されます。 

      このため、町では開発地への北側からのアクセス道路として町道熊野吉開戸線の拡幅整

備を予定しています。 

      また、ジョイフル・ホンダにおいて、駒寄スマートインターから直接的な来場が可能と

なる道路整備を検討しており、関係機関との協議が進められているところでございます。

以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 今の答弁でございますけれども、今後また変更が出るかなというふうには

考えておりますので、そのときはよろしくお願いしたいと思います。 

      また、経済効果についてですが、町には既に幾つかの大型商業施設が進出していますが、

今進出が予定されている商業施設は、先ほどの説明があったように１３．２ヘクタールの

広さとのことでございます。町では最大の商業施設と思われます。 

      施設周辺にも幾つかの商業施設が進出されてくるとうわさされていますが、経済効果も

大きいのではないでしょうか。 

      また、既存の商店が同店内に出店できれば、大きな成果が得られるのではないでしょう

か。雇用の面でも大きな成果が出ることが予想されます。 

      これらを含めて、町ではどのような経済効果を期待しているのでしょうか、お尋ねいた

します。 

議  長（馬場周二君） 石田産業建設課長。 

              〔産業建設課長 石田哲保君発言〕 

産業建設課長（石田哲保君） 大型商業施設ジョイフル・ホンダの開発計画では、新規雇用として１，

０００人が見込まれています。 

      また、駒寄スマートインターに直結するという抜群の立地状況から、県内外から年間で

６００万人以上の集客が見込まれています。 

      町では、この期待される交流人口の増加を最大限生かせるよう、町の観光、特産物情報

の発信機能の強化や特産物などの売り場の確保に向け、ジョイフル・ホンダと協議を進め

ているところです。具体的な経済効果の数値の算出はできませんが、数億円規模の経済効

果を期待しているところであります。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 
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１ ３ 番（山畑祐男君） 今の答弁のように、かなりこの施設については大きな経済効果が望めるか

なと思いますので、町でも活用していただければありがたいというふうに思っております。 

      次の質問、防災の取り組みについてですけれども、昨日の北海道の地震、または台風２

１号、あるいは関西の局地的集中豪雨がありましたけれども、県内でも例外ではないと思

います。 

      ８月１７日に、上毛新聞社主催による防災・減災シンポジウム「いつかの地震に備え

る」を拝聴させていただきました。中島県土木部長の挨拶により開会されたシンポジウム

は、平安時代の弘仁地震の紹介から群馬県の地震災害の特徴と家庭でできる備えまで、自

然災害についての講話がありました。講話の中で、「災害では人と人とのつながりが一番

大切であると感じている」とのお話が、東日本大震災被災者のパネリストからありました。 

      町では、昨年、全地域を対象とした避難訓練が実施されました。自然災害に対しての町

の取り組みは評価するものがありますが、さらなる対策が必要と思われます。例えば、保

育園や小中学校の災害用備品の種類とその量、人と人とのつながり、各地域の避難所の安

全性、送電線の地中化などなど、見直しや改善すべき制度や場所は多々あると思われます。

特に、人と人とのつながりについては、日常生活の中で培われるのではないでしょうか。 

      自治会ごとに防災訓練が行われていますが、町では今後、自然災害に対しての減災・防

災の対応策をどのように計画し、実行しようとしているのでしょうか。地域防災計画との

関係も含めてお尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） ４番目に、自然災害に対する町の対応ということでご質問いただきました。 

      全国で大規模な自然災害が発生している状況で、町はさらに防災・減災に努めていかな

ければならないと考えているところでもあります。また、住民の皆様も、そうした自然災

害の状況を目にして、自分の身は自分で守る、いわゆる自助の意識も高まってきているよ

うに感じているところでありまして、町は必要な防災・減災対策を行っていかなければと

考え、今年度ハザードマップを作成し、全戸に配布することを予定しております。 

      また、前年度より事業を開始しております防災無線デジタル化事業も進めてきていると

ころでもあります。詳細につきましては、町民生活課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 現在、局地的集中豪雨等、災害が発生するおそれがある場合には、県

の防災情報システム、気象庁防災情報システム等から災害情報が伝達され、それによって

災害情報対応職員初期行動マニュアルに沿って職員を動員し、災害対策本部を速やかに設
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置し、そして避難準備情報等の情報を住民に伝達することとしております。 

      その伝達方法も、防災行政無線、よしおかほっとメール、町内エリアの緊急速報メール、

また県の総合防災情報システムＬアラートを使用して、ご家庭にあるテレビやラジオ等で

住民に伝達することとなります。 

      また、避難所の対応につきましては、自主避難等の対応等として、吉岡町コミュニティ

センターなどを早期に開設することも考えているところでございます。 

      しかし、自然災害に対する減災・防災対策では、一番大切なことはやはり人と人とのつ

ながりでありまして、災害が発生した場合には隣近所の助け合いが非常に重要と考えてお

ります。地域防災計画にもあります防災知識普及計画をもとに、防災知識の普及に努め、

自分らの安全は自分らで守るという意識の高揚を図りたいと考えております。そうしたこ

との一つとして、今後も総合防災訓練の実施や自主防災組織等の訓練協力等も考えておる

ところでございます。 

      また、学校における防災対策として、学校長を初め教育委員会の関係者と防災訓練の協

議等も行っておるところでございます。そうした一つ一つの対応が自然災害に対する減

災・防災につながるものと考えております。 

      また、地域防災計画については、今後も検討を進めているところでございます。以上で

ございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） ありがとうございます。地域防災計画のお話がちょっとありましたけれど

も、これは災害対策基本法第４０条に基づき、県防災会議を経て、ほぼ毎年修正すること

になっていると思います。群馬県内では９つの自治体が、少しこれがなされていないよう

です。その中に吉岡町も入っているようなので、今後注意していただきたいと思います。 

      次に、家庭ごみについてですが、家庭ごみのごみ出しについては特に問題なく行われて

いると思いますが、改善の余地はないんでしょうか。これらについて、幾つかお尋ねいた

します。 

      分別ごみについてですが、町では現在、ごみは大きく分けて、燃えるごみ、燃えないご

み、ペットボトル、空き瓶、粗大ごみの分類に分けて収集しています。粗大ごみは年間の

数回ですが、他のごみは毎月定められた曜日に収集しています。特に問題はないように思

いますが、資源の回収を考慮すれば、燃えないごみについては現在の方法でごみ出しをし

てよいのでしょうか。ごみの分類は細かく分類している地域もあるようですが、最低でも

金属類とガラス片、陶器類等に分類したほうが、資源の再利用に適しているのではないで

しょうか。町の考え方をお尋ねいたします。 
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議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 最後に、分別ごみについてご質問いただきました。 

      分別ごみについては、資源を再利用することで、年々資源の消費が抑制され、環境への

負担ができる限り低減される社会、循環型社会を目指して、平成１２年度から、容器包装

ごみのうち、ペットボトル及び瓶類の選別を住民の皆様にご協力していただいているとこ

ろでございます。 

      今後も、ごみの減量化の一つとして、資源の再利用として、ごみの分別のご協力をお願

いしたいと思っているところでございます。詳細につきましては、町民生活課長より答弁

させます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 補足説明をさせていただきます。 

      平成９年に本格的に施行された容器包装リサイクル法によって、現在毎月２回、分別ご

みとしてペットボトル、瓶類（無色、茶色、その他）に分別し、収集しているところでご

ざいます。 

      分別品目をふやすことは、リサイクルの促進につながることになることはもちろんです

が、ごみの減量につながることでもありますので、今後、渋川広域組合及び渋川市、榛東

村と協議しながら、取り組むべき課題と考えております。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） よろしくお願いします。 

      次に、ごみに対する問題点ということでございますけれども、ごみを収集所に出す場合、

燃えるごみと燃えないごみは、指定された専用の指定袋が利用されていますが、ペットボ

トルと瓶類は指定の専用箱に入れます。しかし、各家庭内でのごみのストックは、燃える

ごみと燃えないごみはそれぞれの指定の袋に、ペットボトル、瓶類についてはそれぞれの

家庭が工夫し、さまざまな容器に保管しています。ペットボトル、瓶類については、収集

場所までのその都度、さまざまな容器が使用されています。 

      ペットボトル及び瓶類の保管は、利便性と衛生面から見ると、決められた容器があれば

よいのではないでしょうか。 

      袋を数年前に町から各戸に配布したことがありましたが、年数とともにその使用が激し

い状態となっておりますので、傷んでおります。１つ当たりの単価はわかりませんが、再

度その専用の袋を配布できるのならば配布していただきたいと思うのですが、いかがでし
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ょうか、お尋ねいたします。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） ペットボトル及び瓶類の各家庭での保管についてですが、現在転入者

に対し、ペットボトル及び瓶類、それぞれを保管するための袋を配布しております。また、

住民の方から袋が古くなったという相談を受けた際には、新しい袋を窓口にて配布してい

る状況であります。予算等の関係もありますが、今のところ窓口での配布に対する対応を

継続していきたいと考えておるところでございます。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 山畑議員。 

              〔１３番 山畑祐男君発言〕 

１ ３ 番（山畑祐男君） 袋については予算もあると思いますが、なるべく全戸配布、再度していた

だければと思います。 

      次、まだあるんですけれども、時間の関係で、私の質問はこれで終わらせていただきま

す。どうもありがとうございました。 

議  長（馬場周二君） 山畑祐男議員の一般質問が終わりました。 

      ここで昼食休憩をとります。再開を１時といたします。 

          午前１１時５０分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後 １時００分再開 

議  長（馬場周二君） 昼食休憩に引き続き、会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（馬場周二君） １０番飯島 衛議員を指名します。飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君登壇〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） それでは、通告に基づきまして、一般質問をさせていただきます。 

      まず、その前に、昨日の北海道大地震、震度７ということで、東日本に匹敵するような

大地震でございました。まだまだ被害の全貌はわからないわけでございますが、被災され

た方々にお見舞いを申し上げるとともに、亡くなられた方々には改めて哀悼の意を表した

いと思います。 

      それでは、質問のほうに移らせていただきます。４項目にわたって質問をさせていただ

くわけでございますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

      まず、子育て支援についてでございます。 

      ことしの４月から７月にかけて、私たち公明党の議員が、全国で１００万人訪問・調査

運動を実施いたしました。その中で、子育て、介護、中小企業、防災・減災についての調
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査を行ったわけですが、その中で特に子育てに関してのアンケートの結果では、将来の進

学などの費用が不安な方が４６．７％、現在の授業料、保育料などの負担が重いという方

が１３．７％といった回答を合わせて、７４％の方が学費などの教育費の負担に不安や悩

みを抱えていることがわかりました。 

      また、子育てと仕事の両立に関しても、今は働いていないが今後働きたいという方が１

６．５％、労働時間が長過ぎるという方が１３．３％、時間単位で休暇をとりたいという

方が８．７％など、柔軟な働き方を求める声が寄せられました。 

      また、しつけなど２４時間相談できるプロがいれば、親として自信が持てるようになる

などの意見もありました。 

      私も町内２００人の方に訪問させていただきましたが、やはり学費、保育料、塾などの

費用が重い、子育て方法やしつけに自信が持てない、子供の行事のとき仕事が休みづらい、

子供が学校でうまくやれるか不安などの声が寄せられました。本当に今、若い親御さん、

大変な悩みを抱えているのが実態でございます。 

      また、去る８月２９日の上毛新聞には、来年の秋から消費税が１０％に値上げとなると

ともに、幼稚園、保育園の無償化の記事が載っておりました。そして、私立高校、大学、

専門学校などの教育費の負担を軽減する政策なども着実に前進しているようでございます。 

      そういった中、一層の子育て支援ができないかということで、以下の質問をさせていた

だきます。 

      今、吉岡町にも新入学児童生徒学用品等の就学援助というのがございますが、やはり入

学前の支援でございますので、できれば入学前の支給がよいのではないかということで、

町の取り組みをお伺いするものです。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 飯島議員のまず初めの質問ということで、新入学児童生徒学用品等の就学

援助の入学前支給をということでご質問をいただきました。 

      就学援助制度は、経済的な理由でお子様に義務教育を受けさせることが困難な保護者の

方に、学校生活で必要な費用の一部を町が負担する制度であります。 

      町教育委員会では、援助を希望する保護者の方の申請に基づき、ご家族の状況、学校長、

民生委員等の意見を判断して認定し、認定となった場合には７月、１２月、３月の各学期

末に支給されていることとなります。 

      議員が言われるとおり、県内で新入学児童生徒の学用品費に関して、入学前に支給する

取り組みが広がっていることは認識しております。吉岡町としても、前向きに検討を進め

ていきたいと考えているところでもあります。 
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議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 今、町長の答弁で、前向きなということで答弁をいただきました。文科省

のホームページのほうで、平成２９年度の就学援助制度ということで、この制度のダウン

ロードをさせていただいた資料の中には、群馬県の３５市町村の中で９の市町村が２９年

度より入学前支給をしている、また３０年度の新入学分より予定しているということで、

９件ほどありました。そして、なおかつことしの３０年度から新規になったのが、前橋市、

そして桐生市、みどり市ということで、３０年度から、要するにことしの４月からこれが

適用されたということでございます。 

      全国的に見ても、小学校で支給されているところが１，７５１市町村のうち７１１カ所、

４０．６％。そして、中学生では１，７４３市町村のうち８５６カ所の４９．１％という

ことで、着実に伸びているということで、今町長が答弁いただきましたので、できればち

ょうどこれから吉岡町も予算編成を組むところでございます。来年の４月からの実施とい

うことで、そういう方向では、町長考えられないでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 先ほども申し上げたとおり、前向きに検討したいと思っております。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 前向きな答弁ということは、そういう方向性でいかれるんだということで

理解をさせていただきます。 

      それでは、その次に、ロタウイルスワクチンの予防接種についての助成をということで

質問させていただきます。 

      これは、大林議員がことしの６月に議会で一般質問されておりました。私も平成２６年

の１２月議会で一般質問したわけですけれども、今回で２人合わせて３度目ということに

なりますが、６月の大林議員の質問に対する答弁では、予防接種の必要性は感じていると

の答弁でした。 

      発展途上国では、乳幼児の死因の１位がロタウイルスだそうでございます。日本は医療

へのアクセスがよいために死に至るケースは多くはないが、重症化する恐ろしい病気であ

ることに変わりはないとのことでございます。世界保健機関も、世界中の全ての乳児にロ

タウイルスワクチンを接種することを推奨しているそうでございます。また、イギリスで

は２０１３年にロタウイルスワクチンが定期接種され、症例の報告数が８４％も減少した

ということでございます。また、ワクチン接種の効果は子供の健康維持のみにとどまらず、



 - 111 - 

保護者が付き添いや欠勤することによって発生する労働損失額という経済的負担も減らせ

るとのことでございます。 

      予算が伴うものでございますが、最初の質問よりもう４年もたっておるわけでございま

す。また、大林議員が質問されたということは、知人の方で、聞いて大変な目に遭われた

知人がおって、それでこのワクチンの接種の助成をということで質問されたのではないか

と思います。このロタウイルスワクチン、高額ということでございますので、ぜひとも助

成のほうを考えていただければと思います。 

      また、今、ロタウイルス、よくこれを助成しているところの市町村を見ますと、ロタウ

イルスとおたふく風邪は両方セットのような形で助成しているところがございますので、

大林議員が６月議会でも、おたふく風邪の助成のほうも言っておりましたので、その辺も

ぜひ実施できないかということで町長にお伺いするものでございます。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましては、担当課長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 米沢健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 米沢弘幸君発言〕 

健康福祉課長（米沢弘幸君） 第２回定例会で大林議員から質問がありまして、回答としますと同様

になりますが、ロタウイルスの予防接種への助成については、ロタウイルスが国立感染症

研究所によると小児の死亡者、罹患者が最も多い原因の一つであるとされています。また、

初回感染時の症状が重いこと、接種可能期間が短いこと、また飯島議員からご指摘のあり

ました労働損失などから、予防接種の必要性は感じていますが、おたふく風邪も含め任意

予防接種の助成については、予算が伴うことから、他事業との兼ね合いにより考えていき

たいと思います。以上です。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 答弁が、大林議員に答弁した６月議会と全く同じということでございます

けれども、隣を例に出すのもなかなか嫌なものなんですが、榛東さんがやっているという

ことで、任意ですから、仮定の話をしてもしようがないと思いますけれども、大体どのく

らい予算がかかりそうなのか、ちょっとお聞きします。 

議  長（馬場周二君） 米沢健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 米沢弘幸君発言〕 

健康福祉課長（米沢弘幸君） ご質問にお答えいたします。 

      ロタウイルスの場合は、２回接種するパターンと、３回接種するパターンと２通りあり
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ますが、どちらをしても１万５，０００円程度の助成というところが多いです。それで、

吉岡で実施の場合ですが、今乳幼児が２５０人程度というふうに考えておりますので、掛

ける１万５，０００円ということで、３７５万円程度となります。以上です。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） このロタウイルスのワクチン接種予防ということは、これは私が個人で思

いついて言っているわけでもないし、よそがやっているからというんじゃなくて、やはり

こういったワクチンの助成は、吉岡に住んでいる若いお子さんをお持ちの方の親がそうい

うロタのウイルスワクチンの助成をやっている地域に住んでいて、そして娘さんが吉岡に

嫁いで、そして吉岡に住んで子供が生まれて、そうしたら「あら、吉岡にはこういうのが

ないんですか」というような声を聞いて質問をしているわけなんですね。金額的に、かか

ったとしたら３７５万円。確かに、予算決算常任委員会のときの町の助成金とか補助金の

一覧を見ますと、物すごい数、町は助成とか補助をしているのはわかるんですが、やはり

こういった助成補助というのは年々やはりふえていってしまうのが仕方ないのではないか

と思うんですが、町長、その辺の判断というか、英断というか、その辺は酌み取っていた

だきたいと思うんですが、町長見解をお願いします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 先ほど課長が答弁したとおり、予算が伴うことですから、他事業との兼ね

合いを考えまして考えていきたいというように思います。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） なかなか４年たっても予算、予算ということで、大変なというふうな状況

でございますので、それ以上ちょっと突っ込めないかなというふうに思いますので、次の

質問のほうに移らせていただきます。 

      ３番目です。祖父母手帳や子育て応援アプリで子育て応援をということでございます。 

      ９月２日の上毛新聞に記事が載っておりました。総務省の統計では、２０１７年度の県

内契約件数は約１９９万３，０００台と、ほぼ１人１台を保有する状況だ。インターネッ

トを活用する多機能のスマートフォン、スマホと言いますが、主流となり、コミュニケー

ションのあり方を初め、生活スタイルや産業、社会、教育などあらゆる分野に変革をもた

らし続けているということでございます。 

      また、２００８年のアイフォーンの国内販売を機にスマホ時代が到来、さまざまなサー

ビスを提供するアプリが開発され、動画や音楽、ゲームといった娯楽から電子マネーなど
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の金融取引、買い物、健康管理など、幅広い分野での活用が広がっているということでご

ざいます。このスマホは今、依存症等ございまして、若い子供たちが盛んに、夢中になっ

て画面に向かっているのが実態でございますけれども、実際はスマートフォンというのが、

テレビなんかで見ますと、中国なんかではスマホで決済するというようなことをやってお

りまして、ますますスマホの利便性が高まっているという時代でございます。 

      そうした中、吉岡町でも子育て中のお母さん方やそういった方がスマホを持っており、

働いているお母さん方が多いのも事実でございます。親に子供を見てもらったり、また仕

事で役場に子育て相談になかなか行けないということもあるでしょう。そういった方々の

応援グッズとして、祖父母手帳や子育て応援アプリというものがあるんですね。そういう

のを吉岡町も、珍しいものを取り入れるというんじゃなくて、少しでも便利なこういうア

プリというものを活用できないかということで質問するわけでございます。町長の見解を

お伺いいたします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましても、担当課長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 米沢健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 米沢弘幸君発言〕 

健康福祉課長（米沢弘幸君） 祖父母手帳と子育てアプリのご質問ですが、祖父母手帳につきまして

は、現在町は配っていないところですけれども、祖父母手帳自体は児童関連の書籍などを

扱う出版社などから購入可能ということでありますので、全員というわけにはいかないと

思いますが、希望する方がいれば配布といったようなことも可能かと思います。 

      ただ、祖父母手帳自身を購入するというような現在予算をとっておりませんので、予算

要求をした中で、そういう祖父母手帳の配布等できればいいかなというふうに感じており

ます。 

      続いて、子育て応援アプリについてなんですが、議員の質問にあったとおり、スマート

フォンの普及によって、今や手軽に子育てに関する情報や疑問を調べることができるよう

になりました。また、子育て応援アプリについては民間企業が数多く開発しており、授乳

の時間やお子様の測定記録、育児記録、予防接種のタイミング等、多種多様な機能があり

ます。 

      ただ、これだけ情報化社会が進んできますと、ネットにあふれる情報というのが多種多

様になりまして、どれがいいのか悪いのかというのもわからなくなるような母親も多くな

ってきています。そういった中で、生活に密着した身近な機関である自治体が直接発信す

る子育てに関する情報や育児支援サービスは、安心を与えるものでなければなりません。 
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      また、子育てアプリについては、情報発信がどうしても一方通行になってしまい、保護

者と保健師などの専門職との双方向でのかかわりが薄くなってしまいます。特に、新生児

訪問では、生まれたお子さんを観察しつつ、母親の様子にも気を配りながら相談を受ける

ことによって、保護者自身が気づかない育児疲れや子育ての問題点等を発見することがで

き、子育てアプリの情報だけで満足し、保健センターとの距離を置かれてしまう課題もあ

ると想定されます。 

      このようなことから、町では子育てアプリの導入については予定しておりませんが、情

報発信という意味で、今後も町のホームページや自治体ネットワークを通じ、適切な情報

発信を行うとともに、訪問活動による育児支援の強化に努めてまいりたいと思います。以

上です。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 祖父母手帳、これは予算をとって導入してみたいという話がございました。

やはり親御さんに子供を預けるなんていうことで、そこの世代間の子育てのギャップがあ

るので、そういうのを導入していただけるとありがたいと思います。 

      また、子育て応援アプリというのは、私はあくまでも補完的なものだと思うんですよね。

やはり今のこの時代、みんなスマホを眺めているような時代ですから、別に役場が一生懸

命、保健師さんとかが一生懸命手厚くやっているのはわかります。その仕事を別に要らな

くするんじゃなくて、あくまでも補完的な、そういった形の機能にする必要もあるんじゃ

ないかと。要するに、今のやっぱり若い人たちは、スマホ世代というか、高校生だか中学

生だかわからないですけれども、小さいときからもうスマホをいじっているから、スマホ

から全て情報をとりたいということで、確かにフェイクニュースだとかさまざまな情報が

飛び交っています。でも、そこの中で、町で町の情報を出してあげたり、何か機能によっ

てはそのアプリの中にいろいろ記録も、ワクチン接種した記録だとかそれも保存できるよ

うな機能もあるということでございますので、あくまでもこれは補完的な意味合いでとい

うふうに私は考えています。 

      また、時代の要請というんでしょうか、今の若い人たちがこれだけ、私も昨年からスマ

ホを一応持つようになったんですけれども、とりあえず今はもう、スマホなくしては生き

ていけないようなだんだん時代になりつつあるので、やはり補完的な意味で若い人たちの

ターゲットを絞ったような形で、子育て応援アプリみたいなのを導入していただきたいと

思います。 

      ちなみに、７月に茨城県の境町に視察に行ってきましたね。そこもやっぱり、子育て応

援アプリなんていうのをやっていまして、また電子母子手帳なんていうのがあるんですね。
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本当に新しいのをどんどん取り入れている町でございました。吉岡町も、また状況等鑑み

てやってもいいんじゃないかというふうな風潮になりましたら、ぜひ導入のほうをお願い

したいと思います。 

      祖父母手帳のほうは、そんなに費用もかからないようでしたら、これはどうしても大事

なことかと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

      それでは、続きまして、学校給食についてということでございます。 

      食物アレルギーでお弁当を持参している児童生徒の対処はということで質問させていた

だくわけでございますが、五十嵐議員が昨年の６月に議会で取り上げていました。かなり

細かに学校側とか町の取り組みとか、食育だとか、その質問等されておったんですが、そ

の中で食物アレルギーの子がお弁当を持ってきているということもお聞きしましたので、

とりあえずことしはまたちょっと日数がたっていますので、何人ぐらいアレルギーの子供

さんがいるか、各学校で何人ぐらいいるかちょっとお教えください。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 学校給食食物アレルギーということでご質問いただきました。この件に関

しましては、今給食センターのほうではこのアレルギーといったことは本当に慎重にやっ

ているのかなというようにも思っております。 

      今年度、食物アレルギーがあると申告した児童生徒は、全体で６８名となっております。

内訳といたしましては、明治小学校２４名、駒寄小学校２７名、吉岡中学校１７名となっ

ており、それぞれ原因となるアレルゲンは異なっているようでもあります。 

      詳細につきましては、教育委員会事務局長に答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 吉岡町給食センターの対応はということなんですが、給食セン

ターでは残念ながら除去食等を提供することはできませんので、毎日、保護者の方々に対

して、献立アレルギー対応表を配布し、ご家庭でそれを確認していただいた上で、それぞ

れ対応していただくこととなっております。 

      結果としまして、お弁当を一式全て持参する児童生徒は１名、お弁当を持参し牛乳のみ

提供する児童生徒が１名、牛乳にかわるもののみ持参する児童生徒は１１名で、そのほか

の児童生徒につきましては、アレルゲンとなる食材をそもそも学校給食では使わなかった

り、アレルゲンを含むものがメニューの１つであったりすることから、児童生徒それぞれ

毎日違う対応がとられているということになります。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 
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              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 今、弁当を持ってくる子が何人でしたか。１名。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） お弁当を一式全て持参する児童生徒は１名となります。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 随分人数的には減って、よろしいかなというふうに思います。五十嵐議員

が昨年６月のときには、６４人のうち２８人が弁当持参で、じゃあ残りの３６人の人はど

うしたんだろうということで質問したわけでございます。じゃあ、この１名の方だけが全

部自分で毎日弁当を持ってくるということですか。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 全部持ってくる子供は１名となりまして、町長説明でもありま

したとおり、メニュー一つ一つに対して、きょうの献立の幾つかのメニューのうち、ここ

にアレルゲンがあるという子は、その１つのメニューに対して、主菜だったりする場合に

ついてはその主菜をうちでつくって持ってくる、そういった子供もいらっしゃるという形

であります。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 理解しました。では、その１名の方、弁当を毎日持ってくるような人が１

名いるということで、給食費に関してはどういった扱いになっていますか。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 食物アレルギーのため給食が全く食べられない児童生徒からは

給食費をいただいておりません。また、牛乳についても同様となります。 

      ただ、献立の中の品目にアレルゲンがあるため部分的にお弁当を持参する児童生徒への

費用的な対応については、特に行っておりません。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） わかりました。 

      あと、アレルギーの対策なんですが、館林市でアレルギー対策の給食センターをつくっ

たなんていうふうに記事で見ました。吉岡町は今、給食センターが老朽化しておりまして、
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いずれは建てかえなければならないかと思います。そういったときには当然、アレルギー

対処の施設をつくらなければならないんだと思うわけでございますけれども、給食センタ

ー、とりあえずあとどのくらい補修しながら、建物の耐用年数というか、その辺ちょっと

お聞きしたいんですが。わかりましたらお願いします。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 議員の通告にはないことでございますけれども、今まで長寿命化というこ

とで、あちこち傷んでいるところを修理しながら対応してきておるところでございますけ

れども、もうそろそろ施設についても限界に来ているのかなと考えておりまして、先ほど

何人かの議員からもご質問ありましたけれども、学校施設のまず整備が差し迫っておりま

すので、その整備もある程度めどが立ったところで、給食センターもぼちぼち検討してい

かなければならない時期かなというふうには思っております。 

      当然、これを建てかえするということになりますと、アレルギー食も提供できるという

ことも、当然視野に入れて建設するということになろうかと思いますけれども、建設時期

につきましては今のところでは何とも申し上げることはできないというふうに思っており

ます。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 通告のない質問をして、答えていただきましてありがとうございました。 

      それでは、次に２番の食品ロスの対策と食育ということで、これも五十嵐議員がさんざ

ん質問しておったわけですけれども、先日もテレビで、カリスマ栄養士という人がいるん

ですね。東京都の文京区の金富小学校で栄養士をなさっている松丸 奨さんという３４歳

の方がいるんですね。ちょうどその人がテレビに出ていまして、そこの学校の給食を残す

子がいっぱいいて、そしてその対策として、江戸東京野菜で馬込半白キュウリという野菜

をその子供さんと育てて、そしてその体験が生きたのか、何か感激があったのかしれない

けれども、それで子供たちの食べ残しが９割も減ったという、そんなような話をちょうど

聞いたんですね。 

      そんな中で、今、食は世界中の人々にとって大事な限りある資源でございます。世界で

は、全人類が生きるのに十分な量の食べ物が生産されているにもかかわらず、その３分の

１は無駄に捨てられています。中でももったいないのは、まだ食べられる状態なのに捨て

られてしまう食品ロスです。 

      農林水産省によると、日本では年間２，８０１万トンの食品廃棄物が発生しており、こ

のうちの６４２万トンが食品ロスと推計されています。食品ロスの半分は事業者の流通販



 - 118 - 

売の過程の中で起き、もう半分は家庭での食べ残しや賞味期限前の廃棄などで発生してい

るということでございます。削減には、事業者の取り組みとともに、家庭での食品ロスに

対する意識啓発も問われています。飢餓、栄養不足で苦しんでいる人たちがいて、半面食

べ物を捨てているのが実態でございます。飽食の時代もきわまれりでございます。 

      町として、子供たちと親御さんにさらなる食育など啓発が必要と思いますが、町として

どのように取り組んでおるかお聞かせください。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 吉岡町では、平成２８年度から食育推進に関する実践給食調理

場の指定を受けまして、学習指導要領に明記されました学校における食育の推進に向けて、

栄養教諭及び学校栄養職員を活用した食育体制の整備と食に関する指導の充実について、

共同調理場と学校が連携した実践的な調理研究を行っております。 

      具体的には、ＰＴＡを対象とした給食の試食会とか、栄養士による講話、給食時間にお

ける食育指導や食育掲示板の活用、教科・特別活動等でのティーム・ティーチング授業、

給食センターホームページへ給食の紹介などを毎日載せるなどの取り組みを進めていると

ころでございます。 

      その成果としまして、給食の残量が１日平均７５キログラムであったものが６７キログ

ラムに減少するなどの効果が実際にあらわれているところでございます。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 今、事務局長の答弁の中で、食べ残しも減っておるということでございま

す。子供たちとの食育というのはどうでしたか。子供たちに対する食育。今、言いました

か。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 今、説明させていただいた部分については学校、要は給食セン

ターの取り組みという形で考えていただければと思います。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 冒頭、日本一のカリスマ栄養士の話をさせていただきました。子供たちに

実際に何か栽培させてみたり、そういう食物のありがたさみたいな、そういう教育という

か、体験というか、そういうのも必要かと思うんですが、教育長いかがですか。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 
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              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 子供たちはジャガイモですとかトウモロコシの栽培体験とか、そういった

こともしておりまして、それから両小学校の５年生の子供たちなんですけれども、認定農

業者の方々と、それから農業委員の連携によりまして、田植え、それから収穫作業、そう

いったことを体験していただいております。そういったことも食育活動につながっている

んではないかなというふうには考えております。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） どうもありがとうございました。 

      この食べ残し、どうしても好き嫌いがあったりするからゼロにはならないとは思うんで

すが、何か原因というか、要するに給食が余りおいしくないとか、パンがおいしくないと

か、そういう子供に対してのアンケートみたいなものは何かとったことはあるんでしょう

か。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） たしか昨年の１２月議会のころにもちょっと議会の中で説明が

あったかと思うんですが、実際の食生活アンケートというものを、今回の実践協力調理場

の指定を受けたことによってとったアンケートはあります。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） そのアンケートの中で、子供たちの意見の中で、パンがまずいとか、給食

のおかずをもうちょっといいおかずにしてもらいたいとか、何かそういう意見はなかった

んでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） アンケートの中では幾つか質問の項目をつくってあるんですが、

例えば「あなたは給食が好きですか」とか、あるいは「出されたものを残すことがありま

すか」みたいな、そういった質問をしております。それで、「給食は好きですか」という

部分については、「大好き」とか「好き」とかいう形の答えが、「大好き」が例えば、５

月、１２月に行っているんですが、５月のときには３３．６％、１２月のときには２９．

０％といった数字が出てきておりまして、例えば「好き」という答えを書いた人は、５月

４４％、１２月は４５．４％という形になっております。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 
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              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 本当にいろいろ学校のほうも取り組んでいるようでございます。今、子供

たち、これだけ食べ物がいろいろ豊富にあふれていると、やはり好き嫌いもできてもしよ

うがないのかなというふうに思います。 

      また、これは通告のほうには別にないんですが、食品ロスということで、議会を初め町

の懇親会とかそういうときに、私たちが率先して、今厚生労働省のほうで３０１０という

運動をやっているということでございます。宴会の３０分前は静かにまず食べて、３０分

たったら挨拶回りして、そしてお開きの１０分前にはもう一回残り物を食べるというよう

な運動が厚生労働省のほうで何か２８年ごろから始めたそうですが、全然広まっていない

というような認識をしています。ここにいる執行と議員が、まず食品ロスの先駆けとなっ

て、もったいない精神をまた思い出して、３０１０運動をしていければなというふうに思

って、次の質問に移ります。 

      遊具の維持点検管理についてでございます。 

      自治会にある遊具の維持点検管理及び費用の現状はということで、昨日終わった予算決

算常任委員会でもちょっと話題に上りました。もう一度、各自治会にある遊具の数を教え

ていただければありがたいと思います。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 遊具の維持点検管理ということで、何カ所あるかということでございます。

予算決算のときには１６カ所というようなことで私の認識、ちょっと違うかな。（「１

３」の声あり）１３だそうです。よろしいでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 自治会ごとに、もしわかれば。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 自治会ごとと今言われても、本当にこれちょっと書いていないんですけれ

ども、予算決算のときは大分質問していたので頭にあるんじゃないかというように思って

おりますが。（「再度」の声あり） 

      今、自治会にある遊具の維持点検管理及び費用の現状ということもうたってありますの

で、その件について今答弁したいと思っております。 

      自治会が青壮年部などで塗装するなどの維持管理を行っているという話もありますが、

費用等についてはそれぞれの自治会やその他団体で対応しておりまして、平成２９年度主
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要施策の成果説明書にも載っておりますが、小倉自治会は吉岡町集会施設等整備事業の補

助金により遊具の塗装工事を実施していると伺っております。 

      点検につきましては、ちびっこ広場などの遊具につきましては、決算で申し上げたとお

り、町こども福祉室において、児童遊園遊具委託料として、年１回、８万１，０００円で

点検を実施していると。先ほども申されたとおり、１３カ所ということでございます。 

      小倉に何件、上野田に何件というのは、ちょっと調べて報告をいたします。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 要するに、この自治会にある遊具で、町でつかんでいない公園というか遊

具はございますか。町でつかんでいないという。 

      じゃあ、ここでちょっとお聞きしますけれども、予算決算常任委員会のときに、陣場は

ちびっこ広場と小出神社の遊具というふうにお聞きしました。健康福祉課長から。それで、

陣場にあじさい公園という公園があるんですね。そこの遊具の維持管理、点検はどうなっ

ているのかなという形でちょっとお聞きしていて、そこはどこが掌握しているのか、それ

とも自治会で全部面倒を見るのかということをお聞きしたいんですけれども。 

議  長（馬場周二君） 米沢健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 米沢弘幸君発言〕 

健康福祉課長（米沢弘幸君） 健康福祉課のほうで把握しています、先ほど町長の答弁にありました

点検をしている遊具の箇所は１６カ所ありまして、そのうち１４カ所がちびっこ広場で、

２カ所に関しましては町の施設ということになっておりまして、先ほど議員が述べられま

したあじさい広場については、健康福祉課としては承知しておりません。以上です。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 健康福祉課で掌握していない、町で掌握していないということは、陣場の

自治会のものという認識でよろしいんですか。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 同じような形態が、陣場と小倉にあるかと思っております。それは、土地

使用料は町で持つと。そのほか、あのところに施設をいろいろなものをつくったあれは、

各自治会で管理していただくと。もちろん除草作業も全部、いわゆる各自治会でやってい

ただくというような形であの広場ができたのかなというようには私今感じておりますが、

小倉と陣場だと思っております。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 
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              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） じゃあその２カ所のあれは、地元で点検も全部自分のところでやるという

ことでいいですね。面倒見てくれと。町は一切関知しませんよということでよろしいんで

すか。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 私が申し上げたとおりだと思っております。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） じゃあ、ほかの自治会なんかにある遊具等は、点検もするし、検査もする

し、管理もしていると、町のほうでね。除草とか、それは地元でやるけれども。じゃあ、

この小倉と陣場のあれだけは、古くなったらもう撤去をして、その費用も自分で持って、

点検もみんな全て各自分のところの自治会でやるということでよろしいですね。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 遊具の維持等におきましては、今自治会のほうに吉岡町集会施設等整

備事業の補助金がありまして、その中に遊具等の固定設備の整備というふうに対象となっ

ておりますので、そういった補助金が対象となるかなと考えられます。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 今、福島課長が言ったその資金で、点検とか、新しくつくったりするとか、

そういうのができるということでいいですか。わかりました。 

      それでは、次の質問のほうに移ります。 

      吉岡中学校の北の変則の五差路の課題についてでございます。あそこはこれから秋冬、

日が短くなったり、夜になると真っ暗になるような交差点でございますので、１番と２番、

２番として、スクランブル交差点が可能かどうかということで、２つまとめてお聞きした

いと思いますが、いかがですか。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 吉岡中学校の北の交差点の課題ということでよろしいでしょうか。３問ほ

ど出ておりますが、これは一括して言ったほうがよろしいでしょうか。（「とりあえず１

と２で。済みません」の声あり） 

      １と２ということで、一番先には交差点に照明装置をということでご質問いただいてお
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ります。 

      吉岡中学校の北の交差点の照明については、西側の横断歩道付近に街灯が設置されてお

りますが、道路管理者である県渋川土木事務所に対して速やかに伝えるとともに、町とし

ても県との連携をしてまいりたいと考えております。 

      スクランブル交差点につきましては、車両に対する全ての信号を停止する信号として、

歩行者が交差点内のどの方向にも進める交差点のことであります。関越のところにありま

すあれはスクランブルじゃないのかなと、違うのかなと。あれはスクランブルにはならな

いのか。（「ならない」の声あり）あれはならないと思っております。各歩道に沿って歩

くということになっておるようでありますが、この件につきましても、道路管理者であり

ます県渋川土木事務所や信号や横断歩道を設置管理する渋川警察署へ伝え、町としても関

係機関と連携しながら考えていきたいというようにも思っております。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） これは町でできるものではありませんので、警察のほうにぜひ相談してい

ただきたいと思います。 

      ３番目です。最後になります。待機場所の確保ということで、部活が終わった子供たち

は、前に私、ちょっと見させてもらったことがあるんですが、もう物すごい人数があふれ

て、それで道路の白線が引いてありますけれども、子供たちがあふれているような状態が

見受けられました。あの西側にちょっとした空き地とか川とかがあるんですが、ああいっ

たところにちょっとふたをして、待機場所、今少しあるんですね、待機場所が。あの辺も

ちょっと広く、もう少し広くできないかなというふうに思っているんですけれども、その

辺、町としていかがお考えかお聞かせください。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件については、議員もご存じだと思っております。前橋伊香保線とい

うことで、歩道を設置しようというような、県のほうでいろんなことで話をしていただい

ているのが現状ということでございます。その件につきましても、渋川土木または県道伊

香保線北側の歩道設置事業を進めていく中において、いわゆる今議員がおっしゃる待機場

所の確保。今申された空き地は個人のもので、どうなるかちょっとわかりませんけれども、

いわゆる県道前橋伊香保線の歩道設置事業を進める中でできるというようなことであるな

らば、町といたしましてもいろいろな面で確保できればなというようなことで努力をして

いきたいと思っております。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員。 
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              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） ぜひ、子供たちの通学路の安全確保ということで推し進めていただきたい

と思います。 

      時間残っていますが、以上をもちまして飯島の一般質問を終わらせていただきます。あ

りがとうございました。 

議  長（馬場周二君） 飯島議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩をとります。再開を１４時１５分とします。 

          午後１時５３分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後２時１５分再開 

議  長（馬場周二君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（馬場周二君） １４番小池春雄議員を指名します。小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君登壇〕 

１ ４ 番（小池春雄君） それでは、通告に先立ちまして、まず８月９日でしたか、群馬県の防災ヘ

リが墜落しまして、多くの犠牲が出ました。改めて犠牲になられた方々にお悔やみを申し

上げます。 

      そして、８月７日、西日本の豪雨。それに続きまして、また台風２１号、そして昨日の

北海道の地震。これにおきまして、多くの方が犠牲になりました。犠牲になられました皆

様にお悔やみを申し上げます。そして、早い復興がなされるよう皆さんとともにお祈りを

したいというふうに思っております。 

      それでは、一般質問に入りますけれども、吉岡町の災害時要援護者避難計画について質

問を出しておきました。 

      先ほど申しましたように、ことしの７月、西日本を中心とした記録的な豪雨が１３府県

で死者が２００人を上回る大災害となりました。犠牲者の大半が高齢者で独居だと言われ

ております。夜間に自力で動くことの難しさや情報不足が避難のおくれにつながったよう

であります。 

      最近では異常気象が続いております。東南海地震も今後３０年の間に８０％の割合で起

こるとも言われております。これまで以上に、いざというときへの備えをしておかなけれ

ばなりません。町に計画もできていることは私も十分に知っております。 

      西日本の豪雨被害を受けた市町村も、それぞれ要援護者支援計画はできております。し

かし、それが思うように機能しなかった。このことを他山の石とせず、いつどんなときで

も町民の生命を守っていくことが大事なことであるというふうに私は考えております。 
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      この立場に立ちまして、もう一度自分どもの足元を見直す必要があるんではないかとい

うふうに思っておりますけれども、今、一連の事故が続いて、これをまた見てきた経過の

中で、どのように考えているかをまずお尋ねするものであります。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） まず、１問目として、小池議員のほうから災害時の避難体制ということで

ご質問をいただきました。 

      今、よく考えますと、大きな地震、風水害を別といたしまして、４年に１回ぐらい来て

いるのかなというようにも思っております。神戸が７年、そのほか熊本、九州のほうであ

って、東北であって、また今回北海道であったと。４年に１回はああいった大きな地震が

来ているのかなというようにも思っております。 

      私も、吉岡町は災害の少ない町だというようなことを申されておりますが、いつ何どき

いわゆるそういった災害、風水害が起きるかわからないというような状況の中におきまし

ては、吉岡町は吉岡町としてしっかりとした計画を立てていかなければならないというよ

うにも日ごろ思っております。 

      災害時要援護者支援避難計画につきましても、災害時避難行動要支援者が、被害時に安

全な場所へ避難するために平成２８年１１月、吉岡町災害時避難行動要支援者避難支援プ

ランを作成し、要支援者が災害時に迅速な避難行動がとれるように、支援対策について基

本的な考え方をまとめ、要支援者への情報伝達や避難支援体制の整備を図っておるところ

でもあります。 

      詳細につきましては、町民生活課長に答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） それでは、補足説明させていただきます。 

      災害時要支援者避難計画であります。吉岡町災害時避難行動要支援者避難支援プランは、

災害対策基本法第４９条の１０から第４９条の１３までの規定、また吉岡町地域防災計画

を踏まえ、災害時避難行動要支援者が、災害時もしくは災害の発生するおそれのあるとき

に迅速な避難行動がとれるように策定されたものであります。 

      その内容は、手上げ方式及び同意方式で、登録申請のあった災害時避難行動要支援者を

名簿に登録し、その要支援者名簿登録者、この後ちょっと略して名簿登録者と言わせてい

ただきます。名簿登録者の避難支援のため、吉岡町災害対策本部の福祉担当部局を中心に、

防災情報等に基づき、早い段階で名簿登録者が避難行動をとれるように、避難支援者が個

別計画に基づき支援を実施するように、避難支援体制を整えることとしております。 
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      その支援体制というのは、避難準備情報等が発令され、実際避難となった場合、避難支

援者が名簿登録者の避難支援を実施するわけでございますが、何らかの理由で名簿登録者

が避難支援を受けられない場合や、避難支援者が名簿登録者の避難支援を行えない場合に

は、まず名簿登録者の身近にいる自治会である自主防災組織に連絡し、自主防災組織で避

難支援を実施します。それでも、自主防災組織においても避難支援が実施できない場合に

は、災害対策本部において消防団または広域消防、警察署等の応援を得て対応していくこ

とになります。 

      それならば、最初から災害対策本部でいいのではないかということもありますが、まず

身近で早く対応できるところからということで、自主防災組織からということになってお

ります。 

      また、名簿登録者の居宅が倒壊等で避難支援者が対応できない場合、そのときは状況に

よって災害対策本部が速やかに広域消防、警察、または県を通じて自衛隊等に救助の応援

を求めるものと考えております。 

      なお、そうした災害時の避難体制を確実にするためには、町は消防団、自主防災組織で

ある自治会、その他の関係団体と、災害時だけでなく、日ごろから声がけ、見守り活動、

犯罪抑止活動等、地域における各種活動を通じて、人と人とのつながりを深めるとともに、

要支援者がみずから地域に溶け込んでいくことのできる環境づくり、地域ぐるみで避難す

る体制整備の構築に努め、各種行事、自治会、その他関係団体との活動支援に努めている

ところでございます。 

      また、災害時要支援者避難計画である吉岡町災害時避難行動要支援者避難支援プランに

つきましては、今後も福祉担当部局と協議し、検討を行い、実効性のあるものにしていか

なければと考えているところでございます。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 今言われたことは、吉岡町災害時避難行動要支援者避難支援プラン、いい

ものができています。私はそれでいいかと思うんですけれども、要するに計画はできてい

るんですよね。でも、実際心配するのは、いざ災害が起きたときに、それがどのように機

能するかという問題だと思うんです。 

      想定というのは、先ほど町長からも答えがありましたけれども、当然地震もあれば、ま

た豪雨災害もあります。あとは大雪もあります。どれが来るかわからないんですよね。ま

た、そういう事故といいますと時間を選びませんから、日中こういうときであれば、皆さ

んも役場の職員もいますから、皆さんの指示に従って自治会も動いてくれるでしょう。 

      しかし、先ほど私が冒頭に申し上げたように、西日本の豪雨では、被災された方の多く
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が６５歳、俺も６５歳になったら同じになっちゃうから、高齢者と言いたくないんですけ

れども、しようがないですよね、６５歳でも。高齢者が７割、８割だったというんです。

こういう人たちというのは、いろんなものになれ過ぎていて、大したことはないだろうと

いうふうに思っている人もいれば、７５歳以上になると町のこのガイドラインの中にも、

その中に入るわけですけれども、情報が今の若い人たちと違ってなかなか自分に入ってこ

ない、また入りにくい部分が一つと、あと足腰が弱っているので出られないというのがあ

りますよね。それで、結果的にそういう高齢者が、ほとんどが避難せずに亡くなってしま

ったというケースなんですよね。 

      だから、先ほど言ったように、同じ轍を二度と踏まないようにするには今後どうあるべ

きかということが、今この行政に問われている問題ではないかというふうに思っておりま

す。先ほど言いましたように、計画はよくできていると思うんですよ。町の支援者避難支

援プランがありますけれども、この中の２ページになりますけれども、最後のほうにあり

ますけれども、要支援者と支援体制を整備するに当たっては、地域において要支援者支援

に関する人材を育成し、支援者をふやしていくことにあるというふうにあるんですよね。

私もそのとおりだと思います。皆さんも時間には、いることもあれば、どちらかといえば

いないことのほうが多い。２４時間というふうに見た場合には、時間の勤務ですから、い

るのは大体３分の１ですから、３分の２はいない。ただ、いないときの確率のほうが多い

ですよね。じゃあ皆さんがいないときには誰が手伝いをするかといったら、ここで言って

いるように、自治会がどうも中心になる、自治会にお願いしたいということだと思うんで

すよね。 

      それが、じゃあいろんな個人情報があって、その個人情報がどこまで出せるかという話

はきのうも議会の中で、委員会の中で質問がありましたけれども、それは当然のことなが

ら、私が上野田の役員であれば上野田の情報を持つことは可能だけれども、違うところの

ほかの自治会の情報を持つことはできません。それはそれで、個人保護という観点からし

てそれはやむを得ないと思うんです。 

      だけれども、今の自治会の役員の人たちが、自分の地域に、いわゆる要援護者というふ

うに、自分が手上げ方式の中でもいいですよね。手を挙げて登録されている人が何人いて、

どこにいて、自治会長は恐らく知っていると思うんですよね。でも、自治会長が知ってい

ても、その自治会の中でどれだけの方が知っているかと。ある程度の人数が知らないと、

あそことあそこにおじいさんとおばあさんがいるわけだと言って、すぐ何とか対応はでき

るんですけれども、私はそこまでがまだできていないと思っているんですよ。私もことし

の４月まで自治会の理事をしていたもんですから内情がわかるんですけれども、そこまで

まだいっていない。だけれども、いざというときにはそういう人たちの手をかりないとこ
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ういう人たちを守ってあげられないという事実があると思うんですよね。 

      そして、皆さんのほうでも、地域において要支援者支援に関する人材を育成し、支援者

をふやしていくこととすると言っているんですけれども、私はまだこれが進んでいってい

ないと思うんですよね。いざというときに対応してくれる人。 

      じゃあ、ここまではいいんですよ。ここから一歩進めるためにどうするか。災害が、私

たちが思っている以上に早く進んでいます。これに対応していくためには、このことをし

ておかないと、もしもこういう災害があったときに、同じように高齢者が亡くなってしま

う、こういうことになりますから、それを防ぐためにどうするかというのが大きな課題だ

と思うんですけれども、ここに皆さんが書いたことを、今度はこれを実行していくために

は、ここからもう一歩進んで出ていかなければなりません。そのためには何か手を打つん

ですけれども、どのようなことをやっていこうと考えていますか。まず、お尋ねします。

どちらでも結構です。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） まさに吉岡町も初めて全体的な防災訓練をやりましたけれども、ああいっ

たことをいわゆる継続してやれるような体制を整えておかなければ、災害が起きたときに

は大変なことになるのかなと。自分の身を自分で守るということが一番先なんでしょうけ

れども、自助、公助ということがございますが、今ようやく自治会でも、全自治会、１３

自治会が防災という意味においては、ようやく認識してくれたのかなというようには私は

思っております。 

      そういった中におきましては、この訓練というのが一番大事かなとは思っております。

いつ何どきこういうことが起きたときには、私とすればこういう動き方をしなければなら

ないんだなということを各自が確認をする、またいろんなことで考えるような訓練をする

ことが、一番大事なのかなというようには思っております。 

      もちろん、私の隣組には１５軒の隣組があるんですけれども、年寄りがいる、若い人が

いるというようなことですけれども、最近はうちのほうばかりじゃなく、各隣組が、隣に

いる人がわからないというような状況は多々多いというように私は思っております。だが

しかし、それはそれとして、そういった人たちにもこういうときにはこういうふうにして

もらいたいんですよということを伝えるとともに、訓練というものを積極的に町としても

やらなくてはならないのかなというようにも思っております。 

      ですから、町民生活課長も、先日のいわゆる防災訓練は、ある自治会の人が来たり、警

察が来たり、消防が来たときに、初めてするこの訓練の内容がこれだけ整ってやっていた

ところは、この吉岡町が最高だというようなお褒めの言葉をいただいたんですけれども、
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それはそれとして、こういったものを続けてやっていかなければ、いざ災害が起きたとき

には大変なことが起きるのかなということで、これからもいわゆるそういった訓練は引き

続きやっていきたいというふうには思っております。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 課長にちょっと聞きますけれども、先ほど言ったことなんですけれども、

地域において要支援者支援に関する人材を育成し、支援者をふやしていくこととするとな

っていますけれども、この点ですけれども、じゃあ今実際にどこの自治会でも、自治会に

お願いしていますから、いわゆるこれに該当する手上げ方式でもいいですよね。その人た

ちがいると。確かにいるんでいいんですけれども、それで自治会長は知っていますよね。

組長は、そこまではわかるんですね。組長も、いや組長じゃない……（「隣保班長」の声

あり）隣保班長ですね。隣保班長まではわかるかな。隣保班長はわからないね。そこの理

事までだね。理事までは伝わっているんですね。手上げ方式で、どこに誰がいるとみんな

まとめてあげるから。だから、自治会長と三役ぐらいは知っていますけれども、あとその

地域の民生委員が知っているプランだと思うんですよね。それで、この人たちが知ってい

るだけだと余りにも少ないんですよ。だから、ここで恐らく言っていることというのは、

地域において要支援者支援に関する人材を育成し、支援者をふやしていくことだと言って

いるのは、ここからどこまで広げられるかと。しかし、個人情報があるから、やみくもに

ふやすことはできないなと。 

      だけれども、いざ災害が発生したときにこういう人たちに手助けしてもうらんだという

んであれば、ここからもう一歩出て、この中に隣保班長にも加わってもらうことは結構な

んですけれども、隣保班長というのは回り番で回っていますから、８０を過ぎている人も

いますからね。そうしたら、こういう人たちがその職には向かないということも事実だと

思うんですよね。だから、少しその自治会で生きのいい人を選んで、まずは自分の面倒が

見られなければ人の面倒は見られませんから、そういうときにすぐ、担当までは決められ

ませんけれども、どこに誰がいるということは知っていて、まず自分のことが済んだらす

ぐその人に駆けつけられる人を確保するということがここに書かれていることだと思うん

ですよね。 

      そのための確保を、ぜひとも自治会とも相談をして、または当然町長とも相談しなけれ

ばならないと思うんですけれども、そことの相談もして、この人たちを確保していただき

たいというのがありますので、そこはわかりますよね。 

      それと、町長、さっき回答をいただきましたけれども、私も記憶にあるんですけれども、

町長、６年ぐらい前でしたかね。吉岡町で時間雨量で８０ミリメートルを超した雨が降り
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ましたよね。町長に私も、「おい、知っているか」と言われて、「時間雨量で、吉岡町で

８０ミリメートルを超えたんだぞ」というふうに言われたのを私は記憶に残っているんで

すけれども、あのときの雨というのは、役場周辺というんですかね、この辺から下だった

んですね。割に上野田のところは、吉岡でも奥のほうは余り降らなかったんですよね。だ

からさほど、水というのは出たんですけども、その程度で済んだんですよね。あれが一帯

にもっと降っていたら、もっと大きな事故になったと思うんですけれども。 

      ああいう時間雨量で吉岡町でも８０ミリメートルを超すのを、わずか６年ぐらい前に経

験しました。そして、５年前には吉岡町でも、群馬県全体がそうでしたけれども、７０セ

ンチメートルを超える積雪がありました。 

      そういうことがあって、これからどういうことが起きるかわからないということを言い

たいんですけれども、それと同時に、あの雪が降ったときもやっぱりこの計画は、その当

時はちょっと名前が違ったと思うんですけれども、吉岡町要援護者支援計画とかだったと

思います。そのとき、私は議会で質問したので覚えているんですけれども、雪がいっぱい

降っちゃったものですから、要援護者のところへの手当ては何かできたんですかと言った

ら、もう役場が埋まっちゃっているような状態なので、担当の職員も、そこのところにそ

ういう人たちがいるんだけれども、そこに連絡することも、忘れたとは言いませんけれど

も、そこまで手が回らなかったというような回答がありました。 

      確かに職員でさえも、町長はあのときは、うちから雪をかき分け、かき分け、１時間と

かかかって歩いてきたというような話をしていましたから。でも、それでも、そういうと

きそこで住んでいる人というのは、自分の自由がきいて動ける人はまだいいんですけれど

も、動けない人というのは玄関をあけようと思っても玄関があかないで、屋根から雪が落

ちて全部真っ白ですから、どうなるんだろうかというような本当に怖くなる思いをしてい

たと思うんですよね。 

      だから、そういうことがこれから予想される時代に入ったということは、しっかりと押

さえておいて、それがいつ何どきでも対応できる。なかなか難しいことなんですけれども、

でもそういう人たちが安心できる体制を、たとえわずかでもつくっておく。そして、災害

に遭って被害を防ぐための手段が大事だというふうに思っております。 

      だから、そういうことを念頭に置いて、しっかりと、若い人は何とか自分で逃げられま

すけれども、要援護者、吉岡町はこれを見ますと、私は介護度３ぐらいかと思ったら、要

援護者は介護度でいうと４以上、年齢は７５、いろいろ制限はありますけれども、介護度

が４というと、ほとんどもう自分で自分のことはできない状態ですよね。そういう人だけ

が対象者になっていますけれども、その辺も少し緩く見て、私は介護度２ぐらいでも、よ

たよた歩いている人はもう、災害時に表に出ていくことができませんから、その辺ももう
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少し緩く検討して、安全に避難所へ退避できる、そういう体制をつくるべきだというふう

に、この中身はちょっと見直して、もう少し緩くしてもいいんではないかというふうに思

いますけれども、その辺もあわせて決意と今後の対応をもう少し回答いただければと思い

ますけれども。どちらでも結構です。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 議員のおっしゃることがよくわかります。先ほど、山畑議員の答弁の

中にも、隣近所で助け合えるような体制が一番ベストかなというふうにも考えておるとこ

ろでございます。 

      もちろん、今話をしている要援護者等も関係ありますが、決められた人が隣近所にいれ

ばいいですけれども、離れていたりすればまたそれはそれで手が届かないような状況にも

なるわけでありまして、できることなら隣近所で助け合える状態がつくれればなと考えて

おります。 

      ただ、なかなか難しいところでありますので、自治会連合会等を通じて、そういったと

ころを話を進めていって、できるだけ支援されるような体制を整えていきたいと考えると

ころでございます。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） ぜひとも支援者をふやしていく、協力していただく努力をしていただきた

いと思います。 

      続きまして、災害時の避難場所についてお伺いするものであります。 

      吉岡町のホームページに、災害時の避難場所は３７カ所示されております。私は災害時

の避難場所として不適当と思われる場所も多くあるのではないかと思います。災害は地震、

台風、また雪による建物倒壊や豪雨による浸水、火山の噴火も考えられないことはありま

せんけれども、考えられます。災害は時を選びません。それぞれの災害に備えるには、と

りあえず避難をするにも不適当と思われる場所はいかがなものか。誰もが安心できる場所

を選定しておく必要があると思います。 

      当局の考えは、確かに皆さんがホームページに挙げておりますこれは、私は余り意味が

ないような気がするんですよね。避難場所として全然。これは、人が避難する前に潰れる

場所ですから。そういうものはやっぱり削除して、もう少し強固で避難場所として適当な

ところをやっぱり挙げておく。ある分、私は間違った情報だと思うんですよね。まずは、

そこについて、その回答をいただきましょう。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 
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              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） これにつきましては、地域防災計画において３７カ所の指定避難所が

定められております。昨今の災害状況におきまして、今避難所が特に気になるところでは

あります。ただ、その３７カ所が定められた時期が、若干そういった今の現状の以前に決

められたところでありまして、そういう３７カ所になっているのかなというふうにも思っ

ているところでございます。 

      ただいま小池議員が話されたこと同様のことを考えておりまして、今年度、町ではハザ

ードマップの作成を予定していまして、そのハザードマップを作成する過程において、町

の浸水状況が把握できますので、３７カ所の指定避難所の浸水状況を確認して、また各自

治会の施設の耐震性等を自治会長等に状況を聞きまして、それぞれの避難所について見直

しを行おうと考えております。 

      その結果、３７カ所の指定避難所を今現在に防災基本計画等で定めております、災害の

危険から緊急に逃れるための指定緊急避難場所、それと災害の危険がなくなるまで滞在す

る指定避難所に区別いたしまして、可能であれば今年度つくりますハザードマップにその

掲載をしたいというふうに考えておりまして、それを住民の皆様に配ることができればと、

今検討しているところでおります。以上です。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 今言われたことはなんとなくわかるんですけれども、気持ちはわかるんで

すよ。でも、この３７カ所を指定しているんですけれども、地震が来たら潰れるようなと

ころが、やっぱり避難場所になっていてはよくないですよ。雪が降っても潰れるようなと

ころですから、本当に。もう昔のですから、筋交いもないんですよね。そういうところが

たくさんあるんですよ。 

      でも、今でもですよ、あすにでも、地震があった、何があったといったら、ここに指定

されていれば、ここへみんな人が避難する場所と思いますから、ここは一般の自宅よりも、

自宅の半分、３分の１も強度もないところがいっぱい入っているんですよ。全然それには

そぐわないものがやっぱり恐らく、昔決めたところで来ちゃって、それをいつかは直しま

すよと。機を見て直す。やっぱり町の中の会議等で決めても、私はよかったなと思って。

今まで、違う文書には、コミセンが入っていたり、保健センターが入っていたり、あと文

化センターでしたか。何か入っているんですよね、避難場所に。そういうものならまだわ

かるんですけれども、そういうところならわかるんですけれども、本当に今でも少し斜め

になっているような集会所がありますから、そういうところは少なくとも削除して、震度、

今でいう耐震基準にマッチするところは避難場所としていいでしょうけれども、そうでな
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いところというのは、やっぱりそこから外していくという作業は、何かのついで、これか

ら何かやる予定あるからそのときにやりますよじゃなくて、これはと言っているところで、

町長がその判断、決断を下せば、町長も知っているとおり、あそこはどうも、学校なんか

は耐震のあれをしたからいいんですけれども、あそこの集会所は古くて、つくってからも

う５０年もたつところだからよそうという判断をしたら、そういうものは抜いていくべき

だと思うんですよ。みんなそうすれば安心しますから。それは長の判断でできることだと

思うんですよね。客観的に見てすぐにわかりますから。これがあるとやはり皆さんは、こ

こへ逃げたがりますから。そこ、町長どうですかね。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 小池議員が言うとおりだと思いますけれども、今３７カ所というようなこ

との中には、各地域の公会堂はほとんど入っているのかなというようには思っております。 

      その中で耐震の整備をしていないもの、あるいは川のそばにあるものだとか、いろんな

ものがあろうかと思います。そういったことも整備をしながら、課長も今言った答弁をし

ているんだと思うんですけれども、もう一度見直す時期には来ているのかなというように

は思っております。 

      認定農業者の方々なんかも、いわゆるハウスなんかも、いわゆる避難所になっていると

いうことでございます。それも、今にも潰れそうなところがいまだ今言った避難所になっ

ているというようなところもあろうかと思います。 

      そういったこともいろんなことで精査しながら、今議員がおっしゃるように、ここはも

うそういった場所ではないだろうということを考慮しながら、また自治会とも話をしなが

ら、いわゆる公会堂。公会堂は、場所によってはここのところはちょっと耐震が整ってい

るけれども、ここのところはちょっと危ないんじゃないかなと。洪水が、水が出たときに

は、水害が出たときには危ないんじゃないかなというようなところもあろうかと思います。

そういった意味も考慮しながら、いろいろなことで避難場所はもう一度見直す時期に来て

いるというようには私も思っております。そういったことにおいては、精査していければ

なというようにも思っております。 

      ちょっと余談になりますけれども、今言った雨がうんと降ったときという話を議員がお

っしゃったんですけれども、みずから、私はこれこれこういうんだから役場のほうに避難

したいんだと言ったら、ぜひ来てくださいというので、２日ばかり来たような覚えが私は

あります。そうしたら、２日目に夕方になったら、お勤め人なので、夕方になったら来な

いんですよね。それで、今夜もお願いしますということで、そうしたらそこの場所が危な

いんだからそこに避難するんだから、風呂に入ってから行きますと。何言っているんだと
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いうようなことも考えましたけれども、そういった町民もいる。また、ここのところは崖

崩れが起こりますから、起こる可能性がある。今、ひびが入っていると。地割れがしてい

ると。ですから、本当にぜひ来て避難してくれと言っても、とうとう言うことを聞かずに

来なかった人もいるんです。実際に行ってみたら、屋敷の中に幾らかひびが入っていると

いうような状況の中でも、ぜひ来てくれと言っても来なかった人もいる。 

      そういった人もいるんですけれども、それはそれといたしまして、いろんな人がいるの

は結構ですけれども、そういった状況もあるのかなというようには思っておりますが、い

ろんなことを、災害のことを考えると、いざ鎌倉になったときには、自分自身がどうなっ

ているのかもわからないと。私が助けにあのうちに行かなければならないということに相

なったときには、いわゆる自分が行けるのかなと、行けないのかなと、そういう状況も起

きてくると。 

      ですから、雪の話もちょっとしましたけれども、２時間半もかかって、私、普通歩いて

きても日ごろなら１０分もかからない。それが２時間半もかかって到達したということも

あるという中においては、あのときには、まさに吉岡町が一体となって雪かきをしていた

だいたのかなと私は思っております。あのときには、本当にこの吉岡町民というのは、い

ろんな面で協力してくれるんだなということで、この近辺でもいち早く公道があいたのは

吉岡町だけだったらしいです。ですから、業者ではなく、一般の町民の方々が率先的にい

わゆる協力してやっていただいたというようなことで、一番早くこの地域は幹線道路が全

部行き来できるようになったと。どういうことをやったんだというようなことも、町のほ

うに後で調べに来たというような話も聞いております。 

      そういった中には、今言った共助の一つの形が吉岡町にもできているのかなというよう

にも私は思っております。 

      そういったことも含めまして、いろんなことでこの避難所のことについては、いわゆる

見直す時期に来ているのかなというようには思っておりますので、考えたいと思っていま

す。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） もう１点、あわせてこれに関連してお願いしておきたいと思うんですけど

も、町長。避難所といったら、やっぱりどこにもいっぱいあればいいというものではなく

て、避難所といったら多少その人たちがしのげるいわゆる水があったり、乾パンとかそう

いう非常食があってこそ、避難所になるんだと思うんですよ。だから、いっぱいどこでも

町が町の中でこのぐらい必要ということで選定をした中で、避難所というふうに決めたら、

そこには最低水と非常食ぐらいは一定の数があるという形にしておくと、私はやっぱり避
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難所というふうになると思うんですけれども、そういう考えは基本的には持っていただく

ということでよろしいでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましては、担当課長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） ただいま自治会には防災倉庫を設置しておりまして、備蓄品、水、保

存水等も入れているわけですが、それでいいというふうには考えておりません。できる限

りそういった装備、設置していきたいとは考えているところでございます。以上です。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） ぜひとも災害時には本当に対応できる、今回テレビなんかを見ても、そう

いうところを見ても、避難場所に行っても、いろんな場面を見ると、水の手当てもできて

いないところも随分あるようですから、少なくとも災害時の避難場所というふうに指定し

たら、指定した以上は、そういう人たちが避難していったら、そこで一定の時間といいま

すか、期間が過ごせる体制はぜひとも整えていただきたいということをお願いしておきま

す。 

      続きまして、２点目の学校給食の地産地消と食の安全についてお尋ねをいたします。 

      これまでの取り組み状況はどのようであったか。地産地消はなかなか前には進んでいな

いのが実情というふうに思います。町が補助金等を出してでも進めていくべきだというふ

うに考えておりますけれども、私も道の駅とかその辺をしてきて、少し今、学校給食に利

用しているというのは承知をしておりますけれども、そこからもう一歩出て地産地消とい

うのはやっぱり、もう少し一歩出て、農家の人たちと契約でもして学校給食に入れたいと

いう努力をしないと、なかなかそれはできないと思うんですよね。その辺の努力を少しし

てみようかという気持ちがあるかどうかということなんですけれども、いかがでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） ２番目の質問ということで、学校給食の地産地消の取り組みということで

よろしいでしょうか。 

      今、給食センターで使用する地場産の農産物は、道の駅出荷組合から仕入れております。 

      平成２９年度に使用した品目は、キャベツ、タマネギ、ジャガイモ、ネギ、マイタケ、

大根、ニンジン、白菜、ズッキーニなど９品目、重量にいたしますとおよそ４．９トン、
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率では１０．６６％となっております。この数字を見ると、４．９トンというと大分ある

のかなと思ったけれども、率にすると１０．６％ということでございます。そういったこ

とで、給食で地元食材を使うには、使いたいときに必要となる量がそろえられるかという

ことも関連してくると思っております。 

      吉岡町としては、これからも給食の食材として、町内や周辺市町村で栽培されている農

産物を積極的に使用し、児童生徒に地元素材を使ったおいしい給食を食べていただけるよ

う取り組んでまいりたいと考えております。 

      また、そのための支援をすべきではないかということについては、給食センターにはで

きる限り吉岡産の農産物を使用できるよう、出荷組合とも連携をとっていきたいと考えて

おりますが、そのための補助金制度の創設については、今のところは考えておりません。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） やっぱり吉岡町の農業の現状を見ると、なかなか私も厳しいものがあると

いうのは十分に承知はしておりますけれども、引き続き努力をしていただきたいと思いま

す。 

      続きまして、学校給食での残留農薬検査の実施状況はどうなっているかお尋ねするもの

であります。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましては、教育委員会事務局長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 町の給食センター独自の検査は行っておりませんが、国内で流

通している食品中の農薬、飼料添加物及び動物用医薬品につきましては、国の監視指導計

画等によって検査が行われており、安全な食品が流通しておりまして、町の給食センター

はこうした食材が使用されているものと考えております。 

      さらに、群馬県においては、食品安全検査センターで県内産や県内に流通する農畜産物

や加工食品の残留農薬検査が計画的に実施されております。検査は食品衛生法に基づく加

工、流通、小売り段階での収去検査、消費者の視点を入れた県内小売段階での食品安全試

売検査、群馬県農薬適正使用条例に基づく県内農産物の生産段階での検査が行われており

ます。 

      また、群馬県農薬適正使用条例では、生産者、出荷団体、群馬県の３者のセットによっ

て、群馬県産農産物の安全が確保されていることから、地場産の食材も安全なものが使用
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されていると考えております。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 性善説に立つとそういうことになるんでしょう。性善説に立つとそういう

ことになるんです。群馬県でも相当な数で、前橋とか伊勢崎とか桐生とか、結構なところ

で検査していますよね。それは、そういう性善説に立たないから検査をするんですよ。 

      だから、私は、確かにそれはみんな基準というのは決まっているんですけれども、全て

がみんな基準を、そういう約束事を守っていればそういうことはあり得ない。でも、守ら

ない人もいれば、また誤って使ってしまう人もいるんですよね。そういうことを防ぐため

には、やはり安全チェックというのも私は必要だと思うんですよ。気休めになるかもしれ

ませんけれども、そういうことは私は大事だと思います。 

      ですから、ごらんになったと思うんですけれども、群馬県でも相当なところで、残留農

薬の検査は県内でもしております。そして、全国のケースの中で、私は全て、群馬県を全

部つぶさに調査したわけではありませんから、しかし基準値を上回ったというケースはた

くさんあります。基準値を上回っている。 

      ですから、そういう性善説に立たないで、食の安全ということを考えたら、もう少し、

今までの分は結構ですけれども、今後においては機会等を見て、県内全体の動き等も見な

がらで結構ですから、食の安全の確保のために、今考えたら一歩出ていただきまして、食

品の検査を、そのことをすることが、安心安全な給食になるんだと思います。ぜひともそ

のようにしていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。教育長、どうですか。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 先ほど局長が答弁しておりますとおり、流通食品の県内の検査結果につき

ましては、例えば県の食品安全検査センターの残留農薬の検査結果等もここで報告をされ

ておりまして、そうした資料を見てみますと、これは当然抜き打ち検査をしておるわけで

すけれども、この中で基準値を超えているというようなものは、１件もこの報告書には出

てございません。 

      それから、これは平成３０年７月７日に農政部の技術支援生産環境室から、これも平成

２９年度農産物安全検査の結果について報告をされておるわけですけれども、２９年度検

査、７月１０日、３１日、８月２８日、９月２５日、それから１０月１６日、１１月１３

日、１２月４日、１月２２日、２月１３日と、９回検査結果が報告されておるわけですけ

れども、この検査におきましても、基準をオーバーしているというような報告はされてお

りません。 
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      確かに、子供たちに食べさせるものにつきましては、より安全なものということになる

わけですけれども、そういったことで周辺の給食センターがそういった検査をされている

か、そういうことも調査をさせていただきまして、周辺の当然安全なものが出ているとい

うことを前提にしているということで、周辺の給食センターにおきましてもそういった検

査をされていないというような結果が出ているようです。 

      そんなことで、もし流通されていないもの、そういうものは使用することはないんです

けれども、そういったことで、できるだけ安全なもの、国内産で検査をされているもの、

そういったものを給食センターのほうは使用していきたいというように考えております。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 何でそんなにかたくななんだかちょっと理解できないんですけれども、こ

れを今ちょっと見ていましたら、手元に伊勢崎市の例がありますけれども、伊勢崎市学校

給食の残留農薬検査の結果。検査の概要とか分析結果、３０年８月６日実施、３０年７月

１２日、３０年６月２７日実施、２９年１２月実施、２９年１２月１５日実施。こういう

ふうにしょっちゅうしているんですよ。それで、結果的に残留農薬は含まれていませんで

したと。今、教育長が言われたように、そういうものが出回っていないんだからといった

ら、こういう検査を日本中全くする必要ないんですよ。でも、そういうおそれがあるし、

先ほど私言いましたけれども、群馬県の例じゃありませんけれども、これは大阪の例です

けれども、基準値を上回っているという報告も出ています。 

      ですから、そういうこともあるんですから、毎回しろとは言いませんけれども、機会を

見たときにはやっぱりそういう検査が必要じゃないかと。そのことがやはり、毎回やらな

くても時たまやっていますよということが、それは子供たち、また保護者にとっても、吉

岡町の食材は安心なんだというふうになると思うんですよ。 

      しかし、性善説で、そんなものは使っていないわけだから大丈夫だという考えに立つと

いうことは、私はそれは大変危険な考えと思いますよ。それには、どこにも安全がないじ

ゃないですか。でも、ちゃんと調査した結果なければ、それは安全だと思うんですよ。別

に１年に１度でも２度でも３度でも、その程度は別にできるわけじゃないですか。それだ

けの人数の食材を使っているんですから。いかがでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 今まではそういったことで、当然市内に出回っている食品、安全なものを

使用しているという考え方でおりましたので、検査についてはしておらなかったわけでご

ざいますけれども、もし必要であればそういったことも考えていきたいというふうに考え
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ております。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） ぜひとも、それで全てがわかるわけではありませんけれども、そのことで

安心というものが得られるのであれば、私は時たまするべきだというふうに思っています。

ぜひ、そういう考えに立って実施をしていただきたいと思います。 

      最後になりますけれども、給食センターの民間委託の問題でありますけれども、給食セ

ンターが民間委託をすることになってからことしでちょうど３年目だそうですけれども、

民間委託をするときに、私はそのメリットとデメリットはどうなんですかといったら、

「メリットがあるんです」「それは何ですか」と。「まず、経費削減になります。安くで

きるんです」と。それが唯一の学校給食の民間委託の考えだったことでありますけれども、

それを踏まえて３年がたち、来年また今の業者と継続するかどうかというときに来ている

ようですけれども、この給食センターの民間委託でのメリット、デメリット。３年がたち

ますけれども、そのまず評価をお伺いしたいと思います。 

議  長（馬場周二君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 平成１７年度に策定された新地方行革方針による集中改革プラ

ンや、平成１８年の公共サービス改革に関する法律の施行などにより、その後各自治体に

おいて給食の調理業務の民間委託が一気に進んだようです。 

      当時、吉岡町では、人口の増加や権限移譲等により業務が増加しているのにもかかわら

ず、国による指導などにより、定員をふやすことができなかったため、給食センターにお

いても退職者の補充がされず、調理体制が次第に正職員から臨時職員へとシフトしていき

ました。 

      その結果、平成２８年度には、給食センターの調理員が正規職員１名、そのほかの職員

は嘱託と臨時職員という体制となることが想定され、衛生管理の強化が求められる中にも

かかわらず、このままでは給食センターの運営が難しくなるとの危機感を感じていた中、

平成２５年度に吉岡町学校給食センター運営委員会から答申された吉岡町学校給食センタ

ーの施設更新及び管理運営に関する答申書の中に、「一定規模の増改築や設備の更新が終

了する時期にあわせた委託について検討すべきである。また、その時期はおおむね平成２

８年度とすることを望む」と記載されていたことから、今回の業務委託に向けた取り組み

が開始され、今に至っております。 

      参考までに、群馬県教育委員会が公表した平成２８年度の学校給食の業務外部委託状況

を見ますと、県内でも既に共同調理場を持つ３２市町村のうち１７の市町村が民間に業務
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委託をしていると記載されています。 

      ご質問の業務委託のメリットはということについてですが、給食調理業務を専門に受託

している業者に委託したメリットとしましては、調理体制の強化、それから衛生管理体制

の向上、施設管理体制の向上、事務負担の軽減、業務委託前に懸念していた事項の改善な

どが図れたことにより、結果的に食の安全安心がより充実したものになったと考えていま

す。 

      半面、業務委託のデメリットということにつきましては、業務委託により、給料や職員

手当、共済費、賃金、役務費、負担金補助金及び交付金等が大きく減少したものの、それ

以上に業務委託費が増加しているということが言えるかと思います。 

      ただ、吉岡町では、先ほど説明させていただいたとおり、それまでも調理業務の大部分

を嘱託及び臨時職員雇用の調理員により対応しており、結果的に経費の節減がその時点で

図れていたことから、比較対象となる委託以前の経費が比較的少なかったことも増加幅が

広がった理由であると言えるかもしれません。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） そういう評価もあるんでしょうけれども、聞いていると、何か前に町が直

営でやっているときというのは、どうも不潔でずるずるしていて余りよくなかったような、

そういうふうに受けとれて仕方ないんですけれども、私はそんなことがなくそれなりに一

生懸命やっていたんだと思いますけれども、前の職員のときも別に不潔じゃなくて清潔に

できていたんだというふうに思います。 

      それと、やっぱり気になるのは、私はこの民間委託をするときに、今働いている職員は

どうですかと言ったら、新しい会社でもみんな引き継いでいただけるそうですということ

で、その部分ではまあよかったのかなと思ったんですよね。それで、今聞いてみたら、そ

のときの職員は２人しかいません。年とってやめたんだかどうだか知りませんけれども、

わずか３年の間に２人になってしまったと。聞いたら、やはり時給にして８１０円。群馬

県の最低賃金が今、８０３円とか６円。ほぼ本当に最低賃金で、学校給食に従事している

人はその中で使われていると。払うものも満足に払わなければ、私はそんなにいいものが

できるとはやっぱり思えないんですよ。やっぱり一定の金を、それは商売ですからね。私

が今言っていることは、商売を営業から度外視した部分で話すとそういうことになるかも

しれませんけれども、それでは営業にはならないからそうなっちゃうのかもしれませんけ

れども、私はその部分というのは大変、給食で、顔の見える食事という部分では、そこは

大事ではなかったのかなというふうに思っております。 

      ３年で、今年度で終わるそうですけれども、次の契約の時期には、ぜひとも総体的に考
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えていただきまして、実行していただけるということを切にお願いしまして、私の質問を

終わります。 

議  長（馬場周二君） 小池春雄議員の一般質問が終わりました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散  会 

議  長（馬場周二君） 本日はこれをもって散会としたいと思います。 

      大変ご苦労さまでした。 

          午後３時１５分散会 
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    平成３０年第３回吉岡町議会定例会会議録第３号     

平成３０年９月１４日（金曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第３号 

   平成３０年９月１４日（金曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 委員会議案審査報告 

      （総務・文教厚生・産業建設 各常任委員長報告）〔第２・第５～第２１〕 

                               （委員長報告に対する質疑） 

日程第 ２ 議案第３９号 吉岡町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一 

             部を改正する条例 

                               （討論・表決） 

日程第 ３ 委員会議案審査報告（予算決算常任委員長報告）〔第４〕 

                               （委員長報告に対する質疑） 

日程第 ４ 認定第 １号 平成２９年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第 ５ 認定第 ２号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第 ６ 認定第 ３号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第 ７ 認定第 ４号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

                               （討論・表決） 

日程第 ８ 認定第 ５号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

                               （討論・表決） 

日程第 ９ 認定第 ６号 平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

                               （討論・表決） 

日程第１０ 認定第 ７号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第１１ 認定第 ８号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 
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                               （討論・表決） 

日程第１２ 認定第 ９号 平成２９年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第１３ 議案第４０号 平成３０年度吉岡町一般会計補正予算（第２号） 

                               （討論・表決） 

日程第１４ 議案第４１号 平成３０年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第１５ 議案第４２号 平成３０年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第１６ 議案第４３号 平成３０年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第１７ 議案第４４号 平成３０年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第１８ 議案第４５号 平成３０年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第１９ 議案第４６号 平成３０年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第２０ 議案第４７号 平成３０年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第２１ 発委第 １号 群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書 

             の提出について 

                               （提案・質疑・討論・表決） 

日程第２２ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２３ 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２４ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２５ 産業建設常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２６ 予算決算常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２７ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２８ 議会議員の派遣について 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 



 - 145 - 

出席議員（１６人） 

  １番 富 岡 大 志 君    ２番 大 林 裕 子 君 

  ３番 金 谷 康 弘 君    ４番 五十嵐 善 一 君 

  ５番 柴 﨑 德一郎 君    ６番 竹 内 憲 明 君 

  ７番 髙 山 武 尚 君    ８番 村 越 哲 夫 君 

  ９番 坂 田 一 広 君   １０番 飯 島   衛 君 

 １１番 岩 﨑 信 幸 君   １２番 平 形   薫 君 

 １３番 山 畑 祐 男 君   １４番 小 池 春 雄 君 

 １５番 岸   祐 次 君   １６番 馬 場 周 二 君 

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 石 関   昭 君  副 町 長 堤   壽 登 君 

教 育 長 大 沢   清 君  総 務 政 策 課 長 髙 田 栄 二 君 

財 務 課 長 髙  淳 巳 君  町 民 生 活 課 長 福 島 良 一 君 

健 康 福 祉 課 長 米 沢 弘 幸 君  産 業 建 設 課 長 石 田 哲 保 君 

会 計 課 長 大 澤 弘 幸 君  上 下 水 道 課 長 笹 沢 邦 男 君 

教育委員会事務局長 小 林 康 弘 君    

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  中 島   繁     主      事  田 中 美 帆 
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開  議 

          午前９時３０分開議 

議  長（馬場周二君） 皆さん、おはようございます。 

      ただいまの出席議員は１６名で、定足数に達しております。よって、会議は成立いたし

ます。 

      これより本日の会議を開きます。 

      お手元に配付してあります議事日程（第３号）により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 委員会議案審査報告（総務・文教厚生・産業建設 各常任委員長報告） 

議  長（馬場周二君） 日程第１、委員会議案審査報告を議題とします。 

      各常任委員会に付託した議案の審査報告ですが、議事日程第２・第５から第２１までの

付託した議案について報告願います。なお、予算決算常任委員会の委員長報告は、議事日

程第３で行います。 

      最初に、総務常任委員会岩﨑委員長、報告願います。 

              〔総務常任委員会委員長 岩﨑信幸君登壇〕 

総務常任委員長（岩﨑信幸君） １１番岩﨑です。総務常任委員会の議案審査報告を行います。 

      総務常任委員会では、９月３日本会議において議長より付託されました議案１件、認定

１件について、９月１１日火曜日午前９時３０分より委員会室において、委員全員、議長、

執行側から町長、副町長、教育長、事務局長、所管課長、室長の出席のもと審査いたしま

したので、結果を報告します。 

      認定第６号 平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついては、原案適正と認め、全会一致で認定であります。 

      議案第４０号 平成３０年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）は、歳入歳出それぞれ

１億８，６４８万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７５億

２，６７４万１，０００円とするものです。 

      歳入歳出事項別明細書の歳入歳出の順に審査を行いました。主な質疑としては、歳出で

３款民生費３目児童保育費私立保育所等施設整備補助金６９７万円は、第三保育園の園舎

の建てかえであるが、１５人いる待機児童の解消になるかとの質問に、現在定員が１１０

名であるが、１４０人に増員されるので対応できる、完成は３１年１０月の見込みである

との答えでした。 

      ４款衛生費１目保健衛生総務費自殺対策計画策定委員委託料が１９４万４，０００円減

額されているが、その理由はとの問いに、国の方針転換により業務委託の補助対象がアン

ケートなどの調査費のみに変更されたためによる軽減であるとの答えでした。 
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      ８款土木費１目都市計画総務費バスターミナル概略検討業務４９０万円の詳細な説明を

との問いに、駒寄インターの東南側に高速バスの停留所を予定していることによる検討業

務費であるとの答えでした。 

      第１０款教育費３目学校建設費校舎増築関連移設工事３，９８５万２，０００円は中学

校の駐輪場とのことだが、何台でどのような設計なのかとの問いに、現在、解体中の町民

プールの下の段に４３２台の駐輪場、上の段に駐車場を増設するとの答えでした。同じく

１０款教育費１目保健体育総務費１５節工事請負費八幡山グラウンド仮設広場整備工事１，

２００万円が計上されているが、どの程度の整備計画なのか概要をとの問いに、部活での

安全性を確保する目的で、主にソフトボール部も練習ができるであろうという利用目的を

持って、社会教育広場として整備していくとの答えでした。 

      以上、報告いたします。 

議  長（馬場周二君） 委員長報告が終わりました。 

      委員長報告に対しての質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      岩﨑委員長、自席へお戻りください。 

      続きまして、文教厚生常任委員会飯島委員長、ご報告願います。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 飯島 衛君登壇〕 

文教厚生常任委員長（飯島 衛君） １０番飯島です。それでは、文教厚生常任委員会の議案審査報

告を行います。 

      審査は、９月１２日水曜日９時３０分より委員会室において、委員１名が欠席の中、議

長、執行側より町長、副町長、局長、関係課長、室長の参加の中、議長より付託されまし

た認定４件、議案５件、意見書の提出について審査しましたので、審査の結果を報告いた

します。 

      認定第２号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定については、

未納者についての対策などに質疑がありました。審査の結果、原案適正と認め、全会一致

で認定です。 

      議案第４１号 平成３０年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）について

は、平成２９年度決算確定により繰越金を補正するもので、審査の結果、原案適正と認め、

全会一致で可決です。 

      議案第３９号 吉岡町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例については、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改

正する省令（平成３０年厚生労働省令第６５号）の施行に伴い改正するもので、審査の結
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果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      認定第４号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

は、不納欠損、受診率などについて質疑がありました。審査の結果、原案適正と認め、全

会一致で認定です。 

      認定第７号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定については、

不納欠損、要介護者の人数などについて質疑がありました。審査の結果、原案適正と認め、

全会一致で認定です。 

      認定第８号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ては、人数の増加などについて質疑がありました。審査の結果、原案適正と認め、全会一

致で認定です。 

      議案第４３号 平成３０年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いては、平成２９年度決算確定により繰越金を補正するもので、審査の結果、原案適正と

認め、全会一致で可決です。 

      議案第４５号 平成３０年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

は、平成２９年度決算確定により繰越金を補正するもので、審査の結果、原案適正と認め、

全会一致で可決です。 

      議案第４６号 平成３０年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）に

ついては、平成２９年度決算確定により繰越金を補正するもので、審査の結果、原案適正

と認め、全会一致で可決です。 

      群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書の提出について

は、審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      以上、報告といたします。 

議  長（馬場周二君） 委員長報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      飯島委員長、自席へお戻りください。ご苦労さまでした。 

      続きまして、産業建設常任委員会平形委員長、ご報告願います。 

              〔産業建設常任委員会委員長 平形 薫君登壇〕 

産業建設常任委員長（平形 薫君） １２番平形です。産業建設常任委員会の議案審査報告を行いま

す。 

      産業建設常任委員会では、９月３日の本会議において、議長より付託されました認定３

件、議案３件につきまして、９月１３日木曜日午前９時半から委員会室において、委員全

員、議長、執行側より町長、副町長、関係課長及び室長の出席のもと審査をいたしました
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ので、報告をいたします。 

      初めに、認定第３号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて報告いたします。当該年度は変更認可を受けた区域拡大地区３６．６ヘクタールの

管渠実施設計、地質調査を発注し、一部の地区については地権者説明会を実施したそうで

す。また、水道水と井戸水などを併用している方の下水道へのつなぎ込みや使用料負担の

状況について、引き続き調査を進めるとのことでした。なお、地方債の状況につきまして

は、借入先や償還状況の詳細を後日提出するよう求めました。審査の結果、原案適正と認

め、全会一致で認定でした。 

      次に、認定第５号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついては、当該年度中、炭化処理施設は稼働せず、今後も稼働は未定とのことでした。上

野田処理施設については、公共下水道へのつなぎ込みを検討しているとのことでした。ま

た、処理施設運転管理委託は指名競争入札によるとのことでした。なお、機能診断調査業

務を終え、最適整備構想が完了したとのことでした。審査の結果、原案適正と認め、全会

一致で認定でした。 

      次に、認定第９号 平成２９年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について

は、本年度も防衛省の補助事業を活用しながら、老朽管布設替工事を行い、石綿管の更新

工事を１，６２９メートル進めたとのことでした。残る老朽管の更新延長は７，５２７メ

ートルとのことでした。当該年度の純利益は、経常利益と同額の１，８５１万３，０４４

円であり、剰余金処分案はこの利益を建設改良積立金に積み立てるものです。審査の結果、

原案適正と認め、全会一致で認定でした。 

      次に、議案第４２号 平成３０年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

については、１，９４５万１，０００円の追加補正であり、歳入の主なものは、社会資本

整備総合交付金の確定による下水道費国庫補助金の減額補正と、これに伴う下水道事業債

の増額補正で、歳出の主なものは、建設費と人事異動による人件費を増額補正するもので

す。審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決でした。 

      次に、議案第４４号 平成３０年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

号）については、７１万６，０００円の減額補正であり、歳入において一般会計繰入金を

減額補正し、歳出において人事異動による人件費や交際費の減額補正をするもので、審査

の結果、原案適正と認め、全会一致で可決でした。 

      最後に、議案第４７号 平成３０年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）について

は、職員数に変動はなく、人事異動により職員給与費を４３万５，０００円減額補正する

ものであり、審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      以上、報告といたします。 
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議  長（馬場周二君） 委員長報告を終わりました。 

      委員長報告に対しての質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      平形委員長、ご苦労さまでした。 

総務常任委員長（岩﨑信幸君） 先ほど総務常任委員会の議案審査報告を行いましたが、議案第４０

号に関しましては、先ほど漏れました。平成３０年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）

は、審査の結果、原案適正と認め、可決であります。つけ加えさせてもらいます。 

議  長（馬場周二君） ご苦労さまでした。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２ 議案第３９号 吉岡町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め 

            る条例の一部を改正する条例 

議  長（馬場周二君） 日程第２、議案第３９号 吉岡町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第３９号 吉岡町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例を委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３９号は委員長の報告のとおり

可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３ 委員会議案審査報告（予算決算常任委員長報告） 

議  長（馬場周二君） 日程第３、予算決算常任委員会の議案審査報告を議題とします。 

      委員長報告を求めます。予算決算常任委員会小池委員長、お願いします。 

              〔予算決算常任委員会委員長 小池春雄君登壇〕 

予算決算常任委員長（小池春雄君） 報告します。 

      予算決算常任委員会報告です。 

      去る９月３日、本会議におきまして当委員会に付託されました平成２９年度吉岡町一般

会計歳入歳出決算の認定について、９月４日より委員全員と議長、執行側より町長、副町



 - 151 - 

長、教育長、関係課長、事務局長、室長の出席を求め、委員会を開催し審査を行いました

ので報告します。 

      ９月４日は歳入ですが、各目ごとに審査を行いました。１款１項町民税と２款固定資産

税では、滞納処分と不納欠損について質疑が多くありました。また、１２款１項１目民生

費負担金の保育運営費保護者負担金での不納欠損の理由などについてただしました。１７

款の寄附金２目ふるさと納税、当初予算では１億３，０００万円を見込みましたが、収入

済額で３，７１２万８，００５円となり、結果９，３０４万５，０００円の減額補正とな

り、理由についても質疑が多くありました。 

      歳出につきましては、９月４日、５日の２日間にわたり審査を行いました。２款総務費

４目会計管理費のコンビニ納入の年代別推移では、毎年ふえていることが報告されました。

５目財産管理費で公園遊具、樹木の手入れや除草委託などについて質疑が多くありました。

慎重に細部にわたり審査をし、採決を行い、賛成多数により認定することに決定いたしま

した。 

      なお、協議の結果、平成３１年度予算編成及び執行に関する要望書を提出することを決

定しました。要望事項は、１．ロバロバの有効活用を図られたい、２．児童遊具の一元化

を図られたい、３．町有地の除草管理の一元化を図られたい、４．ふるさと納税の強化・

充実を図られたい。 

      以上申し上げまして、委員長報告といたします。 

議  長（馬場周二君） 委員長報告が終わりました。 

      委員長報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      小池委員長、ご苦労さまでした。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第４ 認定第１号 平成２９年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第４、認定第１号 平成２９年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから認定第１号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第１号 平成２９年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について、委員長の報告の
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とおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第１号は委員長の報告どおり認定することに決定いたしました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第５ 認定第２号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

議  長（馬場周二君） 日程第５、認定第２号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから認定第２号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第２号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について、委

員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第２号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第６ 認定第３号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

議  長（馬場周二君） 日程第６、認定第３号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから認定第３号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第３号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、

委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 
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      したがって、認定第３号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

      ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第７ 認定第４号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

議  長（馬場周二君） 日程第７、認定第４号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから認定第４号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第４号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、

委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第４号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

      ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第８ 認定第５号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

議  長（馬場周二君） 日程第８、認定第５号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから認定第５号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      認定第５号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、

委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第５号は委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第９ 認定第６号 平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出

決算認定について 
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議  長（馬場周二君） 日程第９、認定第６号 平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別

会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから認定第６号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第６号 平成２９年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第６号は委員長報告のとおり認定とすることに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１０ 認定第７号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

議  長（馬場周二君） 日程第１０、認定第７号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから認定第７号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第７号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、委

員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第７号は委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１１ 認定第８号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１１、認定第８号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 
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              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから認定第８号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第８号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て、委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第８号は委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１２ 認定第９号 平成２９年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定に

ついて 

議  長（馬場周二君） 日程第１２、認定第９号 平成２９年度吉岡町水道事業会計利益の処分及

び決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから認定第９号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第９号 平成２９年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について、委員

長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第９号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１３ 議案第４０号 平成３０年度吉岡町一般会計補正予算（第２号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１３、議案第４０号 平成３０年度吉岡町一般会計補正予算（第２

号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４０号 平成３０年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）を委員長の報告のとお
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り決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、議案第４０号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１４ 議案第４１号 平成３０年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１

号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１４、議案第４１号 平成３０年度吉岡町学校給食事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４１号 平成３０年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）を委員長

の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、議案第４１号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１５ 議案第４２号 平成３０年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１５、議案第４２号 平成３０年度吉岡町公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４２号 平成３０年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）を委員

長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、議案第４２号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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日程第１６ 議案第４３号 平成３０年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１６、議案第４３号 平成３０年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４３号 平成３０年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を委

員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、議案第４３号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１７ 議案第４４号 平成３０年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１７、議案第４４号 平成３０年度吉岡町農業集落排水事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４４号 平成３０年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を委

員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、議案第４４号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１８ 議案第４５号 平成３０年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１８、議案第４５号 平成３０年度吉岡町介護保険事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 
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              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４５号 平成３０年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）を委員長

の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、議案第４５号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１９ 議案第４６号 平成３０年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１９、議案第４６号 平成３０年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４６号 平成３０年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）を

委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、議案第４６号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２０ 議案第４７号 平成３０年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２０、議案第４７号 平成３０年度吉岡町水道事業会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４７号 平成３０年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）を委員長の報告の

とおり決定することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、議案第４７号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２１ 発委第１号 群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求 

            める意見書の提出について 

議  長（馬場周二君） 日程第２１、発委第１号 群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の

早期承認を求める意見書の提出についてを議題とします。 

      提出者の文教厚生常任委員会飯島委員長より、提案理由の説明を求めます。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 飯島 衛君登壇〕 

文教厚生常任委員長（飯島 衛君） それでは、朗読をもって提案理由とさせていただきます。 

      発委第１号 

平成３０年９月１４日 

      吉岡町議会 

      議長 馬場周二様 

                                  提出者 

                                  文教厚生常任委員会 

                                  委員長 飯島 衛 

          群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を 

          求める意見書の提出について 

      上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１０９条第６項及び吉岡町議会会議規則第１

３条第２項の規定により提出します。 

      提出の理由 

         標記の意見書を提出するために、委員会発議するもの 

       群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書 

      群馬大学医学部附属病院（以下「群大病院」という。）では、腹腔鏡手術を受けた患者

が死亡する一連の医療事故が判明し、平成２７年６月、特定機能病院の承認を取り消され

たが、事故の判明以来、診療体制の見直しや安全管理体制の整備、病院開設者である群馬

大学をあげたガバナンスの強化など様々な改革を徹底して進めている。こうした再発防止

のための取組の実績は、外部委員で構成される病院監査委員会においても高く評価されて

おり、これらの実績等を踏まえ、本年５月３１日に厚生労働大臣あて特定機能病院の再承

認の申請を行ったところである。 

      群大病院は、難治性疾患を含む様々な症例の患者を受入れ、最先端の高度医療を提供し

てきたが、特定機能病院としての取扱いがなされないことは、同病院の高度医療技術の研



 - 160 - 

究開発や人材育成機能にも支障を来している。 

      また、このような状況は、若手医師に対する不安感や求心力低下を招き、臨床研修医の

採用数が大きく減少するなど、極めて厳しい状況を生じさせているところである。 

      群大病院に本来期待される高度医療の提供や医師の養成や確保という役割をこのまま十

分に果たすことができない場合には、住民から必要な医療を受ける機会を奪い、地域医療

の崩壊につながりかねない。 

      ついては、住民の安全で安心できる暮らしを維持確保するために、国においては、群大

病院について、特定機能病院として早期の再承認を実現するよう強く要望する。 

      以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

     平成３０年９月１４日 

                              吉岡町議会 

                              議長 馬場 周二 

        衆議院議長   大島 理森 様 

        参議院議長   伊達 忠一 様 

        内閣総理大臣  安倍 晋三 様 

        厚生労働大臣  加藤 勝信 様 

        内閣官房長官  菅  義偉 様 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      質疑に入ります。質疑ありませんか。 

      １４番小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） これは議長会のほうから回ってきて、意見書を提出してくれということが

もとになっての発委なんですけれども、私はそのときもちょっと述べたんですけれども、

今回のこの意見書の文章なんでありますけれども、私も当然のことながら群馬大学が特定

機能病院として早く承認を受けるということについては、それは当然賛成なんですけれど

も、この文章の中にあります「病院監査委員会においても高く評価されており」というこ

となんですけれども、これはどのような人たちが監査委員となってこの監査を行ったのか

というのと、この腹腔鏡手術で大勢の方が亡くなったという事件ですけれども、これはど

ういうことがその原因だったのか、その原因究明というのは、最終的にはどうなったのか

はっきりしたのか、ちょっと私記憶にないんですけれども、原因究明というのはどうであ

ったのか。 

      そして、先ほど言いましたけれども、この病院の監査、外部委員で構成されている病院
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監査委員会においても高く評価されたというんですけれども、どうも私はここが解せない

んですよね。こういう大きな事故を起こしておいて、そしてその外部監査の人が監査して、

体制を整えて、その整えた体制が高く評価されているという文言がどうも気になるんです

よねということは、私は以前の議運の中でもちょっと話をさせてもらったんですけれども、

ここは委員会でぜひとも問題のあるところはちょっと検討してみてくれというふうになっ

ていたかと思うんですけれども、今申し上げました病院監査におけるこのメンバーという

のはどういう人がいたのかというのと、原因究明の結果はどうなったのかということと、

病院監査においては高く評価されたということの意味、何が評価されたんだかちょっとよ

くわからないんですけれども、それらについて３点についてお尋ねを申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 飯島委員長。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 飯島 衛君発言〕 

文教厚生常任委員長（飯島 衛君） それではお答えいたします。 

      どのようなメンバーであるかということについては、委員会の中では議論されませんで

した。 

      また、結果についてはということでございますが、議員の中にこの現在の新しくなった

チーム体制が構築されたという、現在の群馬大学の病院を体験した議員がおりまして、か

なり評価されるのではないかというような意見がございました。 

      また、先ほど小池議員がおっしゃいました「高く評価されておる」というところの文言

でございますが、ここに関しても特に議論がなされなかったということでございます。 

議  長（馬場周二君） １４番小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 原因の究明と結果について、そこはいかがでしょうか。大きな死亡事故が

起きたわけですから、そしてまた特定機能病院として承認を求めるという以上は、あれだ

けの多くの方たちが死亡したわけですから、死亡事故が起きて、その原因究明というのが

はっきりなされたのか、ちょっと私は聞いてないんですけれども、そこがまだ私わからな

いんですけれども、そこがはっきりしないと、そう簡単に事件の解決をして、何で起きた

かということが解明されて、そのことがすっかりもう取り除かれたから承認を求めるとい

うことだと思うんですけれども、そこがちょっと、これ委員会として意見書を出す以上は、

やはりそこはしっかりと押さえておかないと、やはり説得力に欠けると思うんですけれど

も、いかがでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 飯島委員長。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 飯島 衛君発言〕 

文教厚生常任委員長（飯島 衛君） お答えします。 
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      その辺の結果についての議論はちょっとなされなかったのは事実でございます。 

議  長（馬場周二君） １４番小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 小池ですけれども、確かに今、委員長としてはなされなかったということ

ですけれども、委員長として発委ということになれば、出した文章に対して委員会の委員

長が出しているという以上は、意見がなかったじゃなくて、それは採択するとかというと

きではいいんでしょうけれども、委員長名としてこれを発委として出す以上は、この文章

に責任を持つというのがやはり委員長の立場だと思うんですよね。だから、その部分が、

意見がなかったどうだというのは、また別の次元だと思うんですよ。 

      ですから、そこのところはしっかりとやっぱり調査した上で、責任を持って出すという

のが発委として建前になってくると思いますので、少し説得力のあるふうにしていただき

たいと思うんですけれども、これ委員長、時間が限られているから問題を残したまま数で

押し切っちゃって、問題は問題として残したまま賛成か反対かというので進めちゃうんじ

ゃなくて、やっぱりそういう疑問があれば、あった以上はその問題というものをちゃんと

解明して、委員会として議会として出す以上は、そこはしっかりしておくべき必要がある

と思いますので、あった、なかったじゃなくて、委員会として責任を持つという意味では、

もっときちんとした形の中で、ちょっと休憩してでも、そこのところは議論していただき

たいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 飯島委員長。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 飯島 衛君発言〕 

文教厚生常任委員長（飯島 衛君） お答えいたします。 

      私どもも監査委員の報告書を見させていただきまして、なかなかその監査委員の報告が

本当にベターな報告になっているのではないかという判断に基づいて、意見書を提出する

ものでございます。 

議  長（馬場周二君） ほかにございませんか。平形議員。 

              〔１２番 平形 薫君発言〕 

１ ２ 番（平形 薫君） 発委の意見書の文言を見ますと、町村議会議長から我が吉岡町議会議長に

宛てた文章がこの意見書の案というんですか、例というんですか、それとほとんど同じな

わけですね。そうすると、これは確かにお願いしたところは町村議会議長なんでしょうけ

れども、この裏には多分医師会みたいなものが、医師会があるんじゃないかなというふう

に、私は推測しておるわけです。その推測からすると、医師会が言ったことをそのまま町

村議会議長を通して、吉岡町議会で意見書を出して、そういうふうになっているかなとい

うふうに、これまた推測するわけなんです。 
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      そのときに、下から３行目に「住民の安全で安心できる暮らしを」ということが書いて

あるんですけれども、住民が安全で安心できる医療が群馬大学附属病院で提供がなされて

いない、そういう腹腔鏡の事件が多発して、そのガバナンスも含めて病院の体制自体がそ

ういうふうにはなっていないということで、この特定機能病院という指定を取り消された

わけなんですね。この委員会とかが高く評価されているかどうかわかんないんですけれど

も、とにかく病院監査委員会においていろいろな改善がなされて、ことし５月３１日に国

に対して再承認の申請を行っているわけです。５月３１日といったら、まだ６、７、８、

３カ月しかたってないわけですね。国への再承認に向けて、いろいろな審査を行っている

と思うんですよ。その中で、早期に再承認という部分のところで出すわけなんですけれど

も、今言ったような質疑の中でいろいろなところが議論されていないですよね、解明と言

ったらおかしいけれども、今、小池議員がおっしゃったようなところですね、そこが議論

されていないにもかかわらず、この意見書を吉岡町議会の文教厚生常任委員会として意見

書を提出するのは、いかがなものかというふうに私は思うんですけれども、この点につい

ては委員長、いかがお考えですか。 

議  長（馬場周二君） 飯島委員長。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 飯島 衛君発言〕 

文教厚生常任委員長（飯島 衛君） お答えします。 

      平形議員がおっしゃっています、文章が丸々そのものではないかということでございま

すが、委員会としてもこの文言を読ませていただきまして、この文言が妥当ではないかと

いうことで訂正もしませんでした。 

議  長（馬場周二君） 平形議員。 

              〔１２番 平形 薫君発言〕 

１ ２ 番（平形 薫君） １２番平形です。議論がなされないでも意見書を出すということは、やは

り、要するにもう少し国の再承認に向けての動きを見てから、この意見書を、こんなふう

に町村議会議長から議長へ承ったそうですけれども、意見書の提出については、もう少し

趨勢を見てといいますか、それでやってもまだ、要するに再承認を求めるといって３カ月

ですよね。３カ月。これはまたここで確固たる理由、安全だと、要するに住民の安全で安

心な医療が提供できるということが、もう本当に確実になった時点で、それでもまだ国が

出していないんだったらば、この早期の再承認を求めるということで意見書を出すのはや

ぶさかではないと思うんですけれども、ちょっと拙速じゃないかなという気がするんです

けれども、委員長いかがでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 飯島委員長。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 飯島 衛君発言〕 
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文教厚生常任委員長（飯島 衛君） お答えします。 

      委員会においては、本当に３名の委員の発言ですが、現実に群大病院のほうへかかった

り、親族の方がかかったりして、かなり改善されている面があるというふうな意見が多々

ありました。よって、委員会といたしましては、全会一致で可決したところでございます。

どうか皆様方のご理解をお願いしたいと思います。 

議  長（馬場周二君） ほかにございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      飯島委員長、ご苦労さまでした。 

      この件は、委員会発議でありますので、吉岡町議会会議規則第３７条第２項の規定によ

って、委員会付託を行いません。 

      討論を行います。討論ありますか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから発委第１号を採決します。この採決は、起立によって行います。 

      発委第１号 群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書の

提出についてを原案のとおり提出することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      よって、発委第１号は、原案のとおり提出することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２２ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

議  長（馬場周二君） 日程第２２、議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出についてを議題

とします。 

      議会運営委員長から所管事務のうち、会議規則第７１条の規定により、お手元に配りま

した所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出がありました。 

      お諮りいたします。委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異

議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認め、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とする

ことに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２３ 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 



 - 165 - 

日程第２４ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２５ 産業建設常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２６ 予算決算常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２７ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

議  長（馬場周二君） 日程第２３、２４、２５、２６、２７、各常任委員会の閉会中の継続調査

について、吉岡町議会会議規則第３５条により一括議題にし、採決はそれぞれ分離して行

いたいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。よって、一括議題と決しました。各常任委員会の閉

会中の継続調査の申し出についてを議題とします。 

      総務常任委員長、文教厚生常任委員長、産業建設常任委員長、予算決算常任委員長、議

会広報常任委員長から、所管事務のうち、吉岡町議会会議規則第７１条の規定によって、

お手元に配りました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出がありまし

た。 

      これから申し出５件を分離して採決します。 

      まず、総務常任委員長からの申し出についてお諮りします。 

      総務常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございま

せんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、総務常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。 

      次に、文教厚生常任委員長からの申し出についてをお諮りします。 

      文教厚生常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、文教厚生常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

      次に、産業建設常任委員長からの申し出についてをお諮りします。 

      産業建設常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、産業建設常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

      次に、予算決算常任委員長からの申し出についてをお諮りします。 

      予算決算常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、予算決算常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

      次に、議会広報常任委員長からの申し出についてをお諮りします。 

      議会広報常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、議会広報常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２８ 議会議員の派遣について 

議  長（馬場周二君） 日程第２８、議会議員の派遣についてを議題とします。 

      お諮りします。お手元に配付したとおり、議員研修のため議会議員を派遣することにご

異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、配付のとおり議会議員を派遣することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

町長挨拶 

議  長（馬場周二君） これで本日の会議を閉じます。 

      以上をもちまして、平成３０年第３回定例会の日程を全て終了しました。 

      閉会の前に、町長の挨拶の申し入れを許可します。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 閉会に当たりまして、一言挨拶をさせていただきます。 
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      ここに来て、記録的猛暑から朝晩を中心にようやく涼しさを感じられるようになりまし

た。 

      この夏は、西日本を中心に集中豪雨による被害が多発しました。また、９月４日には関

西方面を中心に台風２１号により、関西国際空港の閉鎖など、強風被害を中心とした大き

な被害が発生しました。さらには、６日の未明には、北海道胆振東部地震が発生し、震源

に近い厚真町では震度７を記録しました。土砂災害により４１名の方がお亡くなりになら

れたほか、今なお避難所生活を余儀なくされている被災者の方が多くいらっしゃるという

ことでございます。また、停電被害などによる北海道全域にわたる二次災害は、今なお収

束には至っておりません。 

      お亡くなりになられた方及びご遺族の皆様に対しまして、心からお悔やみを申し上げる

とともに、全ての被災者の皆様にお見舞いを申し上げたいと思っております。 

      ことしになってから、集中豪雨、台風、地震と、全国各地で大規模な災害が発生してお

ります。吉岡町では、被害等が発生しておりませんが、防災対策には一層気を引き締めて

臨んでいかなければならないと思っております。 

      さて、本議会におきましては、上程いたしました報告、議案、認定、同意、諮問の全て

を認定、可決、同意をいただきまして、まことにありがとうございました。心より感謝と

御礼を申し上げます。 

      平成２９年度の決算認定を踏まえ、今年度の事業の進捗状況をしっかりと把握し、さら

には来年度の予算編成に向けて検討を進めたいと考えております。そして、平成３０年度

事業も今が取り組みの最盛期でありますので、本議会における各議案審議の過程及び一般

質問の中で賜りましたご指摘、ご意見に対しましては、今後、町政執行の中で留意してま

いりたいと思っております。 

      これから実りの秋を迎えます。秋はいろいろな行事が開催され、何かと多忙な季節でも

あります。 

      今後とも議員各位の格段なるご協力とご理解をお願い申し上げますとともに、皆様方も

健康には十分ご留意の上、ますますご活躍されますことをお願い申し上げ、閉会に当たり

ましての挨拶にさせていただければありがたいと思っております。 

      本当に長い日にち、お世話さまになりました。ありがとうございました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉  会 

議  長（馬場周二君） 以上をもちまして、平成３０年第３回吉岡町議会定例会を閉会します。 

      大変ご苦労さまでした。 

          午前１０時３４分閉会 
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